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▲平成 5 年度予算編成方針を説明する村長

第 1 回村議会定例会は、 3月10日から19日までの
10日問の会期で開かれ、一般会計をはじめ各種会計

の平成5年度予算、公平委員会委員選任の人事案件

なとが提案され、慎重審議の結果いすれも原案とあ

り可決承認されましだ。

その主な内容をお知らせします。

村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
で
す
。

村
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

柿沼一雄さん

村
公
平
委
員
会
委
員
の
横
塚
弥
一
さ

ん
が
四
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
後
任
に
柿
沼
一
雄
さ
ん

(
7
1歳・
江
口
）
を
同
委
員
に
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

柿
沼
雄
さ
ん
選
任

ォ

フ
ト
ー
ク
通
信

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

平
成
五
年
度
各
種
予
算
決
ま
る

第

回
村
議
会
定
例
会

主
要
先
進
諸
国
に
お
け
る
景
気
の
後

退
や
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
の
微
妙
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
中

で
、
日
本
は
国
際
社
会
の
再
編
と
安
定

経
済
繁
栄
の
た
め
、
諸
問
題
解
決
へ
の

貢
献
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
わ
が
国
経
済
は
依
然

と
し
て
深
刻
な
不
況
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
こ
の
ま
ま
景
気
低
迷
が

続
け
ば
「
戦
後
最
大
の
不
況
」
と
な
る

恐
れ
も
出
始
め
て
い
る
た
め
、
国
で
は

景
気
の
テ
コ
入
れ
を
図
る
た
め
に
総
合

経
済
対
策
を
決
定
し
、
景
気
回
復
を
期

待
す
る
も
の
の
、
個
人
消
費
の
回
復
ま

で
は
結
び
付
い
て
い
な
い
な
ど
、
内
外

と
も
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民
各

位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
健
全
財

政
を
念
頭
に
村
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
、

文
化
の
香
り
高
い
子
孫
に
残
せ
る
郷
土

建
設
の
た
め
、
村
民
の
方
々
の
英
知
と

創
意
を
結
集
し
、
ま
い
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

平
成
五
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
踏
ま

え
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計

画
を
基
本
と
し
、
新
し
い
時
代
に
対
処

し
村
の
実
情
と
将
来
を
考
え
合
わ
せ
、

米
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
確
固

た
る
基
盤
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、

「
個
性
豊
か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ

る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
高
齢
化

・
情
報
化
・
国
際
化
な
ど
へ
の
対
応
に

個
性
豊
か
な
活
力
と

う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り

十
分
留
意
し
、
一
般
行
政
経
費
の
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、
投
資
的
経

費
に
可
能
な
限
り
配
分
を
行
い
、
経
費

支
出
の
効
率
化
に
徹
し
、
国
・
県
の
方

針
お
よ
び
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
し

て
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

主
な
施
策
と
し
て
、
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
毎
戸
貸
与
消
火
器

事
業
、
ふ
る
さ
と
広
場
整
備
事
業
（
温

水
プ
ー
ル
建
設
な
ど
）
、
中
学
校
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
機
器
購
入
お
よ
び
教
室
改
造

事
業
、
村
営
大
輪
西
土
地
改
良
事
業
、

西
小
学
校
北
校
庭
防
風
林
事
業
、
東
部

工
業
団
地
の
推
進
、
大
輪
公
園
お
よ
び

桜
並
木
路
整
備
事
業
、
生
活
関
連
環
境

整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、
道
路
改
良
、

福
祉
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
に
、
村
政
の
後
退
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
一
般
会
計
予

算
を
三
十
八
億
三
千
万
円
と
定
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比
較
し
ま
す
と

伸
び
率
で
八
・
八
％
、
金
額
で
三
億
一

千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

一
方
特
別
会
計
で
は
、
老
人
保
健
会

計
四
億
九
千
百
七
十
五
万
七
千
円
、
国

民
健
康
保
険
会
計
五
億
二
千
五
百
五
十

一
万
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
・
資

本
的
支
出
合
計
）
二
億
―
一
千
八
百
四
十

万
七
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
決
定
を
い

た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤

憲

平成 5 年 4 月 10 日 広報めいわ (2) 



〇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
）

0
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
0
村
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

0
村
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

0
村
福
祉
底
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

0
群
馬
県
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

0
村
公
共
物
使
用
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

0
村
営
大
輪
西
土
地
改
良
事
業
〔
土

地
総
（
小
規
模
排
水
）
〕
の
施
行
に

つ
い
て

0
平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0
平
成
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

0
平
成
五
年
度
一
般
会
計
予
算

0
平
成
五
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算

0
平
成
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

0
平
成
五
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

以
上
村
長
提
出

0
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
し
て

0
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

以
上
議
員
提
出

上
程
議
案

道
路
法
、
河
川
法
等
の
特
別
法
の
適

村
公
共
物
使
用
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

改
正
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
条

文
の
一
部
を
改
正
し
、
議
会
運
営
委
員

長
の
報
酬
を
月
額
十
九
万
六
千
円
と
定

め
、
追
加
し
た
も
の
で
す
。

公
務
の
た
め
旅
行
す
る
職
員
等
に
支

給
す
る
旅
費
の
種
類
等
に
つ
い
て
、
航

空
機
を
利
用
す
る
場
合
の
取
り
扱
い
を

定
め
、
国
内
、
国
外
と
も
に
適
用
で
恙

る
よ
う
に
条
文
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
法
に
該
当
す

る
児
童
の
支
給
対
象
期
間
が
、
こ
れ
ま

で
は
十
八
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

末
日
で
し
た
が
、
誕
生
日
以
降
最
初
の

三
月
三
十
一
日
（
三
月
三
十
一
日
生
ま

れ
の
者
に
あ
っ
て
は
、
満
十
八
歳
の
誕

生
日
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
度
障
害
者
の
対
象
年
齢
が
、

六
十
五
歳
未
満
か
ら
七
十
歳
未
満
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
＿

村
福
祉
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

村
職
員
等
の
旅
費
に

閃
す
る
条
例
の
一
部
改
正

用
を
受
け
な
い
法
定
外
公
共
物
、
す
な

わ
ち
村
内
の
水
路
や
里
道
（
認
定
外
道

路
）
等
に
つ
い
て
の
機
能
を
管
理
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
公
共
物
使
用
料
(
-
力
年
）

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

村
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
あ
た

り
、
事
業
計
画
概
要
を
次
の
と
お
り
定

め
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
用
・
排
水
路
改
修

工
事
お
よ
び
農
道
整
備
で
、
概
算
費
用

村
営
大
輪
西
土
地

改
良
事
業
の
施
行

種 別 単 位 単 価

争弔 柱 類 1 本 7 3 0 円

鉄 塔 1 平方メートル 2 0 0 円

鉄道軌条 1 平方メートル 1 2 0 円

諸管埋設 1 平方メートル 1 2 0 円

その他の工作物 1 平方メートル 1 2 0 円

原形 占 用 1 平方メートル 6 円

そ の 他 その都度村長が定める額

公
共
物
使
用
料
（
＿
力
年
）

平
成
四
年
度
般

会
計
補
正
予
算

七
千
三
百
万
円
の
費
用
負
担
割
合
は
、

国
庫
補
助
金
四
十
五
％
、
県
補
助
金
二

十
五
％
、
残
り
に
つ
い
て
は
村
の
費
用

を
充
当
し
ま
す
。

基
本
計
画
と
し
て
、
U

字
溝
一
千
五

百
九
十
八
昇
、
ベ
ン
チ
フ
リ
ュ
ー
ム
一

千
三
頁
一
十
八
討
の
設
置
と
農
道
一
千

五
百
二
十
昇
の
整
備
で
、
対
象
面
積
は

十
三
・
七
ぢ
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
千
百
三
十
三
万
八
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
四
十
億
七
千
三
百
八

十
三
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

▽
利
子
割
交
付
金
…
一
千
六
百
八
十
―
二

万
二
千
円
滅
額
〔
三
千
六
十
六
万
八

千
円
〕

▽
地
方
交
付
税
…
六
百
九
十
七
万
八
千

円
〔
八
億
四
千
四
百
四
十
五
万
四
千

円
〕

▽
国
庫
支
出
金
…
二
百
三
万
四
千
円
減

額
（
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
費
補

助
金
減
額
な
ど
）
〔
一
億
四
千
六
百
二

万
一
千
円
〕

▽
県
支
出
金
…
二
十
五
万
円
（
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
事
業
費
補
助
金
）
〔
七

千
八
百
四
十
七
万
四
千
円
〕

▽
寄
附
金
…
百
五
十
万
円
〔
二
百
万
一

千
円
〕

▽
諸
収
入
…
九
百
九
十
万
円
滅
額
（
国

民
年
金
印
紙
売
捌
代
金
減
額
）
〔
二
億

九
百
八
十
四
万
九
千
円
〕

▽
村
債
…
百
―
二
十
万
円
減
額
（
ふ
る
さ

と
広
場
建
設
事
業
債
減
額
な
ど
）
〔
三

億
五
百
二
十
万
円
〕

【
歳
出
】
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

▽
総
務
費
…
―
一
十
万
円
（
臨
時
雇
員
賃

金
）
〔
五
億
三
千
百
七
十
六
万
円
〕

▽
民
生
費
…
九
百
九
十
万
円
滅
額
（
国

民
年
金
保
険
料
印
紙
購
入
費
減
額
な

ど
）
〔
五
億
七
千
三
百
八
十
六
万
九
千

円
〕

▽
衛
生
費
：
・
四
百
三
十
四
万
二
千
円
減

額
（
各
種
検
診
委
託
料
減
額
が
ど
）
〔
一

億
六
千
八
百
二
十
九
万
八
千
円
〕

▽
土
木
費
：
．
百
六
十
一
万
八
千
円
（
ふ

る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金
な
ど
）
〔
十

六
億
五
千
百
五
十
五
万
三
千
円
〕

▽
教
育
費
…
八
百
九
十
一
万
四
千
円
減

額
（
中
学
校
南
校
舎
大
規
模
改
造
工

事
費
減
額
な
ど
）
〔
四
億
八
千
六
百
八

十
四
万
二
千
円
〕

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
五
億
二
千
六
百
―
―
―
十
三
万
六
千
円
に

し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

▽
繰
入
金
…
三
千
九
百
九
十
九
万
九
千

円
減
額
〔
四
百
四
十
二
万
五
千
円
〕

▽
繰
越
金
…
四
千
九
万
円
〔
七
千
二
十

三
万
七
千
円
〕

【
歳
出
】
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

▽
保
健
施
設
費
：
・
九
万
一
千
円
〔
二
百

八
十
五
万
九
千
円
〕

平
成
四
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(3) 広報めいわ 平成 5 年 4 月 10 日



うるおいのあるまちづく

50{意7,567ガ4,000円
特別・事業会計 12億4,567万4,000円（前年比6.9％増）

そのほtJ 玄 6.2% 利子割交付金 28,500 
繰越金 78,383 使用料及び 23,967

冑雙詈塁 61,000 雷｀いは 2,800 畠も毘醤呈土裂讐平
分担金及び 43,672 特別交付金 9こ万〇業五・言t干成
負担金 寄附金 1 な四．会百ーか万五

り干五言t五％四円年

百悶溢竺土巴胃祠農
り、；筐員冒言毘｀

9 冒：屋＇〖：;~
と五四些険万%-
比＋十ハ特七雙般
ベ億万...:..別干、会
て七七す会円老言t

ハ言孟目剪祠裔習
＝百 ‘五年健十
兎六后水億比特八

地方譲与税
1億06,000

* 2.8% 
• 1.5% 
国唐支出金
1億23,516

* 3.2% 
•• 16.6% 

票支出金
1億28,554
責 3.4%
• 76.6% 

財産収入
94,563 
食 2.5%
•• 20.0% 

繰入金
6億00,002
食 15.7%
• 25.0% 

地方交付税
7億40,000
玄 19.3%
• 5.6% 

一般会計予算の移り変わり

平成5年度

平成4年度

平成3年度

平成2年度

平成元年度

昭和63年度

昭和62年度

村税
13億56,298
＊構成比 35.4%
◎伸び率 6.0% 

~ 38億3,000万円

i 35億2,000万円

i 301意円
~ 26億4,300万円

i 24億6,900万円

i 23億600万円

~ 21億1,600万円

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

l
 

りを目指して

村税の内訳

村 民 税 5億56,420干円

固定資産税 6億94,465干円

軽自動車税 13, Q60干円

村だばこ税 40,304干円

特別土地保有税 52,049干円

会計別予算規模
（率は前年比）

般 会 計 38億30,000干円 8.8% , 老人保健 4億91,757干円 11.1% 

国民健康保険 5億25,510干円 6.2% 

水 道 事 業 2億28,407干円 0.5% 

計 5嘩75,674千円 8.3% 

平成 5 年 4 月 10 日 広報めいわ (4) 



健康と豊かな自然につつまれた、活力と

平成 5 年度予算総額
一般会計 38億3,000万円（前年比8.8％増）

性質別経費の内訳
人件費

81意62,025干円

扶助費
87,022干円

公債費
1憶80,195干円

物件費
5億48,259干円

そ
維持補修費

7,832干円

の 補助費等

他
3億37,811干円

繰出金

の 70,355干円

経
積立金

21意43,514干円

費 投資・出資金・貸付金
35,042干円

その他
800万円

じ 普通建設事業費

14億49,945干円

村民税

49,702 

餐

議会費
消防費 70,764 
1 億57,880 玄 1.8%
玄 4.1 ％◎ 4.
• 10. 0 

玄 4.7%
• 7.4% 
/ 

玄 5.9
• 33.8 

含 6.5%
• 44.1% 

納める税金
総額 121,150

教育費
3億76,510
玄 9.8%
•• 22.1% 

総務費
5億90,577
責 15.4%
• 19.0% 

使われる予算
総額 342,113

そのほ力合 1.6% 
商工費 44,105 
予備費 8,000 
諸支出金 5,683 

土木費
13億09,575
唸構成比 34.2%
◎伸び率 3.0% 

民生費
6億12,955

* 16.0% 
• 22.8% 

（単位円）

教育費土木費

33, 631 I 116, 978 

豆乙
固定資産税 軽自動車税

62, 033 I 1, 166 

｀三特別土地保有税 村だばこ税

4,649 I 3,600 

響｀｀
村民一人当だり

平成5年4月 1 日

の人口11, 195人で計算

費業
ー
産
3
1

水
2

林
2

農

宣
ょその他
27,579 

民生費

54,752 

筐
衛20]。7費 □□

`` (5) 広報めいわ 平成 5 年 4 月 10 日



土 木 費 特 別 会 計

゜道路改良・舗装新設工事費

3億72,500

道路改良などの測量調査設計委託料

35,000 

道路補修費など 27,000 

道路用地買収費 40,000 

物件補償費 40,000 

ふるさと広場設計業務委託料 7,074

ふるさと広場整備工事費 2億81,190

温水プール基礎工事費など 92,700 

ふるさと公園用地購入費 1億98,240

ふるさとづくり基金積立金

1億23,734

6,189 住宅管理費

民 生 費

国民年金費 1億68,879

村社会福祉協議会補助金 9,188 

ホームヘルプサービス事業委託料

5,880 

養護老人ホーム入所委託料 5,044 

特別養護老人ホーム入所委託料

34,594 

デイサービスセンター管理運営委託

料 23,544

老人保健特別会計繰出金 25,341 

医療福祉費 14,875 

老人福祉センター費 25,453 

保育園費 1億34,838

地域福祉基金積立金 68,000 

<

最
少
の
緩
費
で
最
大
の
鶴
暴
竃
昌
籍
す

こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
（
主
な
も
の
）

（
単
位
千
円
）

老
人
保
健

4億91,757千円
（歳入）

支払基金交付金

3億41,421千円

国庫支出金

99,954千円

県支出金

24,984千円

25,341千円

57千円

繰入金

その他

（歳出）

医療諸費

4億91,360千円

総務費 340千円

その他 57千円

国
民
健
康
保
険

5億25,510千円

（歳入）

国民健康保険税

2億40,852千円

国庫支出金

1億56,827千円

療養給付費交付金

42,400千円

県支出金 1,950千円

繰入金 49,333千円

繰越金 26,171千円

共同事業交付金

3,652千円

財産収入 3,015千円

その他 1,310千円

（歳出）

保険給付費

3億95,363千円

老人保健拠出金

92,757千円

総務費 21,463千円

共同事業拠出金

4,965千円

保健施設費

2,938千円

基金積立金

3,016千円

5,008千円その他

水
道
事
業

収益的収入

収益的支出

（収益的収入-)

営業収益

1億00,877千円

営業外収益

8,970千円

（資本的収入）

企業債

出資金

2,000千円

（資本的支出）

建設改良費

1億23,945千円

企業債償還金

30,000千円 4,929千円

資本的収入額が資本的支出額に対して

不足する額78,874千円は、過年度分損益

勘定留保資金30,335千円、建設改良積立

金40,000千円、減債積立金4,929千円およ

び当年度分消費税資本的収支調整額3,610

千円で補てんする。

20,000千円

〇業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

1 日平均給水量

1 億09,847千円

99,533千円

（収益的支出）

営業費用

89,459千円

営業外費用

8,074千円

予備費

3,282栓

1,813, 379m3 

4, 968m3 

平成 5 年 4 月 10 日 広報めいわ (6) 



議 会 費

議会だよりなど印刷製本費

商工費

公債費

15,595 

用・排水路などの工事費 66,435 稲愈 昂各 9, 
〇水田農業確立排水対策特別事業負担 0

526 I 金 25,500 I オフトーク通信サービス事業費

長期債償還元金 98,475 

長期債償還利子 81,558 

諸支出金

土地開発基金繰出金など 5,683 

9 ·，-,.—ー、
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衛生費

邑楽館林医療事務組合負担金15,334

邑楽館林医療事務組合出資金14,343

国保特別会計繰出金 6,560 

基本健康診査などの委託料 22,851 

合併処理浄化槽設置補助金 5,100 

水道事業会計繰出金 30,000 

保健センター費 3,740 

可燃廃棄物焼却処分などの委託料

村商工会助成金 7,ooo I 42,890 

村納涼祭補助金 4,500 館林衛生施設組合負担金 29,086 

商業設備近代化資金貸付金 10,137 

労働環境整備資金貸付金 10., 000 

中小企業労働福祉施設資金貸付金

562 

消防費

一！さだヽ

館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 1億56,362

災害対策費 1,518 

(7) 広報めいわ

芯

1億23,942

第二庁舎冷暖房施設整備費 8,010 

交通対策費 6,258 

結婚相談事業費 4,225 

財政調整基金積立金 46,406 

減債基金積立金 5,374 

区行政交付金 1,902 

ヽ \ 

と

！—ー I
¥,  2 a 4 
-ｷ ----= こ=- - = ===iコ・` 

....オフトーク通信・宅内接続装置とスピ＿ヵ—

教育費

小学校費（西小学校北校庭防風林事

業など） 77,630 

中学校費（コンピューター機器購入

および教室改造事業など） 93,769 

幼稚園費 54,065 

青少年育成対策費 4,559 

公民館費 21,302 

保健体育費（利根川総合運動場維持

管理委託料など） 24,033 

農林水産業費

農業委員会費 9,374 

新農構、穀類乾燥調整貯蔵施設建設

補助金 14,510 

大輪西土地改良事業費 56,300 

用・排水路などの測量設計委託料

平成 5 年 4 月 10 日
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三
月
十
三
日
、
十
四
日
の
二
日
間
、

中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
公
民

館
活
動
を
広
く
村
民
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
各
種
学
級
・
教
室
・
講

座
な
ど
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
「
公

民
館
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

生
け
花
、
書
道
、
切
り
絵
、
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
日
本
画
、
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ

ー
な
ど
の
各
種
学
級
・
公
民
館
利
用
団

体
作
品
、
子
ど
も
会
家
族
画
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
、
小
・
中
学
生
書
き
初
め
・
作

文
作
品
の
展
示
、
茶
道
、
人
形
劇
・
紙

芝
居
、
子
ど
も
映
画
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協

議
会
に
よ
る
綿
あ
め
・
ヨ
ー
ヨ
ー
風
せ

ん
・
金
魚
す
く
い
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
、
み
そ
お
で
ん
、
焼
そ
ば
の
バ
ザ

ー
、
そ
れ
に
講
堂
で
は
、
民
謡
、
舞
踊
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
、

盛
大
な
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

▲紙芝居に見入る子どもたち

.、.^―-.^•
▲ヨーヨーつり・金魚すくいには多くの子どもたちが

さ---: 
▲作品を真剣に見ている子どもたち

▲茶会・心を静めて一服

平成 5 年 4 月 10 日 広報めいわ (8) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

三
月
十
二
日
、
明
和
中
学
校
卒
業
式

が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
八
十
二
人
（
男
9
9
人
・
女
8
3
人
）

は
、
晴
れ
の
卒
業
証
書
を
手
に
、
恩
師
、

父
母
、
在
校
生
の
見
送
る
中
そ
れ
ぞ
れ

希
望
を
胸
に
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
進
路
状
況

関
東
学
園
大
附
属
高
校

館
林
商
工
高
校

板
倉
高
校

館
林
高
校

太
田
高
校

館
林
女
子
高
校

足
利
学
園
高
校

西
邑
楽
高
校

葛
生
高
校

3
6
人
（
男
2
3
・
女
1
3
)

2
2
人
（
男
1
3
・
女
9
)

2
0
人
（
男1
5・
女
5
)

1
8
人

1
1
人

1
0
人

9
人
（
男
2
・
女
7
)

8
人
（
男
3

・
女
5
)

7
人
（
男
2
・
女
5
)

太
田
東
高
校
6
人
（
男
4
・
女

2
)

足
利
短
大
附
属
高
校
6
人
（
女
6
)

大
泉
高
校
5
人
（
男
1
・
女

4
)

太
田
女
子
高
校
4
人

弥
生
女
学
院
高
校
4
人

常
磐
高
校
2
人
（
女
2
)

足
工
大
附
属
高
校

佐
野
日
大
附
属
高
校

花
咲
徳
栄
高
校

館
林
高
等
技
術
専
門
校

小
松
原
女
子
高
校

上
岡
学
園
専
門
学
校

美
容
高
等
専
修
学
校

高
等
養
護
学
校

就
職

2
人
（
男
2
)

2
人
（
男
2
)

2
人
（
女
2
)

2
人
（
男
2
)

1
人

1
人
（
女
1
)

1
人
（
女
1
)

1
人
（
女
1
)

2
人
（
男
1
・
女
1
)

平
成
四
年
度
善
行
少
年
表
彰
式
が
三

月
三
日
、
館
林
警
察
署
で
行
わ
れ
少
年

少
女
十
二
人
と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
館
林
地
区
学
校
警
察
連

て
絡
協
議
会
と
館
林
警
察
署
が
例
年
、
一

れ

9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ら送見[
六
年

一
在＿

．
言9
T

母
t
t
}
ご
t

父
，
．
＇
：
も
ち
＇

.
J
 

而｢

;

h
i." 

t/9
 

恩▲
.
i
唸
．
‘

希
望
の
巣

立
ち

百
八
十
二
人
が
母
校
を
後
に

間
の
思
い
出
を
胸
に

善
行
少
年
表
彰
式

増
田
和
美
さ
ん
（
表
彰
時
東
小
6
)

下
級
生
に
優
し
い
心
で

年
間
を
通
じ
、
勇
気
と
思
い
や
り
の
心

に
あ
ふ
れ
た
善
行
少
年
少
女
を
た
た
え

る
表
彰
で
す
。

今
回
、
明
和
村
か
ら
小
学
生
二
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

回
り
の
人
に
い
つ
も
思
い
や
り
の
心

で
接
し
、
困
っ
て
い
る
下
級
生
に
は
お

し
み
な
く
手
を
さ
し
の
べ
る
優
し
い
心

の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
。

下
級
生
が
登
校
中
に
転
ん
で
け
が
を

し
た
時
な
ど
は
、
背
負
っ
て
登
校
し
た

り
、
持
物
が
重
い
時
な
ど
は
持
っ
て
あ

三
月
二
十
六
日
、
村
内
の
小
学
校
で

一
斉
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
中
学
校
生

活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
児
童
が
、
六
年

間
親
し
ん
だ
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

こ
o
.
t
 両校

と
も
、
午
前
十
時
か
ら
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
小
学
校
の
佐
藤
紀
一
校
長
は
、
中

学
校
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
を

前
に
「
思
い
や
り
の
あ
る
心
、
感
謝
す

て
る
心
を
持
っ
て
、
自
ら
学
び
続
け
る
気

れら
持
を
大
切
に
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き

送
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

て隊
述
べ
ま
し
た
。

笛
な
お
、
今
年
の
卒
業
生
は
東
小
学
校

鼓▲
五
十
八
人
、
西
小
学
校
八
十
二
人
で
す
。

押田芳江さん

日
頃
、
学
校
生
活
の
中
で
、
分
け
隔

て
な
く
誰
と
で
も
心
良
く
接
す
る
優
し

い
心
の
持
ち
主
で
、
級
友
の
誰
か
ら
も

好
か
れ
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的

お
と
な
し
い
子
に
は
常
に
そ
の
立
場
に

た
っ
て
気
づ
か
い
、
思
い
や
り
の
あ
る

行
動
で
接
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
、
運
営

委
員
と
し
て
委
員
会
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
は
自
主
的
で
、
陰
ひ
な

た
な
く
熱
心
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

押
田
芳
江
さ
ん
（
表
彰
時
西
小
6
)

級
友
の
誰
か
ら
も
好
か

れ
る
優
し
い
心
で

増田和美さん

げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
委
員
と
し
て
、
け
が
や

病
気
を
し
た
子
に
は
親
切
に
世
話
を
し

て
い
る
こ
と
が
、
ク
ラ
ス
、
学
年
に
波

及
し
好
感
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

(9) 広報ぬいわ 平成 5 年 4 月 10 日



春の全国交通安全運動

4月 6 日（火）～15 日（木）
カチッとね シートベルトと安全確認

運動の重点事項

1. シートベルト藩用の徹底

交通事故死者（自動車乗用中）の内シートベルトの

非着用者が 8 割近くになっています。

シートベルトはあなたの大切な「命綱」。自動車を運

転するときは、あなた自身がシートベルトをまず着用

し、同乗者全員が着用したことを確認してから発進す

るように習慣づけましょう。

2. 子どもや高齢者の交通事故

子どもの交通事故原因で一番多いのが「飛び出し」

です。保護者は日常生活の中で正しい交通ルールを実

践し、お手本となってください。 ドライバーの皆さん

は、高齢者を見かけたときは思いやりのある運転を心

がけてください。

3. 違法駐車の締め出し

駐車問題を解決するために一番大切なことはドライ

バーの皆さんの駐車マナーです。道路上に駐車するこ

とはやめましょう。

故
•
島
田
誠
司
氏
（
南
大
島
・
享
年
6
6

歳
）
に
こ
の
た
び
勲
六
等
単
光
旭
日
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

島
田
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
村

議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
平
成
五
年

一
月
ま
で
十
三
年
余
の
永
き
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
、
そ
の
間
、
議
長
、
総
務
常

任
委
員
会
委
員
長
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
委
員
長
、
土
木
経
済
常
任
委
員
会

副
委
員
長
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、

村
農
業
委
員
会
委
員
、
村
民
生
委
員
推

薦
会
委
員
、
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
会
長
、
村
道
路
改
良
促
進
協
議
会

会
長
、
村
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委

員
会
委
員
長
、
村
制
度
融
資
審
査
会
会

長
、
村
防
犯
委
員
会
副
会
長
、
村
交
通

対
策
協
議
会
副
会
長
、
村
商
工
振
興
推

進
協
議
会
委
員
な
ど
の
要
職
を
全
う
し
、

村
行
政
の
伸
展
と
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
保
険
の
平
成
四
年
度
確
定
保
険

料
と
平
成
五
年
度
概
算
保
険
料
の
申
告

・
納
付
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

申
告
・
納
付
は
5
月
1
7
日
ま
で
で
す

の
で
、
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
せ

ん
と
、
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

申
告
・
納
付
の
用
紙
は
機
械
処
理
を

行
い
ま
す
の
で
、
標
準
字
体
で
記
載
す

る
と
と
も
に
、
汚
れ
、
か
す
れ
の
な
い

よ
う
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
具
体
的
な
記
載
方
法
の
説
明

会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圏
日
時
1
1
4

月
認
日
因
午
前
1
0
時
か
ら

蒼
場
所
1
1

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
太
田
労
働
基
準
監
督
署

6
⑮
9
9
2
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。東

毛
少
年
自
然
の
家
は
、
宿
泊
生
活

や
野
外
活
動
な
ど
の
体
験
を
と
お
し
て
、

心
身
と
も
に
健
全
な
少
年
を
育
成
す
る

社
会
教
育
施
設
で
す
。

た
だ
今
、
東
毛
少
年
自
然
の
家
で
は
、

平
成
五
年
度
の
少
年
団
体
、
社
会
教
育

団
体
等
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
を
計
画
し
て
い

る
団
体
は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

し
め
る
の
を
わ
す
れ
た

す
ぐ
近
く
だ
か
ら

急
い
で
い
だ
ガ
ら

面
倒
だ
か
ら

1

J
う
叶
ぶ
ぷ
｀
ー
'
-
房

百
髭
i
k
汐
勺
ヽ
災
吹
~
し

述
転
し
に
く
い
か
ら

カ
ッ
コ
悪
い
か
ら

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
／
4
月
6
日
（
火
）
i
4
月
1
5日
（
木
）
ェ
r
.
h
u

、
“
,
.
i

r
.g
i

"
L
,
f
i

”
“
]
I

故
•
島
田
誠
司
氏
に

勲
六
等
単
光
旭

H

章 故•島田誠司氏

東
毛
少
年
自
然
の
家

利
用
の
あ
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
更
新
の
あ
知
ら
せ

太
田
市
の
金
山
丘
陵
に
あ
る
県
立
金

山
総
合
公
園
「
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
」

に
、
新
た
に
二
つ
の
広
場
が
四
月
二
十

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
色
彩
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
や
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
、
サ

マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
や
オ
ー
ト
チ
ェ
ア
、

ザ
イ
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ふ
わ
ふ
わ
ド

ー
ム
、
遊
び
な
が
ら
歩
け
る
木
製
回
廊

な
ど
の
大
型
遊
具
か
設
け
ら
れ
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
広
場
。

中
で
も
、
サ
マ
ー
ポ
ブ
ス
レ
ー
は
、

ス
レ
ッ
ド
（
滑
降
機
）
に
乗
っ
て
、
高

度
差
七
十
討
、
延
長
五
百
ぃ
い
の
滑
走
路

を
最
高
時
速
四
十
キ
ロ2
い
で
滑
り
降
り
る

ス
リ
ル
あ
ふ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

オ
ー
ト
チ
ェ
ア
は
、
延
長
二
百
五
十
以

の
斜
面
を
移
動
し
な
が
ら
周
囲
の
景
観

を
楽
し
め
ま
す
。

食
開
園
時
間
1
1

午
前
8
時
3
0
分
ー
午
後

5
時
（
一
部
有
料
施
設
は
、
午
前
9
時

3
0
分
か
ら
）

＊
休
園
日
1
1

年
中
無
休
（
毎
週
月
曜
日

は
、
一
部
有
料
施
設
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
）

＊
入
園
料
1
1

無
料
（
遊
具
は
一
部
有
料
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
金
山
総
合
公
園
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

C
⑫
1
7
6
6

ヘ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ん
ま
こ
と
も
の
国
が

さ
ら
に
魅
カ
ア
ッ
プ

※
詳
し
く
は
、
県
立
東
毛
少
年
自
然
の

家
6
0
2
7
7
⑬
5
6
6
6
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 5 年 4 月 10 日 広報めいわ (10) 



斗
合
田
の
蓮
見
知
宏
さ
ん

(
3
3歳）

は
、
施
設
花
き
と
水
稲
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
花
き
は
切
り
バ
ラ
(
2
6
.
4
ア

ー
ル
）
を
栽
培
。
現
状
を
維
持
し
な
が

ら
経
営
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
新
し
い
栽
培
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
坪
当
た
り
の
生
産
量
と

品
質
の
向
上
に
努
め
、
雇
用
労
働
力
を

周
年
で
取
り
入
れ
、
そ
し
て
販
売
面
の

開
拓
を
行
い
、
直
販
で
き
る
よ
う
に
図

っ
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

蓮
見
知
宏
さ
ん
（
斗
合
田
）

.,,..ー＇9 ．9C ;!. 

ー』］

--m  

▲車の上で一休みしている子どもたち
ニニ三

本
村
て
は
二
人
が
青
年
農
業
士
に
認
定

平
成
四
年
度
群
馬
県
青
年
農
業
士
に
本
村
か
ら
一
一
人
の
方
か
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
知
事
か
ら
、
人
格
識
見
と
も
に
優
れ
、
将
米
の
発
展
が
十
分

期
待
で
き
る
経
営
を
実
践
し
て
い
る
二
十
三
歳
か
ら
三
十
四
歳
未
満
の

模
範
と
な
る
優
良
な
青
年
農
業
者
に
与
え
ら
れ
る
名
誉
あ
る
称
号
で
す
。

金
子
功
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）

入
ヶ
谷
の
金
子
功
さ
ん

(
3
3歳）
は

施
設
野
菜
、
露
地
ナ
ス
と
水
稲
・
麦
の

複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
野
菜
は
キ
ュ
ウ
リ

(
2
0アー
ル
）

んさ
と
露
地
ナ
ス

(
1
6ア
ー
ル
）
を
栽
培
゜

見
労
働
力
の
配
分
を
考
え
な
が
ら
、
収
入

蓮る
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

＿
＿
―
-
口
今
後
は
露
地
ナ
ス
の
栽
培
を
や
め
て

吾を来
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
労
働
力
の
主
体
と
し
、

半
土
壌
管
理
・
温
度
管
理
な
ど
を
徹
底
し
、

-

)

 

•9 

手
A

品
率
を
上
げ
、
収
益
の
増
加
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

をラゞ
) 
,
'
>
 切

• 

r~ —• 

▲消防車を連ねて防火ハレード

まり沿なに 家内ーの長前
し‘道が乗分庭ー消‘日春
た和にら車団に円防砂りの
゜やは徐‘員火の自賀ー全
か子行横一災車動新月国
など走断行予両車一ー火
パも行幕は防パなさ十災
レ連‘を、をレどん八予

l れ日掲各呼 1 九一日、防
ドが曜げ分びド台で村運
風出日鐘団掛ををは、消動
景てとをのけ行連 防か
で手あ鳴消［い、ね各団始
あをつら防 ‘分＾ま
り振てし車tミ各村団団る

廃
品
回
収
て
社
会
勉
強

三
月
七
H

、
田
島
子
ど
も
育
成
会
（
会

I
>
長
田
端
義
晴
さ
ん
）
で
は
、
子
ど
も

さ
た
ち
の
社
会
勉
強
と
子
ど
も
育
成
会
の

子金
財
源
確
保
の
た
め
に
、
P
T
A

役
員
の

る
協
力
を
得
て
自
動
車
六
台
で
廃
品
回
収

”
を
行
い
ま
し
た
。

培
当
日
は
、
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な

栽リ
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
参
加
し
た
十

ゥ
五
人
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
一
杯
、
額

キ
に
汗
を
流
し
な
が
ら
新
聞
、
雑
誌
、
ダ

で
ン
ボ
ー
ル
を
回
収
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ピ
な
お
、
今
ま
で
に
江
口
、
上
江
黒
、

中
4

のス
梅
原
、
大
輪
の
子
ど
も
育
成
会
で
も
廃

ゞ
品
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

▲
そ
し
て
、
平
成
四
年
度
中
に
回
収
さ

れ
た
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
数
量

は
、
四
万
八
百
四
十
群
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

• 

一

防
火
八
レ
ー
ド
て

火
災
予
防
を
呼
ひ
掛
け

会

員
募
集

納
税
証
明
書
が
必
要

な
方
は
申
し
出
を

村
植
木
生
産
組
合
に
よ
る
植
木
の
即

売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1
4

月
2
9
日
困
ー
5
月
5
日
困

午
前
9
時
ー
午
後
5
時
（
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

＊
会
場
1
1

村
商
工
会
館

＊
即
売
品
1
1

花
き
花
木
・
鉢
物
・
庭
木

な
ど
各
種
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課
6
闘
3
1

1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

車
検
を
受
け
る
時
に
納
税
証
明
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
で
四
月

三
十
日
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
に
車
検
を

受
け
る
方
で
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、
役
場
税
務
課
6
闘
3
1
1
1
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
さ

わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
、
大
き
な
輪

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
6
闘
4

6
2
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

植
木
は
い
か
が
で
す
か

(11) 広報めいわ 平成 5 年 4 月 10 日



た
だ
し
、
低
所
得
者
の
入
院
に
つ
い

て
は
一
日
三
百
円
（
ニ
カ
月
限
度
、
そ

平成4年1 月 1 日

～平成4年度
平成5·6年度

外来 900円／月 1,000円／月

入院 600円／日 700円／日

扶
養
者
の
転
職
や
退
職
な
ど
で
、
あ

な
た
の
医
療
保
険
の
受
給
資
格
が
変
更

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
課
窓

日
で
医
療
保
険
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

医
療
保
険
の
受
結
資
格

が
変
更
に
な
っ
だ
場
合

病
院
等
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
が
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

変

わ部

り負

ま担

し金

だが

急
速
な
高
齢
化
社
会
、
長
寿
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
明
和
村
の
人
口
に
占
め

る
老
人
医
療
受
給
者
は
、
九
・
八
％
（
平
成

五
年
三
月
一
日
現
在
）
と
昨
年
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
老
人

医
療
費
も
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
（
四
月
か
ら
一
月
ま
で
）

の
老
人
医
療
の
対
象
者
は
、
村
全
体
で

月
平
均
一
千
七
十
五
人
で
、
医
療
費
は
、

十
力
月
で
四
億
三
百
八
万
円
に
も
上
り
、

一
人
当
た
り
に
す
る
と
一
カ
月
三
万
四

千
円
、
年
間
で
は
四
十
万
九
千
円
の
老

人
医
療
費
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
国
や
村
の
税
金
、
健

康
保
険
の
保
険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

病
院
等
の
か
け
も
ち
ゃ
、
薬
の
も
ら

い
過
ぎ
、
む
や
み
な
夜
間
・
休
日
受
診

は
や
め
て
、
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

に

ご

医

療
費
の

協
力

の
後
無
料
）
を
継
続
。

老
人
医
療

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

// 

艮0

人
ひ
と
り
が
医
療
費
を

を約

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
制
度

平
成
四
年
度
（
平
成
四
年
四
月
か
ら

平
成
五
年
三
月
ま
で
）
の
保
険
料
は
、

四
月
末
日
ま
で
で
あ
れ
ば
、
お
手
元
の

「
納
付
書
」
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
点
検
を
し
て
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

よ
、
つ
。

在
学
中
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

た
皆
さ
ん
が
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
ま
す
と
、
国
民
年

金
の
加
入
種
別
が
第
一
号
被
保
険
者
か

ら
第
二
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
卒
業
後
、
就
職
し
な
い
人
は

引
き
続
き
第
一
号
被
保
険
者
で
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。

国
民
年
金
に
は
、
他
の
公
的
年
金
に

は
み
ら
れ
な
い
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
理
由
な
ど
で
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
五

月
末
日
ま
で
に
役
場
住
民
課
窓
ロ
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
認
め
ら
れ
る
と
、

一
年
間
（
平
成
五
年
四
月
か
ら
平
成
六

年
三
月
ま
で
）
の
保
険
料
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

大
学
を
卒
業
し
就
職
し
だ

皆
さ
ん
国
民
年
金
の
届
け
出
を

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

平
成
五
年
度
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
甲
種
、
乙
種
、
丙
種
）
を
実
施

危
険
物
取
扱

試
験
の
あ
知

ら

せ者

村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
五
年
度

の
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、
婦
人
を

対
象
に
「
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
講
、
そ
の
学
級
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

＊
開
講
期
日
1
1

毎
月
一
回

0
内
容
1
1

一
般
教
養
（
施
設
見
学
、
講

話
、
手
芸
な
ど
）
の
学
習

®
対
象
者
1
1

一
般
成
人
（
婦
人
）

奎
定
員

1
1
3
0
人
。
た
だ
し
、
当
セ
ミ
ナ

ー
参
加
未
経
験
者
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

＊
経
費
1
1

教
材
費
は
個
人
負
担
で
す
。

生
き
が
い
学
習
を
「
女
性
ふ
れ
あ
い

セ
ミ
ナ
ー
」
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
お

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
村
教
育
委
員
会
（
中
央

公
民
館
内
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

学
級
生
募
集

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

館
林
警
察
署
の
一
般
加
入
電
話
番
号

が
5
月
1

日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
電
話
番
号
は
、

6
⑮
0
1
1

0

で
す
。

館
林
警
―
＝
察
署
の
電
話
番
号

が
5
月
1

日
か
ら
変
わ
り
ま
す

自
然
に
親
し
む
親
子
の

つ
と
い
参
加
者
募
集

し
ま
す
の
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
う
準
備
講
習
会
も

行
わ
れ
ま
す
。

奎
試
験

0

日
時
1
1
6

月

2
0日
同
午
前
9

時
i

0

会
場
1
1

関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

な
ど

〇
受
験
料
1
1

甲
種
5
,
0
0
0

円
、

乙
種
3
,
4
0
0

円
、
丙
種
2
,

7
0
0

円

〇
準
備
講
習
会

0

日
時
1
1
5

月
2
1
日
⑤
午
前9
時
＼

0

会
場
1
1

郷
谷
公
民
館
（
館
林
市
）

〇
受
講
料
1
1
6
,
6
0
0

円

0
受
付
期
間
1
1
5

月

1
0日＼

1
8日

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署

6
闘
3
1
3

1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0
期
日
1
1
5

月

2

日
同
1
3

日
⑪

0
場
所
1
1

県
立
妙
義
少
年
自
然
の
家
他

圏
対
象
1
1

県
内
に
在
住
す
る
小
・
中
学

生
と
保
護
者

0
内
容
1
1

野
外
活
動
、
野
外
炊
飯
な
ど

〇
募
集
人
員
1
1
1
0
0人

圏
参
加
費
1
1

一
人
当
た
り
2
,
5
0
0

円

〇
申
し
込
み
方
法
1
1

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
ら
か
に

し
て
、
は
が
き
か
電
話
で
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
間
1
1
3

月
2
8
日1
4

月

2
0日

〇
申
込
先
1
1

〒
3
7
9
|
0
2

甘
楽

郡
妙
義
町
諸
戸
1
1
0
6

県
立
妙

義
少
年
自
然
の
家

6
0
2
7
4
⑬
2

1
0
1

へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
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＊
期
日

1
1
4

月
．

5

月
中
の
夜

1
0回

＊
会
場

1
1

中
央
公
民
館
（
学
科
）
．

ゴ
ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

＊
対
象

1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

＊
定
員

1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

＊
費
用

1
1
1
,
2
9
0

円

含
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
4

月

1
5日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け

し
ま
す
。

コ
ル
フ
教
室
参
加
者

募
集
（
初
心
者
対
象
）

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
女
性

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
参
加
資
格
1
1

村
内
在
住
在
勤
の
高
校

生
以
上
の
女
性
で
、
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。

＊
募
集
人
数
1
1

募
集
人
数
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1

社
会

体
育
館
へ
。

中
島
君
優
勝

会
村が三
内社月
の会十
剣体四
士育日
9ま館 ‘ 

もで第
ち行二
ろわ十
んれ回
‘ま村
近し剣
隣た道
市゜大

▲左から中島君、田部井さん

村
剣
道
大

会

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

女
性
参
加
者
募
集

博重廣勝義朝信
史夫市亨也仁治生正治

ー秋
彦昇夫

町
か
ら
二
百
三
十
三
人
が
参
加
し
、
小

学
生
低
学
年
（
六
十
九
人
）
、
小
学
生
高

学
年
（
五
十
九
人
）
、
中
学
生
男
子
（
六

十
五
人
）
、
中
学
生
女
子
（
四
十
人
）
の

四
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
鍛
練
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
で
は
次
の
二
人
が

入
賞
し
ま
し
た
。

◎
小
学
生
低
学
年
の
部

二
位
1
1

田
部
井
裕
美
（
入
賞
時
小
3
)

昨
年
暮
れ
に
、
村
内
十
四
地
区
で
巡

◎
中
学
生
男
子
の
部
回
健
康
相
談
と
同
時
に
食
事
調
査
を
実

一
位
1
1

中
島
篤
史
（
入
賞
時
中
2
)

施
し
ま
し
た
。
今
月
か
ら
六
回
に
わ
た

〔
敬
称
略
〕
り
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
是

非
皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
第
一

回
目
は
、
「
み
そ
汁
と
健
康
」
に
つ
い
て

村
ゴ
ル
フ
会
コ
ン
ペ

二
月
十
六
日
、
明
和
村
ゴ
ル
フ
会
コ
で
す
。

ン
ペ
が
板
倉
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
、
一
表

1

は
「
み
そ
汁
を
一
日
に
何
杯
飲

般
男
女
、
シ
ニ
ア
の
二
部
門
で
日
頃
の
み
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
の
結
果
で
す
。

練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
ど
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
も
一
日
一
杯
飲

そ
の
結
果
、
上
位
入
賞
は
次
の
方
々
む
群
が
五
割
強
、
一
日
二
杯
飲
む
群
が

で
す
。
三
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
は
、

◎
一
般
男
女
の
部
一
日
三
杯
以
上
飲
む
群
が
女
性
の
ほ
ほ

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

0

優
勝

1
1

篠
木

8
1
7
1
.
4

四
倍
で
、
お
ふ
く
ろ
の
味
で
代
表
の
み

〇
準
優
勝
1
1

川
島

9
2
7
1
.
6

そ
汁
好
き
の
人
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

0

三
位

1
1
広
田

8
6
7
1
.
6
ま
す
が
、
み
そ
汁
一
杯
に
は
約
―
•
五

0

四
位

1
1

須
藤

7
9
7
1
.
8
名
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

0

五
位

1
1

矢
島

9
1
7
1
.
8

塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
て
い
た

0

六
位

1
1

江
森

9
0
7
2
.
0
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
血
圧

0

七
位

1
1

藤
野

8
3
7
2
.
2
を
治
療
し
て
い
な
い
人
は
、
治
療
し
て

0

八
位

1
1
多
田

8
9
7
2
.
2

い
る
人
に
比
べ
、
一
日
三
杯
以
上
飲
ん

0

九
位

1
1
原
島

1
0
0
7
3
.
6で
い
る
群
が
四
倍
近
く
と
高
く
、
ほ
と

〇
十
位

1
1
神
田

8
1
7
3
.
8
ん
ど
飲
ま
な
い
群
は
少
な
く
な
っ
て
い

◎
シ
ニ
ア
の
部
ま
す
。
こ
の
値
を
み
る
と
血
圧
を
治
療

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

0

優
勝

1
1
永
吉

8
4
6
8
.
4
し
て
い
る
人
は
、
減
塩
に
心
掛
け
て
い

〇
準
優
勝
1
1
中
山

8
3
6
9
.
8
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

0

三
位

1
1

始
沢

8
5
7
0
.
6

そ
れ
で
は
、
み
そ
汁
と
健
康
と
は
ど

〔
敬
称
略
〕
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ

一@ @ 
＠み＠
靡そ畠
畠汁国
言と言
言健言
言康国

一

ハ
ロ
ー
健
康
⑬

表 1

全体

：：音三〇
．．·ー： ：』·

|ｷ •. 

四ほとんど飲まない乙う1 日 1杯□1 日 2杯三且1 日 3杯以上
（巡回健康相談食事調査より）

男

女

東
中

部

西 部

50 

う
か
。
み
そ
に
代
表
さ
れ
る
大
豆
は
植

物
性
の
良
質
な
た
ん
白
質
で
、
私
た
ち

が
健
康
維
持
・
増
進
す
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
成
分
で
あ
り
、
「
畑
の
肉
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
大
豆
の
脂
肪
の
特
長
で
、

こ
れ
に
は
リ
ノ
ー
ル
酸
や
レ
シ
チ
ン
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
高
脂
血
症
の
予

防
や
改
善
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
近
年
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
に
代

表
さ
れ
る
動
物
性
脂
肪
過
多
と
食
物
繊

維
不
足
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
動

脈
硬
化
や
大
腸
ガ
ン
を
予
防
す
る
た
め

に
も
、
野
菜
や
海
草
類
を
た
く
さ
ん
入

れ
た
一
日
一
杯
の
み
そ
汁
は
貴
重
で
す
。

‘
,
'
‘
、

% 
0

『

゜
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館林厚生病院
理学療法士募集

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、理学療法士を募集して

います。

圏職種・人員＝理学療法士・若干名

〇応募資格＝理学療法士の有資格者

で30歳までの方

圏応募締切＝随時受け付けます。

圏提出書類＝履歴書・理学療法士の

免許の写（有資格者）

圏試験＝面接試験・後日応募者に通

知いたします。

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

（館林厚生病院）庶務課人事係合 (72)

3140へお問い合わせください。

親と子のつとい参加者募集

圏期日＝ 5 月 2 日（日）～ 3 日（月） 1 泊 2

日

圏会場＝県立東毛少年自然の家

圏対象＝小・中学生とその保護者

而募集人員＝ 100人

0参加費＝ 1 人当たり 2,500円

圏内容＝親子レクリエーションなど

圏申込期間＝ 3 月 15 日～ 4 月 24 日

圏申し込み方法＝はがきまたは電話

で、県立東毛少年自然の家へ申し

込んでください。

※詳しくは、〒379-23 新田郡藪塚

本町大字薮塚3657 県立東毛少年自

然の家合0277(78)5666へお問い合わ

せください。

青年洒外協力隊員

春の募集説明会

青年海外協力隊は、国際協力事業

団の実施する国の事業です。開発途

上国の国造りにあなたの情熱を燃や

してみませんか。

昼日時＝ 5 月 14 日（命午後 6 時30分か

ら 8 時30分

®場所＝太田商工会議所（太田市）

0内容＝派遣のシステムや待遇等に

ついて詳しく説明します。また、

隊員の OB·OGの体験発表もあ

ります。

※詳しくは、県庁国際交流課外事係

合0272(23) 1111 内線2453へお問い合

わせください。

平成 5 年 4 月 10 日

募集

平成5年度国税専門官募集 0

人事院・国税庁では「国税専門官」

として活躍したいという希望に燃え

ている人を募集します。

〇受験資格＝昭和41年 4 月 2 日から

昭和47年 4 月 1 日までに生れた人

〇申込期間＝ 5 月 6 日（木）．～ 17 日（月）

0試験内容＝大学卒業程度

圏試験日＝第 1 次試験… 6 月 19 日（士）

20 日（日） 第 2 次試験… 8 月 23 日（月）

0試験会場＝第 1 次試験…高崎市・

大宮市ほか、第 2 次試験…大宮市

ほか

＊採用予定数＝全国で約550人

※詳しくは、〒102 東京都千代田区

九段南1-1-15 関東信越国税局人事

第二課試験研修係合03(3221)3911

内線2066へお問い合わせください。

第 1 回ふるさと史跡
めくり参加者募集

0日時＝ 4 月 29 日（木）午前10時から午

後 3 時まで

〇集合場所＝県立金山青年の家

而内容＝金山に存在する史跡を巡り、

郷土の歴史を学ぶ

0参加対象者＝県内在住または在勤

の人で小学生以上の人

而定員＝ 100人

卍参加費＝無料、ただし昼食は各自

持参してください。

＊申込期間＝ 3 月 25 日（木）から 4 月 19

日（月）まで

〇申し込み方法＝住所・氏名・性別

・年齢・職業・電話番号を明記の

うえ、はがき・電話・ FAXのい

ずれかで申し込んでください。

〇申込先・問い合わせ先＝県立金山

青年の家、太田市熊野町39-34合 (22)

7956 、 F A X (22) 7727へ。

緑の相談室参加者募集

県緑化センターでは、「みどりの日」

を記念して、下記のとおり緑の相談

室を開設し、参加者を募集します。

0期日＝ 4 月 30 日（金） • 5 月 1 日（土）

0時間＝両日とも午前10時から午後

3 時まで

蒼場所＝県緑化センター（邑楽町）

※詳しくは、県緑化センター合 (88)

7188へお問い合わせください。

役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 

くらし

の

情報・案内

村の無料法律相談

◇日時＝ 5 月 10 日（月）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 5 月 1 B から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児健診

◇日時＝ 5 月 13 日（木）午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 5 月 7 日（金）午前 9 時3(Y分～

- 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配こ‘‘と相談

◇日時＝ 5 月 17 日（月）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 5 月 13 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 5 月 6 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

広報めいわ (14) 



ふむ

▲鶉を持って遊んでいる

裕紀子ちゃん

り珈蒙のう⑬Q

量 Iい
し
ざ
き
ゆ
き
こ

石
崎
裕
紀
子
ち
ゃ
ん

鱈
ささ了
んん歳
の 5
長力
女月ヽ

（矢島）

「人懐こく、物おじしない活発な女の子です。

時々お兄ちゃんを泣かせてしまうほど元気が

有り余っています。

これからも明る＜気持ちの優しい子になっ

てほしい」とお母さん。

〇（（（（（（（（（（（（（（く（（（（（（（（（（（＜（（（（（（（（（（（（（（（（く（（（（く（（く（（（（（（（（（く（く（（く（く（（＜（（（

始
沢
良
子

篠
木
よ
し

よ
こ
わ

復
元
し
陳
列
さ
れ
し
埴
輪
群
そ
の
柔
和

な
る
目
許
口
許

支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

隣
家
よ
り
バ
イ
エ
ル
5
2
番
の
聞
え
来
る

待
ち
こ
が
れ
い
し
雨
音
の
中

石
村
艶
子

能
弁
の
友
の
心
見
透
か
せ
し
淋
し
さ
持

ち
て
空
を
仰
げ
り

田

芝

聞
き
返
す
こ
と
も
出
来
ず
に
う
な
づ
き

い
る
吾
の
難
聴
を
君
も
ま
た
知
ら
ず

立
川
ふ
さ

お
歯
黒
の
化
粧
は
二
夫
に
ま
み
え
ず
の

あ
か
し証

な
り
し
か
祖
母
の
う
つ
し
絵立川

ツ
ヤ
子

人
び
と
の
視
線
を
吸
ひ
寄
せ
展
示
室
の

朽
ち
し
鉄
剣
は
ロ
マ
ン
を
さ
そ
う

野
村
初
枝

手
土
産
に
せ
む
と
包
丁
手
に
畝
の
間
を
ょ

行
き
つ
戻
り
つ
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
選
る

砂
賀
久
美
子

た

戻
り
て
は
翔
ち
ゅ
＜
鳥
の
自
在
さ
を
残

お
だ

せ
る
中
州
の
穏
し
夕
暮
れ

野
口

タ
カ

( 

【
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
】

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
二
十
種
類

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
を
は
じ
め
、
金
銭

の
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買
契
約
書
、

家
を
建
て
る
と
き
の
建
築
請
負
契
約
書
、

毎
月
の
地
代
や
家
賃
を
支
払
う
と
き
の

受
取
通
帳
、
手
形
、
株
券
、
預
金
通
帳

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
印
紙
税
の
納
め
方
】

印
紙
税
は
、
通
常
、
そ
の
文
書
の
作

成
者
が
、
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙

を
は
り
付
け
、
文
書
と
収
入
印
紙
の
両

方
に
か
け
て
鮮
明
に
消
印
を
し
て
納
め

ま
す
。

【
印
紙
税
を
誤
っ
て
納
め
た
と
き
】

印
紙
税
が
か
か
ら
な
い
文
書
に
、
印

紙
税
を
納
め
る
つ
も
り
で
収
入
印
紙
を

は
り
付
け
て
し
ま
っ
た
り
、
納
め
る
べ

き
印
紙
税
の
額
以
上
の
収
入
印
紙
を
は

り
付
け
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

文
書
を
所
轄
税
務
署
に
持
参
し
、
一
定

の
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤

っ
て
納
め
た
印
紙
税
額
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
と
き
】

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
収
入
印
紙

を
は
ら
な
か
っ
た
と
き
や
、
納
め
る
べ

き
印
紙
税
の
額
よ
り
も
少
な
い
額
の
収

入
印
紙
し
か
は
っ
て
い
な
い
と
き
は
、

不
足
し
て
い
る
印
紙
税
額
の
三
倍
に
相

当
す
る
額
の
過
怠
税
（
最
低
額
千
円
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
6
⑰
4
3

7
3
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

印
紙
税
の
あ
ら
ま
し

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

4
月
1

日
付
（
）
は
前
職

教
職
員
人
事
異
動

【
転
出
】

〇
館
林
養
護

〇
館
林
第
二
小

〇
藪
塚
本
町
小

0
中
之
条
西
中

〇
館
林
養
護

〇
桐
生
広
沢
中

〇
邑
楽
中
野
小

【
転
入
】

0
東
小
庄
司
範
子
（
新
田
木
崎
小
）

0
西
小
岩
崎
は
る
代
（
邑
楽
長
柄
小
）

0
明
中
儘
田
弘
之
（
館
林
第
九
小
）

0
明
中
笠
原
竜
二
（
赤
堀
中
）

【
転
補
】
（
管
内
異
動
）

0
西
小
落
合
栄
子
（
東
小
）

鈴
木
美
智
子
（
東
小
）

濱
野
紀
久
（
西
小
）

井
上
哲
男
（
西
小
）

塚
田
陽
子
（
西
小
）

石
原
康
男
（
明
中
）

端
井
和
弘
（
明
中
）

河
村
希
代
美
（
明
中
）

役
場
人
事
異
動

◎
総
務
課

▽
庶
務
財
政
係
長

務
係
長
）

◎
税
務
課

▽
課
長
川
島
嘉
一
郎

健
課
保
健
衛
生
係
長
）

◎
住
民
課

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長

福
島
明
（
昇
任
、
館
林
邑
楽
農
業
共
済

事
務
組
合
）

◎
保
健
課

▽
保
健
衛
生
係
長
小
田
木
邦
夫
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）

◎
経
済
課

田
口
晴
美
（
庶

（
昇
任
、
保

奈
良
箕
司
（
昇

▽
商
工
係
長

任
、
税
務
課
）

◎
建
設
課

▽
水
道
係
長
心
得

任
、
建
設
課
）

◎
出
納
係

▽
出
納
係
長
多
田
紀
美
江
（
経
済

課
商
工
係
長
）

◎
教
育
委
員
会

▽
社
会
体
育
係
長
原
口
享
（
建
設

課
水
道
係
長
）
▽
社
会
体
育
係
島
田

聡
（
総
務
課
）

◎
東
保
育
園

▽
大
谷
初
江
（
中
央
保
育
園
）

◎
中
央
保
育
園

▽
阿
久
戸
玲
子
（
東
保
育
園
）
▽
坂

村
夏
代
（
西
保
育
園
）

◎
中
央
幼
稚
園

▽
柿
沼
美
智
子
（
西
幼
稚
園
）

◎
西
幼
稚
園

▽
秋
山
み
ゆ
き
（
東
幼
稚
園
）

◎
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
矢
島
和
代
（
西
幼
稚
園
）
▽
室
井

知
子
（
中
央
保
育
園
）

◎
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

▽
牛
久
保
正
和
（
税
務
課
）

◎
新
採
用

▽
総
務
課
田
口
明
利
▽
総
務
課

高
際
伸
互
▽
総
務
課
清
水
美
津
江
▽

税
務
課
大
室
直
樹
▽
税
務
課
大
牧

陽
子
▽
住
民
課
落
合
桂
子
▽
建
設
課

柿
沼
康
修
▽
企
画
開
発
課
橋
本
康

弘
▽
教
育
委
員
会
柿
沼
正
人

◎
退
職
者

▽
藤
野
繁
（
税
務
課
長
）
▽
市
村
き

み
（
出
納
係
長
）
▽
始
澤
統
子
（
財
政

係
長
）
▽
石
塚
一
生
（
社
会
体
育
係
長
）

〔
敬
称
略
〕

小
野
田
美
恵
子
（
昇

(15) 広報めいわ 平成 5 年 4 月 10 日



村の人口
4月 1 日現在

世帯数 2,984戸

人口総数 I I, 195人

男5,615人・女5,580人

(3 月中の動き）

出生 4 人・死亡 8 人

転入 106人・転出 68人

3月の救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 8 件

●その他 5 件

●計 18 件

冒 館林邑楽地区 館林地区 千代田

休 産婦人科 耳鼻科
板倉地区

明和地区内科外科

4 月 18 日
古屋病院川田医院 須田医院永寿堂医院 館林地区と 小西医院

合(63)6161 ff(72)3724 合(72)0862 合 (72)4469 同じです。 合(86)2261 

日 4 月 25 日
横田（婦）医院小倉医院 多々良診療所海宝医院 館林地区と 館林地区と

合(72) 0255 合 (72)0606 合(72) 3060 合 (74)0811 同じです。 同じです。

大塚医院記念病院 合

4 月 29 日 ま < (72) 
合(72) 0176 合 (72)3155 す 3

の

当 真中医院大神医院 神尾医院新橋病院 増田医院 館林地区と で 1 I 
5 月 2 日

合 (72) 1630 合 (62)2200 合(75) 1288 合 (75)30 I I 合(82)2255 同じです。 確認し時でま と4 
ゆたか医院真中医院

5 月 3 日 てで 盆: 合(73) 7308 合 (72) 1630 からす゚
番 後藤（内）医院古屋病院

5 月 4 日
合 (72) 0134 合 (63)6161 竺彩， す゚

5 月 5 日
上野医院海宝医院 てし〈 ^ 科内

医
合(72) 3330 合 (74)0811

だ・

5 月 9 日
浜野病院川田（耳）医院 森下医院岡田医院 石山医院 竹越医院 しさヽ 外科
ff (88)5678 合 (72)3314 合(73) 7776 合(72)3163 合 (82)0130 合 (84)3137 0.  

八
木
節
保
存
会

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
に
明
和
八
木
節
保
存
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
十
四
年
の
歳
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
小
学
校
の
運
動
会
、
村
民

体
育
祭
で
は
児
童
、
P
T
A

と
共
に
お
は
や
し
の
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
、
踊
り
を
披
露
し
八
木
節
の
関
心
を
高
め
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
、
村

内
の
神
社
の
祭
典
や
納
涼
祭
、
文
化
祭
、
公
民
館
ま
つ
り

等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

家
族
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
小
学
生
数
名
も
参
加
し

て
舞
台
で
の
踊
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
孫
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
と
の
八
木
節
は
、
年
を
忘
れ
て
楽
し
い
も
の

で
す
。
活
気
に
満
ち
た
八
木
節
で
、
あ
な
た
も
い
い
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
木
節
以
外
に
投
節
と
い
わ
れ
る
唄
や
、
樽
を

お
お覆

う
よ
う
に
し
て
叩
き
な
が
ら
踊
る
ざ
ん
ざ
踊
り
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
歌
詞
は
い
わ
ゆ
る
口
説
き
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
調
子
は
軽
快
な
八
木
節
と
は
対
照
的
で
、
今

で
は
保
存
会
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

⑮
代
表
大
津
孝
男

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で
の
大
家
族
で

す
か
ら
、
時
に
は
失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、

成
功
し
た
時
の
喜
び
は
格
別
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
員
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

一
~
＾
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

i‘'忘贔i石面土云玉五ぶ奎＇ご'、
ご 倉り菩コンウードi nH月fa i 
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明
和
水
墨
会

水
墨
画
学
習
の
始
ま
り
は
、
平
成
元
年
に
公
民
館
学
習

活
動
の
一
っ
と
し
て
計
画
さ
れ
、
希
望
者
十
二
人
で
発
足

し
ま
し
た
。
指
導
者
は
日
本
画
家
と
し
て
有
名
な
板
倉
町

の
高
橋
淑
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
水
墨
画
の
基
礎
的
な

こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
勉
強
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
水
墨
画
教
室
は
一
年
限
り
で
終
了
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
一
年
で
終
り
に
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
強
い
希
望

に
よ
り
、
引
き
続
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

水
墨
画
は
、
墨
の
濃
淡
と
筆
の
使
い
方
と
に
よ
っ
て
も

の
の
美
を
表
現
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
技
法
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
の

先
生
や
仲
間
と
の
な
ご
や
か
な
雑
談
は
、
楽
し
い
一
時
で

も
あ
り
ま
す
。
何
事
も
勉
強
と
な
る
と
長
い
年
月
を
通
し

て
や
ら
な
け
れ
ば
上
達
し
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
な
が

ら
努
力
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

⑭ 

代
表

安
見
智
尋

編
集
後
記

ー
あ
め
で
だ
I
I

瀬
下氏

仲
丸

名ゆか結
花

ゅ
う
た

田
部
井
優
太

ピ
ゅ
人
ま

隼
磨

父
母
名
続
柄二

女
長
男

長
男

ー
あ
く
や
み
ー

（
敬
称
略
）

ハ
＂r

~
 

0

(

 

\ 
し

区
閥
さ
わだ
い

里
％
く
めて
報

輪
％
出
広し申

里
％

（
敬
称
略
）
広

の

名
年
齢
世
帯
主
地
区
評

B
L出

鐵
治

7
9
正
雄
田
島
％
届

コ
ト
9
2

茂
雄
大
輪
％
は

晴
子

7
0
雄
吉
矢
島
％
汚
し

誠
二

5
3

大
佐
貫
％
な

き
く

8
7

辰
上
江
黒
％

T

7
さ

ム
メ

9
1

南
大
島
％
望

ハ
ナ
6
4

和
男
新
里
％
希

を

つ
ね

8
4

弘
須
賀
％
載

掲

〖
4つ
月
の
納
め
]
※

軽
自
動
車
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

水
道
料
金
の
納
入
月
で
す
。

納
期
限
は
3
0日
で
す
。
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。 安安純信典嘉

佐
子城子二子彦

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
名
前
等
は
、
「
福

祉
だ
よ
り
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

本
紙
に
掲
載
す
る
こ
と
は
4
月
号
よ
り

削
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
校
の
卒
業
式
を
取
材
し
た
と
き
、
あ

る
お
母
さ
ん
が
「
こ
れ
で
三
人
の
子
ど
も
か

す
べ
て
中
学
校
を
無
事
卒
業
で
き
一
安
心
で

す
」
と
言
っ
て
い
た
言
葉
が
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。
私
も
三
人
の
子
ど
も
の
親
と
し
て
、

責
任
を
持
っ
て
育
て
、
頑
張
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
®

関神齊田佐大野吉
根谷藤口藤野本永氏

新大新地

成 5 年 4 月 10 日
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真新しりランドセルを背負り

夢をふくらませ入学した新一年生（西小）



不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。で

は
、
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
残
念

な
が
ら
三
分
の
一
近
く
の
人
は
、
ふ
だ

ん
「
何
も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が

実
情
で
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

I
I

若
い
か
ら
I
I
I
I

自
覚
症
状

が
な
い
か
ら
1
1と
い
つ
て

も
安
心
で

き
な

い

互
E
E
E
F戸

1
円
g

今
、
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？
ー

こ
う
聞
か
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
答

え
る
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
省
の
「
健
康
意
識
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
日
本
人
の
お
よ
そ
八
割
の
人
が

「
自
分
は
健
康
」
と
思
い
な
が
ら
、
一

方
で
は
五
人
中
四
人
ま
で
が
健
康
面
で

に
は
、
私
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
一
度
総
点
検
し
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
の
中
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
習

慣
を
定
着
さ
せ
「
人
生
八
十
年
時
代
」

と
呼
ば
れ
る
今
日
を
す
こ
や
か
に
生
き

抜
く
た
め
に
、
定
期
的
な
健
康
診
査
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
若
い
か
ら
と
い
っ
て

I
I

成
人
病

と
は
無
縁
”
と
は
い
い
切
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
成
人
病
は
中
高
年
に
な
っ

て
発
病
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の

I
I

芽
“
は
む
し
ろ
二
十
代
、
三
十
代

と
若
い
う
ち
か
ら
育
て
ら
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
芽
を
育
て
て
い
る

の
が
悪
い
生
活
習
慣
と
い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、
成
人
病
の
多
く
は
、
無
症
状

の
ま
ま
進
行
し
、
あ
る
日
突
然
、
心
臓

病
の
発
作
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
は
、

十
年
、
二
十
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

苺
言
臼
白
f
名

□
E白
f
i

成
人
病
を
還
ざ
け
る

生
活
習
慣
を

成
人
病
は

I
I

生
活
習
慣
病
“
と
も
い

わ
れ
生
活
の
し
か
た
と
深
い
か
か
わ
り

を
も
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
の
偏
り
、
不

規
則
な
食
事
、
運
動
不
足
、
睡
眠
不
足
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
悪
い
生
活
習
慣
が
積

み
重
な
っ
て
発
病
の
大
き
な
誘
因
に
な

る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
”
成
人
病
時
代
“
を
生

き
抜
く
た
め
に
は
、
ま
ず
日
頃
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
点
検
し
て
、
問
題
点
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

長
期
の
記
録
こ
そ
大
切

健
康
診
査
の
目
的
は
、
た
ん
に
異
常

者
を
早
期
に
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
よ

り
は
、
長
期
間
に
わ
た
る
経
過
観
察
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
生
理
的
な
加
齢

に
よ
る
変
化
な
の
か
、
病
的
な
変
化
に

よ
る
も
の
な
の
か
の
判
別
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
今
日
国
民
の
健
康
に

と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
伝

染
病
で
な
く
成
人
病
と
呼
ば
れ
る
慢
性

疾
患
だ
か
ら
で
す
。

成
人
病
の
場
合
に
は
、
い
か
に
腕
の

す
ぐ
れ
た
名
医
の
診
察
を
受
け
て
も
、

経
過
を
観
察
す
る
記
録
が
な
け
れ
ば
正

確
な
診
断
を
く
だ
せ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
か
な
ら
ず
定
期
的
に

健
康
診
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
長
期

間
に
わ
た
っ
て
記
録
を
残
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

田
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す
。

②
体
の
ど
の
部
分
の
老
化
が
早
い
か
な

ど
、
健
康
状
態
が
毎
年
継
続
的
に
把

握
で
き
ま
す
。

③
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担
が
健
康

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

④
健
康
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
生

活
を
反
省
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の

確
立
に
役
立
ち
ま
す
。

⑤
家
族
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

家
族
ぐ
る
み
の
健
康
感
の
充
実
を
求

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤
年
齢
に
合
っ
た
適
応
能
力
の
維
持
・

向
上
が
は
か
れ
、
す
こ
や
か
な
老
後

を
送
る
た
め
の
前
提
と
な
り
ま
す
。

健
康
診
査
を
受
け
る
と

こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す

し
か
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
よ
う

に
、
放
射
線
の
被
ば
く
に
よ
る
健
康
障

害
を
も
た
ら
す
検
査
項
目
に
つ
い
て
は
、

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ

る
効
用
と
放
射
線
の
被
ば
く
に
よ
る
マ

イ
ナ
ス
の
面
と
の
か
ね
合
い
か
大
切
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
医
師
に
よ
る
科
学
的
な
判
断
を
必
要

と
し
ま
す
。

平成 5 年 5 月 10 日 広報めいわ (2) 



無
症
状
の
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多

い
成
人
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
健
康
診
査
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
定
期
健
康
診
査
で
自
分
の
健
康

状
態
を
継
続
的
に
把
握
し
て
お
く
こ
と

か
大
切
で
す
。

「
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
怖
い
」
と

い
う
理
由
で
健
康
診
査
を
受
け
な
い
人

か
い
ま
す
が
、
受
け
な
い
た
め
に
手
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
う
か
、
も
っ
と

怖
い
の
で
す
。
四
十
代
以
上
の
人
は
も

ち
ろ
ん
、
三
十
代
の
元
気
な
う
ち
か
ら

も
、
定
期
的
に
受
診
し
、
社
会
的
に
も

家
庭
的
に
も
責
任
の
倍
加
す
る
四
十
代

以
降
を
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

1

三
十
代
が
受
診
年
齢

社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
責
任
か
倍

加
す
る
四
十
代
以
降
を
健
康
に
過
ご
す

に
は
、
一
二
十
代
の
元
気
な
う
ち
か
ら
受

診
背
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

健
願
診
査
を
上
手
に

受
け
る
五
つ
の
ポ
ィ
―
ノr

健
康
診
査
の
結
果
を

5
 生活

改
善
に
生
か
す

昨
年
異
常
が
な
か
っ
た
か
ら
、
今
年

は
受
け
な
い
、
と
い
う
の
は
危
険
で
す
。

健
康
診
査
の
検
査
結
果
は
そ
の
時
点
で

の
も
の
で
す
。
検
査
の
期
間
は
短
い
ほ

ど
い
い
わ
け
で
五
十
代
に
な
れ
ば
年
ニ

回
が
理
想
で
す
。

「
精
密
検
査
が
必
要
」
と
言
わ
れ
て

も
、
必
ず
し
も
病
気
だ
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の

場
合
が
多
い
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し

よ
、
つ
。

病
気
で
通
院
し
、
検
査
を
受
け
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
と
錯
覚
し
が
ち
で
す
が
、

病
気
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
診
査
は
別
に
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

健
康
診
査
は
、
病
気
の
早
期
発
見
以

外
に
、
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
も
大
き
な
目
的
で
す
。
継
続
し
て
受

診
し
て
、
検
査
数
値
か
ら
そ
の
人
な
り

の
正
常
値
を
つ
か
み
、
そ
れ
を
超
え
た

と
き
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
と

い
う
よ
う
に
日
常
の
健
康
管
理
に
生
か

す
こ
と
か
大
切
で
す
。

病
気
の
人
も

4
 きち

ん
と
受
け
る

3

「
要
精
検
」
を
さ
ほ
ら
な
い

定
期
的
な
健
康
診
査
で
原
則
と
し
て
年
＿
回

2
 

早
期
発
見
を
は
必
す
受
け
る

主な健塵診査 （村て実施している健診）

健康診査名 時期 対 象 者 内 突ロ 費用 備 考

結 核 検 舌Pジ人
15歳以上の方

( ただし、学校勤務先) 胸部レントゲン

1. 5 月～ 6 月
等で受ける方は除く

40歳以上の方および
たんの検査

無料 ※たんの検査、大腸がん

肺かん検診

の検査を希望する方

希望者 ( 指定容器に 3 日分の ) で、まだ申し込みをさ

早朝たんをとる
れていない方は至急、

2. 基本健康診査
40歳以上の方および

役場保健課または、保

5 月～ 6 月
血液検査・心電図・

健センターまで連絡

希望者 眼底検査等
無料 してください。

3. 大腸がん検診
5 月～ 6 月 40歳以上の方および

便潜血検査
1 ~3 同時実施

7 月（二次） 希望者 ( 指定セットに 2 日分) 500円

の便をとる

4. 胃がん検診
40歳以上の方および

何も飲食しない状態

8 月
希望者

でバリウムを飲んで 500円

レントゲンを撮る。

5. 子宮かん検診 7 月
30歳以上の女性およ

※結核検診の通知書に

び希望者
視診、細胞診、内診 400円

申込書が付いていま

すので記入のうえ会

場、または役場保健課

6. 乳腺、甲状腺検診 7 月
30歳以上の女性およ

まで提出してくださ

び希望者
視診、触診 100円

しヽ。

7. 前立腺検診
55歳以上の男性およ

5~6 同時実施

未定
び希望者

直腸診、血液検査 無料

※各種健診の申し込みは電話でも受け付けします。

役場保健課ff(84) 3 1 1 1 ・保健センター合（84) 4 6 8 6 

(3) 広報めいわ 平成 5 年 5 月 10 日



▲村政功労者表彰式

小
乎
勇
さ
ん
ら

七
人
表
彰

④
民
生
児
童
委
員
1
1

昭
和
5
5年
1
2月
1

平
成
4
年
1
1
月
（
認
年
）

④
区
長
1
1

昭
和
5
9年
4
月

1
6
1
年3
月

(
2年
）

関本宗市さん

（南大島）

小平勇さん

（新里）

永
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
、
村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
を
表
彰
す
る
”
平
成
五
年
度
村
政
功

労
者
表
彰
式
I
j
が
、
四
月
三
十
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
小
平
勇

さ
ん
、
関
本
宗
市
さ
ん
、
金
子
利
一
さ

ん
、
蓮
見
行
男
さ
ん
、
新
井
恒
夫
さ
ん
、

谷
津
好
一
さ
ん
、
故
・
奈
良
邦
雄
さ
ん

の
七
人
で
す
。
い
ず
れ
も
、
村
政
発
展

に
活
躍
さ
れ
た
方
々
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

＿
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ー④

体
育
指
導
委
員
1
1

昭
和
4
5年
4
月
1

; 

ゎ
④
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

I
I

昭
和
5
5年
3

月
1

現
在

(
1
3年
）

④
区
長
1
1

昭
和
5
1年
4
月

1
5
4
年
3月

(
3年
）

平成 5年度

新井恒夫さん

（千代田町）

蓮見行男さん

（南大島）

故・奈良邦雄さん

（田島）

④
文
化
財
保
護
調
査
委
員
1
1

昭
和
5
3年

-
4

月
＼
現
在

(
1
5年
）

④
区
長
1
1

昭
和
5
6年
4
月
＼
昭
和

5
8年

3

月

(
2年
）

④
体
育
指
導
委
員
1
1

昭
和
4
3年
4
月
＼

平
成
4
年
3

月

(
2
4年）

④
社
会
教
育
委
員
1
1

昭
和
5
9年
4
月
1

現
在

(
9年
）

④
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
5
1年
4
月

\
5
4
年3
月

(
3年
）

④
農
業
共
済
事
務
組
合
連
絡
員
1
1

平
成

元
年
4
月
＼
2
年
3

月

(
1
年
）

村
政
功
労
者

④
消
防
団
第
9

分
団
長
1
1

昭
和
3
3年
4

月

1
3
4年
3

月

(
1年
）

④
農
業
共
済
損
害
評
価
員
1
1

昭
和
4
7年

4

月

1
4
9年
3

月

(
2年
）

④
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
I
I

昭
和
5
6年
9
月
1

平
成
4
年
7

月

(
1
0

年
1
1
カ
月
）

④
区
長
1
1

昭
和
5
7年
4
月

1
5
9年
3

月

(
2年
）

④
農
業
委
員
1
1

昭
和
5
7年
7
月

1
6
0
年

7

月

(
3
年
）

④
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委
員
1
1

昭

和
5
9年
5
月
1

平
成
4
年
7
月

(
8

年
2
カ
月
）

④
農
業
共
済
事
業
推
進
委
員
会
千
江
田

地
区
委
員
長
1
1

昭
和
6
2年
4
月
1

平

成
4
年
7
月

(
5年
4
カ
月
）

` 
金子利ーさん

（入ケ谷）

④
体
育
指
導
委
員
1
1

昭
和
5
2年
4
月
1

平
成
4
年
3

月

(
1
5年
）
~
 

谷津好ーさん

（新里）

5
0年
3

月

(
5年
）

月
1

平
成
4

年
3

月

昭
和
5
3年
4

1
4
年
）

平成 5 年 5 月 10 日 広報めいわ (4) 



区
長

0
斗
合
田
区
梁
瀬
右
左
治
（
再
）

0
下
江
黒
区
柿
沼
覺
（
新
）

0
上
江
黒
区
森
原
宏
（
新
）

r

,
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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i
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
村
民
と
行
政
の
｛

□ハ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
、
ご
協
力
い
一

五
だ
く
平
成
五
年
度
各
行
政
区
の
区
長
｛

五
え
を
は
じ
め
、
各
種
役
員
さ
ん
か
決
｛

；
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
~

｛
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
尽
力
い
た
だ
｛

；
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
顛
い
し
ま
す
。
（
改
一

霊
か
行
わ
れ
た
役
員
さ
ん
を
ご
紹
介
さ
~

五
て
い
た
だ
き
ま
す
）
。
＿

〔
文
中
、
敬
称
略
〕
一

r

9

9

9

9

9

9

9
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9
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9

9
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木

平成 5 年度区長さんを

はじめ各種役員決まる

0
千
津
井
区
田
村
正
雄
（
新
）

0
江
口
区
関
口
輿
志
男
（
新
）

0
田
島
区
北
島
和
夫
（
再
）

0
南
大
島
区
小
松
原
賓
（
再
）

0
新
里
区
荒
川
安
弘
（
再
）

0
中
谷
区
内
山
勇
二
郎
（
再
）

〇
梅
原
区
始
澤
重
信
（
新
）

0
川
俣
区
藤
野
清
吉
（
再
）

0
須
賀
区
田
口
和
晴
（
新
）

0
大
輪
区
村
田
清
吉
（
再
）

0
入
ケ
谷
区
金
子
操
治
（
新
）

〇
矢
島
区
清
水
義
雄
（
再
）

0
大
佐
貫
区
篠
木
茂
雄
（
再
）

※
区
長
会
長
1
1

小
松
原
賓
▽
副
会
長
1
1

梁
瀬
右
左
治
•
藤
野
清
吉
▽
会
計
1
1

内

山
勇
三
郎

0000000000000000000 
大矢入大須川梅中中新新南南田江千上下斗三
佐ケ 大大津江江合 EBl
貰島谷輪賀俣原谷谷里里島島島口井黒黒田
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

岬渡蓮松田福吉清坂小野森本新密野田多秒
沼邊見本口田永水上田本尻澤井井本口田五 E:

典 八木
忠和四芳 達 留十正長通萬幹奎和 邦柾
男夫郎雄稔雄茂吉一弘松夫吉ーニ市辰雄夫

匝匝日日匠邑邑冠匝匝冠邑邑履臼月日邑匠長

衛
生
部
長

0
伊
藤
道
男
（
斗
合
田
）
再

0
川
邊
平
吉
（
下
江
黒
）
新

0
新
井
克
介
（
上
江
黒
）
新

〇
奈
良
原
勝
治
（
千
津
井
）
新

0
岡
田
幸
次
（
江
口
）
新

〇
増
田
作
次
（
田
島
）
再

0
小
久
保
一
男
（
南
大
島
）
新

0
小
泉
行
雄
（
新
里
）
再

0
小
林
健
（
中
谷
）
新

0
福
田
正
男
（
梅
原
）
再

0
久
保
勝
一
（
川
俣
）
新

0
渡
邊
正
二
（
須
賀
）
新

〇
柿
沼
廣
一
（
大
輪
）
新

0
金
子
橙
次
郎
（
入
ケ
谷
）
再

0
渡
邊
市
郎
（
矢
島
）
再

〇
薗
田
貫
次
（
大
佐
貰
）
再

※
衛
生
協
力
会
長
1
1

渡
邊
正
二
▽
副
会

長
1
1

伊
藤
道
男
•
福
田
正
男

衛
生
副
部
長

0
仲
村
國
雄
（
斗
合
田
）
再

〇
柿
沼
音
治
（
下
江
黒
）
新

〇
原
島
勝
治
（
上
江
黒
）
新

0
松
本
久
一
（
千
津
井
）
新

0
今
成
隆
宥
（
江
口
）
新

0
新
井
啓
之
（
田
島
）
再

0
鈴
木
文
子
（
南
大
島
）
新

0
鈴
木
荘
六
（
新
里
）
再

0
西
郡
喜
男
（
中
谷
）
新

0
佐
藤
｛
貫
夫
（
梅
原
）
再

0
荻
野
昌
男
（
川
俣
）
新

〇
澁
沢
昭
（
須
賀
）
新

0
斎
藤
健
一
郎
（
大
輪
）
新

〇
堤
箸
劫
美
（
入
ケ
谷
）
再

0
大
津
金
次
（
矢
島
）
再

〇
折
原
昭
三
郎
（
大
佐
貫
）
再

交
通
指
導
員

0
石
川
俊
夫
（
矢
島
）
再

0
横
塚
寛
（
千
津
井
）
再

0
坂
登
清
松
（
中
谷
）
再

0
関
口
健
一
（
梅
原
）
再

0
機
村
高
久
（
斗
合
田
）
再

0
早
川
文
之
（
大
輪
）
再

〇
薗
田
一
雄
（
大
佐
貫
）
新

0
木
村
包
（
田
島
）
新

0
本
澤
恒
夫
（
南
大
島
）
新

※
交
通
指
導
員
隊
長
1
1

石
川
俊
夫
▽
副

隊
長
1
1

横
塚
寛
・
坂
登
清
松

統
計
調
査
協
力
員

〇
砂
賀
和
夫
（
斗
合
田
）
再

〇
梁
瀬
一
利
（
斗
合
田
）
再

0
小
林
正
敏
（
下
江
黒
）
再

0
栗
原
清
（
下
江
黒
）
新

〇
丸
山
光
男
（
上
江
黒
）
再

〇
蘭
部
邦
彦
（
上
江
黒
）
新

0
田
村
敏
夫
（
上
江
黒
）
新

0
田
村
説
（
千
津
井
）
再

0
江
原
正
樹
（
千
津
井
）
再

0
野
本
敏
夫
（
千
津
井
）
再

0
石
川
恵
一
（
江
日
）
再

0
新
井
重
行
（
江
日
）
再

0
高
橋
初
代
（
江
日
）
新

0
須
藤
昇
（
江
日
）
新

〇
奈
良
栄
一
（
田
島
）
新

0
小
菅
良
高
（
田
島
）
新

〇
帆
足
圭
二
（
南
大
島
）
再

0
小
久
保
一
男
（
南
大
島
）
再

0
本
澤
薙
雄
（
南
大
島
）
新

〇
蓮
見
昭
和
（
南
大
島
）
新

0
堀
口
武
徳
（
新
里
）
再

0
堀
日
清
（
新
里
）
新

副※ 00000000000000
会統鯉菌大泉須田佐田澁石始恩黒坂
長計沼田津田藤口藤口澤崎澤田澤上

II 調
石査康一 光順三政禎 弘 晴泰佳
崎協雄雄清一一雄治孝昭二昭巨幸男
弘議
ーム

ーエ＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ •長大大矢矢入大大大須川梅梅梅中
野 II 佐佐 ケ
本帆貫貫島島谷輪輪輪賀俣原原原谷
敏足―-- ------ - ----
夫圭
ニ新新再再新新新再再再新再再再
• 

子
と
も
会
育
成
会
長

〇
梁
瀬
忠
興
（
斗
合
田
）
再

0
荻
野
岩
夫
（
下
江
黒
）
新

〇
丸
山
振
市
（
上
江
黒
）
新

0
今
成
茂
美
（
千
津
井
）
新

0
大
久
保
三
郎
（
江
口
）
新

〇
奈
良
朝
美
（
田
島
）
新

0
久
保
口
敏
夫
（
南
大
島
）
新

0
谷
津
好
一
（
新
里
）
再

0
木
村
量
子
（
中
谷
）
新

0
吉
永
明
（
梅
原
）
新

0
石
倉
利
昭
（
川
俣
）
新

〇
園
部
精
治
（
須
賀
）
新

0
田
日
雄
一
（
大
輪
）
新

0
岩
崎
清
志
（
入
ケ
谷
）
新

0
石
川
正
信
（
矢
島
）
新

〇
根
岸
照
次
（
大
佐
貰
）
新

※
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

1
1

谷
津
好
一
▽
副
会
長
1
1

梁
瀬
忠
興
・

田
口
雄
一

(5) 広報めいわ 平成 5 年 5 月 10 日



四
月
四
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明

和
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
、
三
十
四
人
の
新
団
員
と
十

一
人
の
昇
格
団
員
に
砂
賀
団
長
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
団
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

明
和
消
防
団

卍
本
部
…
▽
団
長
1
1

砂
賀
新
一
▽
副

団
長
1
1

関
口
章
夫
•
石
川
淳
一

屯
第
一
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

今
成
隆

▽
副
分
団
長
1
1

篠
原
和
浩
▽
①
班
長
1
1

川
辺
秀
幸
▽
①
団
員
1
1

蓮
見
喜
美
、
橋

▲辞令交付式

本
一
夫
、
菌
部
哲
也
、
町
田
敏
雄
、
橋

本
俊
幸
、
荒
川
雅
男
、
多
田
賢
司
、
多

田
克
己
、
丸
山
裕
広
、
鈴
木
公
明
、
中

村
克
己
、
原
島
文
章
、
川
邊
博

②
班
長
1
1

須
藤
征
幸
▽
②
団
員
1
1

横

塚
保
、
荒
井
利
幸
、
小
林
勉
、
小
林
功

一
、
本
村
義
和
、
奥
澤
健
司
、
関
口
武
、

新
井
薙
夫
、
田
部
井
猛
、
澁
谷
功
、
新

井
正
彦
、
山
岸
信
行
、
野
本
美
佐
夫

蒼
第
二
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

島
田
高

志
▽
副
分
団
長
1
1

立
川
祐
一
▽
①
班
長

1
1

本
澤
広
司
▽
①
団
員
1
1

森
尻
高
男
、

高
橋
正
幸
、
蓮
見
和
久
、
本
澤
稚
樹
、

本
澤
好
美
、
唐
沢
浩
一
、
小
久
保
博
史
、

新
団
員

3
4人
に
辞
令
交
付

須
永
利
之
、
帆
足
勝
美
、
本
島
春
彦
、

内
山
恵
司
、
栗
原
正
幸
、
島
田
重
男

②
班
長
1
1

関
口
武
美
▽
②
団
員
1
1

東

充
、
田
部
井
晋
一
、
浅
見
修
、
野
村
彦

文
、
古
屋
只
彦
、
島
田
英
紀
、
吉
永
和

美
、
西
郡
孝
夫
、
山
形
和
良
、
始
澤
勇

夫
、
山
野
井
幸
男
、
松
岡
勇
悦
、
吉
永

知
博圏

第
三
分
団
…
▽
分
団
長
1
1

鯉
沼
紀

好
▽
副
分
団
長
1
1

柿
沼
守
▽
①
班
長
1
1

藤
野
和
也
▽
団
員
1
1

原
口
昇
、
松
本
誠
、

松
本
孝
生
、
恩
田
敬
次
＿
守
谷
幸
人
、

村
田
真
、
金
子
善
彦
、
山
邊
篤
史
、
松

本
敏
幸
、
野
本
哲
男
、
斎
藤
剛
直
、
島

田
忠
幸
、
梅
澤
吉
浩

②
班
長
1
1

篠
木
好
一
郎
▽
②
団
員
1
1

石
川
功
、
大
津
信
裕
、
大
津
一
夫
、
清

水
一
雄
、
菌
田
茂
、
篠
木
孝
夫
、
篠
木

英
治
、
大
津
郁
雄
、
大
津
恵
一
、
石
村

一
久
、
須
藤
久
雄
、
篠
木
和
久
、
篠
木

加
仁
〔
敬
称
略
〕

婦
人
消
防
隊

®
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

▽
隊
長
1
1

小
池
冨
美
江
▽
副
隊
長
1
1

中
村
檀
子
・
藤
野
松
代
▽
書
記
1
1

峯
崎

京
子
▽
会
計
1
1

泉
田
初
乃

〇
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
1
1

江
森
ほ
の
子
▽
下
江
黒

1
1

照
内
八
重
子
▽
上
江
黒
1
1

今
井
由
利

子
▽
千
津
井
1
1

峯
崎
京
子
▽
江
口
1
1

新

井
勝
子
▽
田
島
1
1

佐
藤
里
子
▽
南
大
島

I
I

関
根
あ
や
子
▽
新
里
1
1

高
橋
三
重
子

▽
中
谷
1
1

川
田
千
鶴
▽
梅
原
1
1

橋
本
房

枝
▽
川
俣
1
1

内
村
チ
ョ
子
▽
須
賀
1
1

川

島
聖
子
▽
大
輪
1
1

島
田
タ
ツ
ヱ
▽
入
ケ

谷
1
1

金
子
千
恵
子
▽
矢
島

1
1

泉
田
初
乃

▽
大
佐
貫
1
1

金
子
茂
子
〔
敬
称
略
〕

街
頭
指
導
で
シ
）
ト

ヘ
ル
ト
着
用
を
呼
ひ
掛
け

◄

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る
婦
人
部\ ¥

 

中
学
校
で
自
転
車
の
正
し
じ
乗
り
方
教
室

広
く
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
徹
底

し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事
故
を
防
止
す

る
目
的
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

四
月
六
日
か
ら
行
わ
れ
、
運
動
初
日
に

本
村
で
は
、
村
交
通
対
策
協
議
会
の
主

催
で
、
館
林
警
察
署
、
村
交
通
安
全
協

会
婦
人
部
の
協
力
を
得
て
、
田
島
地
内

で
街
頭
指
導
を
行
い
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
、
中
学
一
年
生
百
四
十

三
人
を
対
象
に
「
自
転
車
の
正
し
い
乗

り
方
教
室
」
が
、
明
和
中
学
校
周
辺
の

道
路
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
車
社
会
の
一
員
と
し
て
生

徒
た
ち
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
、
運
転

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

徒生
館
林
警
察
署
、
村
交
通
指
導
員
の
協
力

、
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
交
差
点
で

る＇
して

の
左
右
確
認
な
ど
、
具
体
的
な
指
導
か

知
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
生
徒
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

疇
っ
て
、
無
事
故
で
楽
し
い
中
学
校
生
活

才

▲
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

平成 5 年 5 月 10 日 広報めいわ (6) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

（
在
職
年
数
）

0
佐
藤
政
治
（
大
輪
）
九
年

0
都
築
登
（
田
島
）
九
年

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員

の
辞
令
交
付
式
が
四
月
十
五
日
、
村
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
各
行
政
区
か
ら

推
薦
さ
れ
た
二
十
人
に
村
長
か
ら
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
席
上
で
六
年
以
上
青
少

年
育
成
補
導
推
進
員
と
し
て
活
躍
ざ
れ
、

こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
た
九
人
の
方
に
、

群
馬
県
青
少
年
育
成
推
進
会
議
会
長
感

謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
年
以
上
活
躍
さ
れ
た
佐
藤

さ
ん
、
都
築
さ
ん
、
黒
澤
さ
ん
に
は
、

明
和
村
長
か
ら
も
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

◎
感
謝
状
が
送
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

0000000  
須大赤森斎青黒
藤津坂尻藤山澤

順孝 一尚幸
一男勲忠雄夫雄

（
梅
原
）
九
年

（
下
江
黒
）
六
年

（
上
江
黒
）
六
年

（
南
大
島
）
六
年

（
南
大
島
）
六
年

（
矢
島
）
六
年

（
入
ケ
谷
）
六
年

〔
敬
称
略
〕

青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
に
辞
令
交
付

▲感謝状伝達式

二会※ 00000000000000000000 導
•長青鯉石金田駒田田江黒坂堀新帆石奈新江野多砂推辞
坂 II 少沼崎子口宮ロロ森澤上口井足井良井原木田賀進令
上新年 村員が
行井育哲秀 雅完昭則崇泰行慎順圭仁修政正 廣世は交
男順成雄文弘美生策雄夫幸男一ーニ市一夫樹薫市二‘付
ー補 次さ

▽導＾ ^^^^ ^^ ^ ^^ ^ ^^^ ^ ^ ^ ^ ^ ＾のれ副推大矢入大大須川梅梅中新新南南田江千上下斗とた
会進佐ケ 大大 津江江合お青

ー、長員貰島谷輪輪賀俣原原谷里里島島島口井黒黒田り少
敬 II 連―――――――――――――- - - -—ーーで年
称砂絡 す育
略賀協再新新新新再新新再再新再新新新新新新新再゜成
一／世議 補

▲辞令交付式

安定給水t図るため

第六水源さく井

将
来
に
わ
た
っ
て
水
需
要
の
安
定
給

水
を
図
る
た
め
に
、
第
六
水
源
地
（
南

大
島
）
の
さ
く
井
工
事
安
全
祈
願
祭
が
、

三
月
二
十
五
日
、
関
係
者
多
数
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
工
事
は
、

さ
く
井
工
事
（
井
戸
堀
）
で
七
月
中
旬

へ
に

▲錫入の儀を行う村長

夢
t
ふ
く
、
り
ま
せ

学
校
生
活
ス
勺
ー
ト

ご
入
学
お
め
で
と
う
。
四
月
八

日
、
東
小
、
西
小
、
明
中
の
入
学
式
が

そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
小
で
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
連
れ
ら
れ
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
入
生
が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

六
年
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が
式
場

へ
案
内
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
に

入
場
す
る
一
年
生
。
担
任
紹
介
の
後
、

先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ
る
と

「
は
い
」
と
現
代
っ
子
ら
し
い
元
気
な
返

答
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
、

出
席
者
を
感
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

式
後
、
教
室
に
入
り
先
生
か
ら
席
順
、

式学
ゲ
タ
箱
な
ど
の
指
示
を
受
け
学
校
生
活

の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

入校学
な
お
、
平
成
五
年
度
に
入
学
さ
れ
た

／
一
年
生
は
東
小
五
十
三
人
、
西
小
七
十

西
―
▲
八
人
、
明
中
百
四
十
三
人
で
し
た
。

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

工
事
計
画
概
要
と
し
て
、
さ
く
井
口

径
4
0
0
m
m
、
掘
さ
く
口
径
5
5
0
m
m
、

掘
さ
く
深
度
2
2
0
m
で
す
。

”
水
は
貴
重
は
有
限
資
源
で
す
＂
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

J
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牛木弘二さん

川
俣
駐
在
所

牛
木
弘
二
さ
ん 吉岡範夫さん

江
黒
駐
在
所

吉
岡
範
夫
さ
ん

三
月
の
異
動
で
江
黒
と
川
俣
の
駐
在
さ
ん
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
く
勤
務
さ
れ
た
の
は
、
江
黒
駐
在
所
の
吉
岡
範
夫
巡
査
部

長
と
、
川
俣
駐
在
所
の
牛
木
弘
二
巡
査
部
長
で
す
。

お
二
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
月
か
ら
江
黒
駐
在
所
勤
務
と
な
り

ま
し
た
吉
岡
で
す
。

私
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
群
馬
県

警
察
官
を
拝
命
し
、
桐
生
警
察
署
、
伊

勢
崎
警
察
署
、
高
崎
警
察
署
を
経
て
、

今
年
の
三
月
に
館
林
警
察
署
に
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
館
林
警
察
署

管
内
の
江
黒
駐
在
所
勤
務
と
な
っ
た
訳

で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
親
し
ま

れ
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

三
月
か
ら
川
俣
駐
在
所
勤
務
と
な
り

ま
し
た
牛
木
で
す
。

私
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
群
馬
県
警

察
官
を
拝
命
し
、
高
崎
警
察
署
、
警
察

本
部
機
動
捜
査
隊
を
経
て
、
今
年
の
三

月
に
館
林
警
察
署
に
異
動
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
館
林
警
察
署
管
内
の
川

俣
駐
在
所
勤
務
と
な
っ
た
訳
で
す
。

地
域
に
早
く
慣
れ
、
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

伍
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る
駐
在
所
に

家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
の
労
働
条

件
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
本
年
も
「
仕
事
と
一
緒
に

も
ら
お
う
渡
そ
う
家
内
労
働
手
帳
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各
種
の
活
動

か
こ
の
期
間
中
に
集
中
的
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
内
労
働
者
、
委
託
者

の
皆
さ
ん
も
次
の
事
柄
を
再
点
検
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

L
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
て
、
委
託

の
都
度
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か

広
工
賃
は
、
現
金
で
一
カ
月
以
内
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
か

i
危
険
・
有
害
な
業
務
に
つ
い
て
、
安

全
装
置
の
取
り
付
け
や
文
書
に
よ
る

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

土
設
定
さ
れ
て
い
る
最
低
エ
賃
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
か

家
内
労
働
旬
間

5

月
2
1
巳
ー

3
1
日

`J`’ ',' 

んさ

9
~
•
\
』
-
.
9
3
ム
郎利召

‘
、
·
i

里崩

行
政
相
談
委
員
に

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

0
期
日

0
1

回
目
…

7

月

1
0日
由
1
1
1
日
⑪

0
2

回
目
：
•
9

月
1
1
日
由1
1
2日
同

0
3

回
目
：
1
1
月
認
日
出
1
1
4
日
⑪

0
会
場
1
1

県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

圏
対
象
者
1
1

県
内
小
学
校
の
児
童
で
、

全
3
回
の
内
2
回
以
上
出
席
で
き
る

者
と
し
ま
す
。

蒼
募
集
人
員
1
1
8
0
人

東
毛
わ
ん
ば
く
教
室

参
加
者
募
集

秘
密
は
厳
守
さ
れ

平
成
五
年
四
月
一
日
付
で
岬
沼
利
三

郎
さ
ん
（
大
佐
貫
•
6
闘
2
4
7
3
)

か
、
総
務
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
日
頃
、
国
の
業
務
、
地

方
公
共
団
体
の
業
務
お
よ
び
特
殊
法
人

の
業
務
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
困
っ
た
、

何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
悩
ん

で
い
る
こ
と
や
、
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
苦
情
・
要
望
・
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、

ま
す
。

5

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
つ

い
て
は
、
被
害
が
あ
と
を
た
た
ず
、

ま
た
手
口
も
巧
妙
化
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
う
ま
い
話
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
基
準
局
賃
金

課
C
o
2
7
2
翻
4
5
1
6
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま振 まり店（株）納ま 5 木寸

は水道 一二 旦払指定金 24 定
従米と‘ 料金等の 六地一番 店ヵ、 事務のを 機融関 （日月） 金扁舟
変わ納付 へら‘ [ ̂ よ機
; ^ 塁明畠 り関
ロに 嬰 が の 更 が
り座な 、収

午
後
1
時
3
0

会

「
大
腸
が
ん
」
に
つ
い
て
の

講
演
開
か
れ

る

0
内
容
1
1

自
然
観
察
、
野
外
活
動
な
ど

蒼
参
加
費
1
1
2
,
9
0
0
円

圏
申
し
込
み
方
法
1
1
6
月
1
日
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
電
話

で
申
し
込
み
を
し
、
後
日
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
〒
3
7
9
_
2
3
新
田

郡
藪
塚
本
町
大
字
藪
塚
3
6
5
7

県

立
東
毛
少
年
自
然
の
家
6
0
2
7
7
閥

5
6
6
6
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
1
1
6
月
8

日
閲

分
か
ら
3

時
ま
で

0
場
所
1
1
村
保
健
セ
ン
タ
ー

昼
演
題
I
I

「
大
腸
が
ん
」
に
つ
い
て

〇
講
師
1
1

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

今
井
診
療
部
長

〇
参
加
費
1
1
無
料

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成 5 年 5 月 10 日 広報めいわ (8) 



〔
協
会
長
表
彰
〕

▽
坂
上
桂
一
闘
・
中
谷
1
1

全
日
本
レ

ス
リ
ン
グ
寝
技
選
手
権
大
会
グ
レ
コ
ロ

ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
6
2
k
g
級
優
勝
・
第
4
3

回
全
日
本
学
生
イ
ン
カ
レ
ニ
位

▽
荒
木
友
教
閻
・
大
輪
1
1

群
馬
県
中

体
連
総
合
体
育
大
会
水
泳
：
・
百
m
自
由

形
優
勝
・
ニ
百
m
自
由
形
優
勝

▽
高
瀬
裕
介
⑫
・
田
島
1
1

第
2
2
回
群

馬
県
小
学
校
水
泳
教
室
記
録
会
百

m
バ

タ
フ
ラ
イ
優
勝

▽
上
野
沿
一
⑫
・
上
江
黒
1
1

第
2
7
回

群
馬
県
小
学
校
陸
上
運
動
記
録
会
男
子

表
彰
を
受
け
た
人
た
ち

村
体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

次
の
方
々
が
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

表

彰

▲清掃に汗を流す参加者
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臼□
四毎日飲むミ週2~3回 □週1 回
巨時々 Z2ほとんど飲まない

全 体

男

女

中 部

西 部

四
月
十
八
日
早
朝
、
村
体
育
施
設
利

用
団
体
協
議
会
の
人
た
ち
お
よ
そ
四
百

人
が
、
自
分
た
ち
で
利
用
す
る
施
設
は

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
と
、
利
根
川
総

合
運
動
場
を
中
心
に
河
川
敷
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

村
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
利
根

川
総
合
運
動
場
t
清
掃
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ぶ：社会体育館が 匹桝ー4696
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り
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▽
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・
上
江
黒
1
1

第
2
1
回

群
馬
県
小
学
校
陸
上
教
室
記
録
会
女
子

走
り
高
跳
び
優
勝

〔
協
会
長
感
謝
状
〕

▽
原
口
昭
一
闘
・
大
輪
1
1

村
体
育
協

会
常
任
理
事
四
年

▽
野
本
和
市
訓
・
千
津
井
1
1

村
体
育

協
会
副
会
長
六
年

▽
鯉
沼
賓
⑲
・
川
俣
1
1

村
体
育
協
会

常
任
理
事
八
年

〔
協
会
長
功
労
者
表
彰
〕

▽
磯
野
茂
⑬
・
梅
原
1
1

県
民
ス
ポ
ー

ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
綱
引
き
連
続

七
回
出
場

ンー、リ—
グ▽ B リ▽ A 
ス優ブ l 優ブ
勝ロズ勝ロ

II ッ II ッ
ムク 明ク
l..____, 和一

ンク: : 
勝準

II 優
ウ勝

• B ブロック優勝の「ムーン」 • A ブロック優勝の「明和クラブ」 イ II 
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第
1
9
回
春
季
、
‘
ハ

大

ポ

）レ

会レ
ー

ハ
ロ
ー
健
康
⑭

ミ
ル
ク
を
溶
か
し
て
利
用
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
．

お
な
か
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
牛
乳
が
に

が
て
な
人
（
乳
糖
不
耐
症
）
は
、
牛
乳

を
少
し
ず
つ
、
で
き
れ
ば
暖
め
て
飲
む

こ
と
を
す
す
め
ま
す
。
最
近
は
あ
ら
か

じ
め
、
乳
糖
を
分
解
し
た
ア
カ
デ
ィ
牛

乳
な
ど
も
市
販
さ
れ
て
い
る
の
で
利
用

さ
れ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
、

積
極
的
に
料
理
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

も
う
皆
様
も
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
最
後
に
牛
乳
の
効
用
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
筋
肉
や
骨
を
丈
夫
に
し
、
骨
粗
し
ょ

う
症
を
予
防
す
る
。

②
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
・
胃
潰
瘍
を
予

防
す
る
。

③
不
眠
を
解
消
し
、
精
神
安
定
剤
の
役

目
を
す
る
。

④
ス
ト
レ
ス
予
防

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
牛
乳
は
す
ば
ら
し
い
健
康
食
品

で
す
。
あ
な
た
も
一
本
、
積
極
的
に
飲

み
ま
し
ょ
う
。

幻
( 

゜゚
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平成 6 年歌会始

あ題は「波」

平成 6 年歌会始のお題は「波」

定められました。

1. 詠進歌の詠進要領

(1)詠進歌は、自作の歌で一人一首

とし、未発表のものに限ります。

(2)用紙は、半紙（和紙）とし、毛

箪で自書してください。

(3)書式は、半紙を横長に用い、右

半分にお題と歌、左半分に郵便番

号、住所、氏名（本名、ふりがな

つき）、生年月日および職業（なる

べく具体的に）を縦書きで書いて

ください（書式図参照）。

2. 次の場合には、詠進歌は失格と

なります。

(1)一人で二首以上詠進した場合

(2)詠進歌が既に発表された歌と同

ーまたは著しく類似した歌である

場合

(3)詠進歌を歌会始の行われる日以

前に、新聞、雑誌その他の出版物、
年賀状等により発表した場合

(4)住所、氏名、生年月日、職業を

書いてないものその他この詠進要

領によらない場合

3. 詠進の期間

お題の発表の日から 9 月 30 日まで

とし、郵送の場合は、消印が 9 月

30 日までのものを有効とします。

4. 郵便のあて先

「〒100 東京都千代田区千代田 1

番 1 号宮内庁」とし、封筒に「詠

進歌」と書き添えてください。

と

職
業

図式書（
一
郵
便
番
号
、
住
所

ふ
り
が
な

氏
名生
年
月
日

波

（
約2
4セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（約33センチメートル

作品巡回展のお知らせ

館林市および邑楽郡内の方より、

応募がありました第18回館林市写真

公募展の入賞作品を展示いたします。

すばらしい写真が展示されますの

で、ぜひご覧ください。

圏展示期間＝ 5 月 12 日～ 24 日

圏会場＝村中央公民館ロビー

※詳しくは、館林市教育委員会文化

振興課合（74)4111へお問い合わせく

ださしヽ。

平成 5 年 5 月 10 日

゜
応援します児童手当

児童手当は、国、県、村と事業主°
が費用を持ち合い、児童を養育する

人に児童手当を支給することにより、

家庭における生活の安定と、次代の

社会を担う児童の健全な育成および

資質向上を目的としています。

圏児童手当を受けられる人

平成 5 年は、 4 歳未満の児童を含

む18歳未満の児童を 2 人以上養育し

ている方で、収入が一定額未満の場

合には 2 番目の児童から（ただし、

平成 3 年 1 月 2 日以降に生まれた児

童は 1 人目から） 4 歳の誕生月まで

支給されます。

※これは経過措置によるもので、平

成 6 年からは 3 歳未満が支給対象と

なります。

なお、自分の子でなくても、その

児童を監護し一定の生計関係があれ

ば受給できる場合もあります。

0支給額

0 1~2 番目の児童＝月額5,000円

03 番目以降の児童＝ 1人月額10,000

円

なお、 2 月、 6 月、 10月にそれぞ

れ前月までの手当が支給されます。

〇申請方法＝印鑑と振込先を明示の

うえ住民課へ申請してください。

〇いろいろな届け出＝養育する児童

が増えた場合（出産等） • 4 歳未満
の児童が少なくなった場合•特例給

付受給者の方で、会社を退職して厚

生年金等の資格がなくなったとき。

回だめでも

令回該当になるかも

前

今まで所得制限により非該当にな

っていた人で、前年の所得が減少し

たり、扶養親族の増加等により該当

すると思われる場合は、前記のとお

り申請手続きをしてください。なお、

5 月中に申請手続きをすると 6 月分

より支給となります。

「さし木とさし芽」の

緑化講座開催

®日時＝ 6 月 10 日（木）午前10時～正午

昼場所＝県緑化センター（邑楽町）

〇募集人員＝ 35人

0その他＝雨天決行・参加費無料

※詳しくは、県緑化センター合 (88)

7188へお問い合わせください。

◎ぐんま少年の船参加者募集 応募期間 5 月 12 日～ 18 日

くらし

の

情報・案内

村の無料法律相談

◇日 時＝ 6 月 10 B （木）

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 6 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

◇日

◇場

◇日

◇場

人権・行政・心配ごと相談

◇日

◇場

乳

時＝ 6 月 10 日（木）

時受付

所＝保健センター

健

時＝ 6 月 17 日（木） 午前 9 時3(Y分～

- 10時30分受付

所＝保健センター

時＝ 6 月 15 日（火）

後 3 時

所＝役場会議室

交

◇日

◇場

◇日

◇場

日
し
ー
ノ

康

健

相

時＝ 6 月 17 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

玲a::, 

午後 1 時～ 2 

火
火

———
-R 

午前10時～午

通事故相 火
火

———
-R 

午前10時～午

年 金

詳細は村教育委員会へ

相

時＝ 6 月 3 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

談

午前10時～午

広報めいわ (10) 
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 東京消防庁消防官募集

東京消防庁では平成 5 年度消防官

を募集しています。

専門系、 I 類（大卒程度） II類（短

大卒程度）、女性（短大卒程度）の採

用試験が行われます。受付期間、受

験資格、試験日など種類により異な

りますので、下記にお問い合わせく

ださし‘°
※詳しくは、東京消防庁人事部人事

課採用係合03(3212) 2111 内線4432~

4436へお問い合わせください。

親
参

(11) 

子

加

広報めいわ

の つ

者

と

募

い
集

＊期日＝ 5 月 29 日～ 30 日 1 泊 2 日

圏会場＝県立金山青年の家

0対象者＝県内在住の小・中学生と

その保護者
蒼募集人員＝ 50人

圏内容＝親子ウォークラリーなど

0参加費＝大人2,500円、小人2,000

円（食事代、保険代など）

＊申し込み方法＝ 5 月 21 日までに、

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号、子どもの名前、学校名を明ら

かにして、はがきか電話で申し込

みしてください。

圏詳しくは、〒373 太田市熊野町39-

34合 (22)7956へお問い合わせくださ

しヽ。

票職員採用試験の案内

平成 5 年度群馬県職員採用試験か‘〇

行われます。

0上級試験（受付＝ 5 月 17 日～28 日）

0 中級試験（受付＝ 8 月 2 日～20 日）

0初級試験（受付＝ 8 月 2 日～20 日）

〇警察官試験（受付＝ A ・・・ 5 月 10 日～

6 月 11 日、 B ••• 7 月 19 日～ 8 月 20

日）

受験資格、試験日、試験方法など

については、試験種類によって異な

りますので、群馬県人事委員会事務

局ff0272(23)1111 内線3955へお問い

合わせください。

自動車税の納期限

は 5 月 31 巳です

自動車をお持ちの皆さん、 5 月は

自動車税を納めていただ＜月です。

自動車税の納税通知書か届きまし

たら、金融機関等の窓口で納税を済

ませてください。

口座振替をご利用の方は、 5 月 31

日に口座から引き落とされます。

なお、身体などに障害がある方か

所有または使用している自動車は、

その障害の程度により自動車税が減

免される制度がありますので、 5 月

24 日（月）までに館林財務事務所または

自動車税事務所に申請してください。

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461 または自動車税事務所合0272(63) 

4343へお問い合わせください。

◎おもいつきり冒険隊参加者募集 応募期間 5 月 12 日～25 日

群馬票子とも会安全

会に加入しましょう

子ども会では、それぞれ地域性を

生かし、いろいろな活動・事業を展

開しています。そんな時怖いのがケ

ガや災害です。万ーに備え安全会に

加入しましょう。

群馬県子ども会安全会は、皆さん

が会員となってお金を出し合い、そ

のお金でケガをしたり病気になった

ときに助け合っていこうという互助

・共済の団体です。

会員に対しては、子ども会活動中

に負傷・病気・死亡・廃疾になった

場合、見舞金が支給されます。

〇入会資格

0会員＝子ども会員（小・中学生）、

育成会員、指導者、ジュニアリーダ

〇準会員＝希望する幼児（満 3 歳以

上）

会員は自動的に全国子ども会安全

会に加入することになりますが、準

会員の方は全国子ども会安全会には

加入できませんので、給付内容が会

員の方とは異なります。

蒼会費＝会員…年額80円、準会員…

年額40円

0入会の手続き＝地区子ども会を通

じて申し込みしてください。

※詳しくは、各地区子ども会または

教育委員会へお問い合わせください。

詳細は村教育委員会へ 平成 5 年 5 月 10 日

c
 



村の人口
5月 1 日現在

世帯数 3,009戸

人口総数 I I, 209人

男5,630人・女5,579人

(4 月中の動き）

出生 6 人・死亡 8 人

転入 69人・転出 53人

4月の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 9 件

●その他 5 件

●計 17 件

冨 館林邑楽地区 館林地区 千代田 変更にな※ 耳鼻科◎に 産婦人科] 休
板倉地区

明和地区産婦人科 耳鼻科 内科外科

5 月 16 日
白沢医院川村医院 清河堂医院慶友病院 橋本医院 館林地区と

る: 悶 のfi(72) 1600 合 (72) 1337 合(72)3070 ff (72) 6000 fl(82) I 150 同じです。

合場；り＜ ~ み '—‘ 日 落合医院川田医院 安楽岡医院最上医院 館林地区と 小西医院
5 月 23 日

合（72)3160 合 (72)3724 ff (72)0572 合 (74)3763 同じです。 合 (86)2261 て

ま < (72) 
す 3

根岸医院小倉医院 横田（善）医院記念病院 井上医院 館林地区と の

当 5 月 30 日 で`| | 

合(72) 3262 合 (72)0606 合(72) 4970 合 (72)3155 合 (82) I 131 同じです。 確認時ま ーヽ
古屋病院 大神医院 大石医院 慶友病院 増田医院 竹越医院

しで が

6 月 6 日
てで

口合 (63)6161 合 (62)2200 合(74)2362 合 (72)6000 合 (82)2255 合 (84)3137 かす゚
番 ら

6 月 9 日
堀越医院 新橋病院 呑ロ点し、

;O  

合 (73)41 51 合(75)3011 て ^ 汀< 

医 浜野病院 川田医院 増田医院 礫川堂医院 石山医院 館林地区と
だ

6 月 13 日 さ ;] ff(88)5678 fl (72) 3724 合(72) 1387 合(74)0184 合 (82)0 I 03 同じです。 し‘

書
＼
ノ

生
涯
教
育
が
叫
は
れ
て
い
る
昨
今
、
高
齢
化
社
会
に
あ

る
誰
し
も
が
、
余
生
を
趣
味
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

最
高
の
喜
び
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
が
選
ん
だ
の
は
書
の
道
で
す
。
こ
の
道

は
、
入
る
の
は
難
し
い
が
抜
け
る
の
は
簡
単
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
書
の
道
を
極
め
よ
う
と
す
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
厳
し

＜
難
し
い
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
良
い
と
い

う
こ
と
か
な
い
か
ら
で
す
。
書
を
始
め
た
か
ら
に
は
誰
し

も
展
覧
会
に
出
品
し
て
良
い
賞
を
取
ろ
う
と
い
う
の
が
望

み
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
せ
め
て
自
分
を
表
現
で
き
る
も
の

か
書
け
た
ら
と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え

一
生
か
け
て
も
か
な
わ
ぬ
夢
で
あ
っ
て
も
：

·
O

昨
年
の
春
、
書
道
部
を
書
道
協
会
に
変
更
し
ま
し
た
。

書
を
趣
味
と
す
る
誰
も
が
、
互
い
に
横
の
連
絡
を
計
り
つ

つ
書
技
の
切
磋
琢
磨
。
書
道
関
係
情
報
の
伝
達
、
書
芸
術

向
上
の
た
め
の
諸
行
事
を
執
り
行
い
、
本
村
の
文
化
向
上

の
一
翼
に
寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
発
足
し
ま
し

道
協

会

⑰
代
表
宮
崎
敬
次

9 、

(J  
ヽ--

た
。
ど
う
か
書
道
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て
ご
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

- `とー：． ~a.'' 

陶
芸
ワ
ラ
ブ
⑳

昨
年
公
民
館
の
陶
芸
教
室
を
卒
業
し
て
陶
芸
ク
ラ
ブ
と

な
り
、
現
在
男
性
五
人
女
性
八
人
の
会
員
で
、
大
野
先
生

ご
指
導
の
も
と
、
月
一
回
集
っ
て
賑
や
か
に
土
を
こ
ね
て

い
ま
す
。

ゅ
う

土
を
練
っ
て
形
を
作
り
、
素
焼
き
し
て
釉
薬
を
か
け
本

焼
き
と
、
一
個
完
成
す
る
の
に
何
力
月
も
か
か
り
ま
す
か
、

世
界
に
た
だ
―
つ
の
自
分
だ
け
の
作
品
は
本
当
に
素
晴
ら

ゆ
が

し
い
も
の
で
、
一
寸
厚
ぱ
っ
た
く
て
も
、
多
少
歪
ん
で
い

て
も
、
そ
れ
か
手
作
り
の
良
さ
で
あ
る
と
励
ま
し
て
く
だ

さ
る
先
生
の
言
葉
を
頼
り
に
、
今
度
は
荼
碗
を
次
は
灰
皿

を
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

か
ま
し
と

ま
た
、
益
子
、
笠
間
の
窯
元
見
学
や
先
生
の
作
品
展
の
見

学
等
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
良
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
て

大
い
に
勉
強
し
て
良
い
作
品
を
と
、
皆
張
切
っ
て
い
ま
す
‘
)

毎
月
第
二
日
曜
日
、
公
民
館
で
ご
一
緒
に
焼
き
も
の
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
表
野
沢
芳
子

゜
編
集
後
記

ー
あ
く
や
み
I
I

長
男

長
女

長
女

矢
澤
長
谷氏
JI I 

拓々楓倉紀り夏今祥匂真k 名
耶ゃ 子こ輝き尉ぃ哉ゃ

さ 明祐さ徳真勇ひ 俊建
つ修 な み稔
き 美健え教澄悦み 子二

閾

し

地
区
闘
さ
わだ
い

新
里
％
く
め
て
報

南
大
島
％
出
広

し

新
里
％
申。
こ

梅
原
ヅ
鄭

新
里
％
の
出

中
谷
％
届

（
敬
称
略
）
は
方

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
開

5

小
泉
四
郎
7
7
正
行
新
里
％
れ

さ

猿
橋
正
吾

7
6

操
新
里
％
望

蓮
見
や
す
9
0

邦
男
斗
合
田
知
希

を

柿
沼
治
正
8
0
昭
一
江
口
％
載

奈
良
典
一
郎
7
6
悦
司
千
津
井
％
掲
※
 

泉
田
丹
次
郎

9
6
辰
雄
中
谷
％

新
井
守
一

8
2
り
ん
江
口
始

斎
藤
い
ち

8
8
光
臣
大
輪
％

〖
合
月
の
納
め
）

固
定
資
産
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、

水
道
料
金
の
納
入
月
で
す
。

松
岡

風
間

加
藤

浅
見広

報
担
当
に
な
っ
て
二
十
力
月
、
各

市
町
村
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
広
報
紙
を

見
て
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

広
報
紙
は
市
町
村
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
は
市

町
村
の
顔
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
努
力
し
皆
さ
ん
に
読
み
、
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
住
民
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
⑱

長
男

二
男

父
母
名
続
柄

二
男

1
1

あ
め
で
だ
I
I

（
敬
称
略
）

平成 5 年 5 月 10 日
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第2
 
圃村議会定例会

.. 
議会風景

り

第2回村議会定例会は、 5月25日（会期 1 日）開かれ、人権擁護

委員の推せん、平成5年度明和村土地開発公社予算の報告のほか専

決処分なと6件（村長提出）について審議が行われ、いすれも原案

とあり可決承認されましだ。その主な内容をお知らせします。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収

益
な
ど
）
…
二
億
円
▽
事
業
外
収
益
（
受

取
利
息
）
…
五
四
0
万
円

0
支
出

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原

価
な
ど
）
…
二
億
二
、
〇
五

0
万
二
千

円
▽
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
…
七

0
0
万
円
▽
事
業
外
費
用
（
支
払
利
息
）

・
・
・
一
千
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

奎
収
入

▽
長
期
借
入
金
…
二
億
四
、
三

0
0

万
円

0
支
出

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
：
．
五
、
三
〇

0
万
円
▽
長
期
借
入
金
償
還
金
：
·
一
億

九
、
0
0
0

万
円

平
成
五
年
度
明
和
村

土
地
開
発
公
社
予
算

村
税
条
例
のｷ .. 
部
改
正
な
ど
可
決

村
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税

条
例
の
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

」
始澤重信さん

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の
一

部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
四
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
四
年
度
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
）

0

村
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
お

よ
び
財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

0

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

人
権
擁
護
委
員
に

始
澤
重
信
さ
ん
再
任

十
月
十
四
日
、
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
の
始
澤
重
信
さ
ん
（
梅
原

.
6
1
歳
）
を
再
度
、
同
委
員
に
推
せ
ん

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

上
程
議
案

平成 5 年 6 月 10 日 広報めいわ (2) 



お
り
で
す
。

◎
個
人
村
民
税
所
得
割
の
非
課
税
限
度

額
の
加
算
措
置
額
が
十
九
万
円
か
ら
一
―

十
五
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
個
人
村
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度

額
の
加
算
措
置
額
が
六
万
四
千
円
か
ら

十
万
四
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
軽
自
動
車
税
の
電
気
自
動
車
に
係
る

税
率
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
が
二
年

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

◎
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
に
係
る
課

税
標
準
の
特
例
措
置
か
拡
充
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

◎
固
定
資
産
税
の
土
地
評
価
替
え
に
よ

る
評
価
額
の
上
昇
が
著
し
い
宅
地
に
つ

い
て
は
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特
例
措

置
か
導
入
さ
れ
、
平
成
六
年
度
か
ら
三

年
間
に
限
り
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

◎
宅
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
よ
り
な
だ
ら
か
な
税
負
担
と
な
る

よ
う
な
負
担
調
整
措
置
か
は
か
ら
れ
ま

し
た
。

◎
固
定
資
産
税
の
家
屋
に
係
る
耐
用
年

数
の
短
縮
、
お
よ
び
新
築
住
宅
に
係
る

減
額
措
置
か
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
で
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
課
税
限
度
額
か
四
十
六
万
円
か
ら
五

十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
四
割
軽
減
の
基
準
額
か
二
十
二
万
五

千
円
か
ら
一
―
十
三
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

村
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
お
よ
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
村
条
例
の
改
正
で
、
議
会
の
議
決

に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契
約
の
限

度
額
が
―
―
一
千
万
円
以
上
か
ら
五
千
万
円

以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
円
を
追
加
し
、
総
額
を
四

一
億
七
、
三
八
―
二
万
一
千
円
に
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
村
税
：
·
一
億
二
、
〇
六
四
万
円
（
一

四
億
五
、
五
五
一
万
九
千
円
）

▽
地
方
交
付
税
…
一
億
一
、
0
0
0
万

円
（
九
億
五
、
四
四
五
万
四
千
円
）

▽
繰
入
金
…
一
億
三
、
0
0
0
万
円
減

額
〔
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
減
額
〕
（
三

億
五
、
四
九
七
万
三
千
円
）

▽
諸
収
入
：
・
三
0
四
万
円
減
額
〔
預
金

利
子
見
込
減
額
〕
（
二
億
0
、
六
八
0
万

九
千
円
）

▽
村
債
：
·
二
四
0
万
円
（
三
億
0
、
七

六
0
万
円
）

【
歳
出
】

▽
総
務
費
：
．
五
‘
0
0
0
万
円
（
五
億

八
、
一
七
六
万
円
）

▽
諸
支
出
金
：
．
五
、
0
0
0
万
円
（
一

意
〇
ヽ

9
A
1
_
 

二
七
一
万
四
千
円
）

平
成
四
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

予
算
繰
越
を
す
る
た
め
の
補
正
予
算

で
す
。

【
資
本
的
支
出
】

▽
建
設
改
良
費
…
二
、
二
六
六
万
円

平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
三
八
三
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
三
八
億
五
、
三
八
三
万
円
に
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▽
県
支
出
金
…
一
四
万
円
（
一
億
二
、

八
六
九
万
四
千
円
）

▽
繰
越
金
：
·
二
、
二
九
九
万
円
（
一
億

0
、
一
三
七
万
三
千
円
）
·

▽
諸
収
入
・
・
・
七
0
万
円
（
二
億
一
、
六

七
四
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▽
総
務
費
：
·
六
六
万
八
千
円
（
五
億
九
、

―
二
四
万
五
千
円
）

▽
民
生
費
：
·
ニ
―
万
円
（
六
億
一
、
三

一
六
万
五
千
円
）

▽
衛
生
費
：
·
二
四
六
万
四
千
円
（
二
億

二
、
六
四
四
万
八
千
円
）

▽
土
木
費
…
四
六
三
万
五
千
円
(
-
三

億
一
、
四
ニ
―
万
円
）

▽
教
育
費
：
·
一
、
五
八
五
万
三
千
円
（
三

億
九
、
二
三
六
万
三
千
円
）

納涼祭期日決まる
8月7日(±)

坦
比
卸
n
，
，
翌
5乙
白
」
-
{

村
で
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深

め
、
村
の
魅
カ
ア
ッ
プ
と
納
涼
祭
な
ど

の
祭
典
に
と
、
和
太
鼓
を
購
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
指
導
者
と
た
た
き

手
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

含
応
募
資
格
：
．
村
内
在
住
の
1
8歳
以
上

の
方
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
。
男

女
問
わ
ず
、
特
に
女
性
歓
迎
。

＊
応
募
人
数
…
人
数
制
限
な
し

含
募
集
期
限
1
1
7
月
1
0
H山

玄
申
し
込
み
先
1
1
村
教
育
委
員
会
6
闘

4
4
9
1
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
十
二
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
納
涼
祭
が
、

今
年
も
八
月
七
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
行
わ

れ
る
こ
と
か
決
ま
り
ま
し
た
。

お
み
こ
し
の
渡
御
‘
郷
土
芸
能
な
ど
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

和
太
鼓
打
ち

(3) 広報めし｀＼わ 平成 5 年 6 月 10 日



しっか り選んで大切な一票を投じましょ ニ
ノ

村長選挙・村議会議員補欠選挙

7月11 日（日）投票日は
投 票所（表ー①）

第 第 弟ク 第 第 第 第

輩麿7 6 5 4 3 2 1 

<<筐塁 , <<, 
入 閾ヽ 心 <冒 上 丈ロケ 閾ベ‘口

賃
の

関ロヽ
田 投

羹 履 の

井;; 下区
の 域 贋

江 票

i 負 江
里"ヽヽ
の

の ロ

贔 区

贔 関の

鳳 の 域

贔
矢 西 大 展曲 商 東 下

島 小 輪
構

小 江 投
改 工
善 里‘’‘‘ 

公 体 松 体 票
セ
ムコ

集
民 コ円 林 ン コ円

荷 所
夕

館 館 寺 I 館 館 所

郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
も
で
き
ま
す

7
月
1
1日
は

r

村
長
選
挙
あ
よ
び
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
L

の
投
票

日
で
す
。

今
回
は
、
村
長
の
任
期
満
了

(
7月
2
2日
）
と
前
議
長
島
田
誠
司
氏

の
死
去
に
よ
る
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴
う
も
の
で
、
私
だ
ち
に
と
つ
て

一
番
身
近
な
選
挙
で
あ
り
ま
す
の
で
、
し
つ
か
り
選
ん
で
大
切
な
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

明
和
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
（
昭
和
4
8
年
7
月

1
2日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
5
年
4

月

5
日
以
前
に
転
入
届
を
出
し
、
引
き

続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
）
。

投
票
時
間
は
、

6
時
ま
で
で
す
。

投
栗
に
出
か
け
る
と
き
は
、

を
忘
れ
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

人
場
券
か
届
か
な
か
っ
た
り
、

午
前
7
時
か
ら
午
後

入
場
券ヽ

も
し入

場
券

郵便による不在者投票ができる人

\ 両下肢、体幹、移
心臓、じん臓、呼吸

器、ほうこう、直腸、
動機能の障害

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から 特別項症から

法による戦傷病者 第 2 項症まで 第 3 項症まで

投
票
は
午
前

7

時
か
ら

午
後
6

時
ま
で
で
す

を
な
く
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て
は
、
7

月

1

日
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
入
場
券

の
届
か
な
い
人
は
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
（
役
場
総
務
課
内
）
ま
で
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

投
票
所
は
7

カ
所
で
す

投
票
所
は
、
村
内
7
カ
所
に
設
け
ら

れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
前
も

っ
て
不
在
者
投
祟
が
で
き
ま
す
。

0

期
間
1
1
7

月

6
日
因
か
ら
1
0
日
出
ま

で
の
5
H

間

0

時
間
1
1

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

0

場
所
1
1

役
場

〇
持
参
す
る
も
の
1
1

入
場
券
、
印
鑑

体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
と
き

不
在
者
投
票
は

7

月

6

日
か
ら

1
0日
ま
で
で
す

投
票
所
の
入
場
券
は

郵
送
し
ま
す

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

は
、
必
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

4

日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
人
や
、
更
新
（
有
効

期
間
は
4
年
）
さ
れ
る
人
は
、
証
明
書

交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次投

の票

人
は

と
お
り
で
す

で

き

る

選挙人名簿登録者数
（平成4.9.2現在）

地区名
登録者数

男 女 計

斗合田 148 148 296 

下江黒 136 126 262 

上江黒 191 203 394 

千津井 225 228 453 

江 口 233 243 476 

田 島 219 210 429 

南大島 453 477 930 

新里 482 482 964 

中 クロ 394 353 747 

梅原 328 340 668 

JI I 俣 155 153 308 

須賀 178 201 379 

大輪 345 350 695 

入ヶ谷 46 48 94 

矢 島 263 263 526 

大佐貰 297 231 528 

合計 4,093 4,056 8,149 

平成 5 年 6 月 10 日 広報めいわ (4) 
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商工業資金の
融資制 度

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
規
模
を
拡
大

し
だ
り
、
経
営
改
善
を
図
る
に
は
資
金

が
必
要
で
す
。
そ
の
資
金
を
自
己
資
金

で
ま
か
な
え
な
い
と
き
の
だ
め
に
、
村

等
で
は
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す

る
資
金
を
、
そ
の
目
的
に
応
じ
て
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

役
場
経
済
課
ま
だ
は
村
商
工
会
で
相
談

さ
れ
て
か
ら
申
請
し
て
い
だ
だ
く
こ
と

が
賢
明
と
思
わ
れ
ま
す
。

村が実施している融資制度

制度名 融資対象 資金使途 融資限度額 融資期間 利 率 申込時期
取扱

申込先
金融機関

①小売業・サービス業 運転資金 } ,-も使える 700万円以内 運転 3 年以内 年5.6％以内 年間随時 ①銀 19 1 -̂ 役場

資本金1,000万円以下、 設備資金 ヽ 設備 5 年以内 ②信用金庫 取扱
• 協保証会

従業員 50 人以下の会 枠いっぱ ③信用組合 金釉

社・個人 しヽになリ ④商工中金
機関

9」\
②卸売業 次第／切

口 資本金3,000万円以下、 I) 

従業員 100 人以下の会

資 社・個人

金
③その他の業種

資本金 1 億円以下、従

業員300人以下の会社・

個人

④中小企業団体

①村内で同一業種を 3 年 ①店舗の増改築、店内施 500万円以内 5 年以内 年4.8％以内 年間随時 ①銀 行 役場→保証協会

間以上営む者 設の新設・改善のため （内据置1年以内） ②信用金庫

②資本金 1 億円（小売業・ の資金 枠しヽっぱ ③信用組合

サービス業1,000万円、 ②企業の近代化・合理化 しヽになり ④商工中金

卸売業3,000万円）以下、 に必要な機械設備資金 次第グ切

従業員300 人（小売業・ ③公害防止の設備資金 I) 

サービス業50人、卸売業

100人）以下の会社・個人

塁
①小売業・サービス業 ①店舗の新築、増改築（新 2,000万円以内 ①10年以内 年4 8％以内 年間随時 ①銀 行 役場→県商工労

資本金］， 000万円以下、 築に準じる場合に限る） （内据置1年以内） ②信用金庫 働事務所

畠 従業員 50 人以下の会 ②店舗の増改築、駐車場設 ②③ 7 年以内 枠しヽっぱ ③信用組合

社・個人 置 （内据置1年以内） いになり ④商工中金
近

②卸売業 ③店内外施設の改造増設 次第／切
代
化 資本金3,000万円以下、 （ウインドウショーケー リ

: 従業員 100 人以下の会 ス飾棚、看板、冷凍機等）

社・個人

①小売業・サービス業 ①労働環境整備（勤労者 3,000万円以内 10年以内 年4.6％以内 年間随時 ①銀 行 役場→県商工労

資本金1,000万円以下、 住宅、スポーツ・保健施 （内据置1年以内） ②信用金庫 働事務所

従業員 50 人以下の会 設、娯楽・文化施設、託 枠しヽっぱ ③信用組合

乎ヵ
社・個人 児・保養施設、障害者・ いになり ④商工中金

②卸売業 中高年用施設、その他 次第グ切 ⑤労働金庫
働

資本金3,000万円以下、 必要と認められる施 1) 
環

従業員 100 人以下の会 設）の新設、増改築資金
境

社・個人 ②施設購入資金
整

③鉱業・建設業・製造業・ ③土地取得整備資金
備

運輸通信業・ガス・不動 ④設備備品購入（改造）資
資

産業等 金
金

資本金 1 億円以下、従

業員300人以下の会社・

個人

④中小企業団体

(5) 広報めいわ 平成 5 年 3 月 10 日



地
蔵
寺
で
花
ま
つ
り

五
月
八
日
、
新
里
の
地
蔵
寺
で
お
釈

迦
さ
ま
の
誕
生
日
（
旧
暦
四
月
八
日
）

を
祝
う
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
周
辺
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

お
釈
迦
さ
ま
は
今
か
ら
約
二
千
五
百

年
前
、
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ
で
生
ま

れ
、
生
ま
れ
た
時
に
甘
露
の
雨
が
降
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
花
ま
つ
り
に
は

花
御
堂
に
誕
生
仏
を
安
置
し
、
上
か
ら

甘
荼
を
か
け
て
祝
い
ま
す
。

ま
た
、
浦
上
紀
子
さ
ん
ら
読
み
聞
か

せ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
、
紙
芝
居
、

人
形
劇
な
ど
を
行
い
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お

菓
子
を
口
に
し
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

第
6
回
村
老
人
福
祉

セ
‘
X勺
ー
カ
―
つ
オ
ケ
大
会

五
月
十
一
日
、
第
六
回
村
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
、

十
六
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
四
十
四

人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

ち
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

-

l

 t
◎
優
勝

1
1

原
ロ
ヤ
エ
（
大
輪
）

もど
◎
準
優
勝
1
1

原
口
保
男
（
大
輪
）

子
◎
三
位
1
1冨
塚
文
吉
（
中
谷
）

< 
聞
◎
優
秀
賞
I
i
▽
吉
本
謙
次
（
大
輪
）

舌
▽
瀬
下
光
子
（
新
里
）
▽
斎
藤
忠

を―
―
―
ー
ロ

法
直
（
新
里
）

◎
特
別
賞
I
i
▽
小

川
藤
作
（
川
俣
）

▽
寺
島
サ
ッ

（
新
里
）
▽
恩
田

た
い
（
中
谷
）

▽
矢
島
優
一

（
田
島
）
▽
金
子

増
蔵
（
大
輪
）

▽
久
保
庭
伯
江

（
新
里
）
▽
中
島

米
吉
（
大
佐
貫
）

、駅•,..'-

--·• ., 
9, 、.` : 

• •'.. 

nu 

左から原口さん、原口さん、冨塚さん

子
ど
も
た
ち
に
感
動
的
な
生
の
音
楽

を
聞
い
て
い
た
だ
こ
う
と
、
群
馬
交
響

楽
団
に
よ
る
移
動
音
楽
教
室
が
四
月
二

十
六
日
、
東
・
西
小
学
校
4
年
生
以
上

の
児
童
と
明
中
生
徒
を
対
象
に
、
社
会

童児
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

遊
園
地
で
よ
く
耳
に
す
る
ヨ
ハ
ン
・

生学小
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
春
の
声
」
な
ど
の

v

名
曲
が
濱
奏
さ
れ
、
楽
器
の
紹
介
を
混

聞を
じ
え
て
約
五
十
分
の
移
動
音
楽
教
室
を

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聴
い
て
い

奏□
]
こ
口
』
口
汀
い
。

夢は黄色じ風船に乗って

打
『I

I— 

移
動
音
楽
教
室
で

感
動
的
な
生
の
音
楽
を

I',. J 

森尻さんと愛犬

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
六
日
の
朝
、
新
里
の
森
尻

三
郎
さ
ん
は
H

課
と
な
っ
て
い
る
犬
の
散
歩
を
し
て

い
る
と
、
自
宅
近
く
の
畑
に
貿
色
い
風
船
か
落
ち
て

い
ま
し
た
の
で
、
何
気
な
し
に
拾
っ
て
見
た
ら
風
船

に
は
手
紙
が
付
い
て
い
て
、
兵
庫
県
三
田
市
か
ら
飛

ば
さ
れ
た
風
船
と
わ
か
り
‘
驚
き
ま
し
た
。

風
船
を
飛
ば
し
た
人
は
、
兵
庫
県
三
田
市
立
広
野

小
学
校
三
年
一
組
、
大
西
佳
奈
さ
ん
（
当
時
）
で
し

た
。
森
尻
さ
ん
は
早
速
手
紙
を
出
し
ま
し
た
ら
、
大

西
さ
ん
か
ら
返
事
を
い
た
だ
き
、
以
来
六
年
間
文
通

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
西
さ
ん
も
今
年
四
月

高
校
生
と
な
り
、
楽
し
い
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

森
尻
さ
ん
は
「
こ
こ
ま
で
長
く
文
通
か
続
く
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
私
の
楽
し
み
で
あ
り
、

生
き
が
い
で
も
あ
り
、
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
い
で
す
。

今
後
も
長
生
き
し
て
い
つ
ま
で
も
文
通
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平成 5 年 6 月 10 日 広報めいわ (6) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

／｀一

—`— 

ォ
つ
卜
）
ウ
通
偏
サ
ー
ヒ
ス

住
民
説
明
会
開
か
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
住
民
説
明
会
が
五
月
十
七

日
、
斗
合
田
集
落
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
始
ま
り
、
六
月
一
日
、
大
佐
貫
農
構

改
善
セ
ン
タ
ー
を
最
後
に
村
内
十
六
力

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

N
T
T

職
員
の

説
明
に
、
出
席
し
た
人
た
ち
は
真
剣
に

聞
き
入
り
、
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど
の

質
問
が
出
た
会
場
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

群
馬
銀
行
明
和
支
店

が
オ
ー
プ
、
）

者加
新
里
地
内
県
道
麦
倉
川
俣
停
車
場
線

、
沿
い
に
群
馬
銀
行
明
和
支
店
（
支
店
長

入
大
谷
善
重
さ
ん
）
が
五
月
二
十
四
日
オ

き
ー
。
フ
ン
。
村
長
、
村
商
工
会
長
、
新
里

聞に
区
長
、
地
主
、
群
馬
銀
行
関
係
者
ら
が

-
L
食
出
席
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
落
成
を

[
―
タ
一
真

―
—
祝
い
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
地
域
情
報
に
対
応
し
、
群
馬
銀
行
は
前
橋
市
内
に
本
店
を
か

村
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
ま
え
、
全
国
に
百
七
十
店
舗
、
群
馬
県

報
を
よ
り
早
く
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
内
に
百
三
十
一
店
舗
、
館
林
市
・
邑
楽

り
を
目
指
し
て
い
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
郡
内
に
十
三
店
舗
を
有
す
る
金
融
機
関

で
あ
り
ま
す
。
明
和
支
店
は
、
館
林
市

・
邑
楽
郡
内
十
三
番
目
の
店
舗
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
地
域
の

--
ーヘ己ヽ

, 
i I 

群
馬
銀
行
で
は
、
こ
の
た
び
の
明
和

支
店
開
店
を
記
念
し
村
に
、
五
十
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

、

1
'

群
馬
銀
行
村
に
五
十
万
円
寄
付

活
性
化
が
図
ら
れ
れ
ば
ー
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
始
め
よ
う
と

す
る
人
を
対
象
に
、
平
成

5

年
度
ゴ
ル
フ
教
室
が
5

月
6
日
か
ら
始
ま
り
、
6

月
9
日
ま
で
の

1
0日
間
、

館
林
市
内
の
ゴ
ル
フ
練
習

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

勤
め
帰
り
の
O
L

や
主

景全
婦
が
半
数
以
上
と
あ
っ
て

華
や
か
に
進
め
ら
れ
、
講

店支和
師
は
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

明
教
え
て
い
ま
し
た
。

銀群 者係
＇

関一
丁心

ゴ
I
Lつ
教
室
で

五
さ
わ
や
か
な
汗
t

テ

一人ひとり丁寧に教わる参加者

グ
ー
つ
ウ

ゴ
ル
つ
で
交
流

五
月
二
十
六
日
、
利
根
川
総
合

{
p
ぃ
＇
運
動
場
で
、
千
葉
県
八
日
市
場
市

合
r
;
、
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
二

で
、
い
i
-
I—
ー
ロ

[
J
バ
流
十
三
人
と
本
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
会
四
十
五
人
の
交
流
試
合
が
行

刃
夏iFた

りw
：
れ
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

愁
か
わ

迅
こ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
縁
で
知
り

〖
．
行

沢
↓
「
（

巧
ち
合
っ
て
以
来
、
毎
年
二
回
交
流
試

乏
ぅ
い
る
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

?
f
7
し
今
回
も
和
気
あ
い
あ
い
と
十
六

只
あ言

ホ
ー
ル
を
行
い
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

兌
、
＝
気

、

E
u
禾

ド

(7) 広報めいわ
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ど：三
巳］はい皿lいいえ

ハ
ロ
ー
健
康
⑮

全 体

男

女

東

中 部

西 部

成
分
で
あ
る
カ
ゼ
イ
ン
か
酵
索
の
作
用

で
固
ま
る
性
質
を
利
用
し
て
、
牛
乳
か

ら
た
ん
臼
質
・
脂
肪
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
集

め
た
凝
固
物
を
発
酵
熟
成
さ
せ
た
も
の

で
す
。
チ
ー
ズ
は
牛
乳
の
栄
養
の
エ
ッ

セ
ン
ス
と
い
え
る
も
の
で
、
た
ん
白
質

．
脂
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
リ
ン
・
ビ
タ

ミ
ン

A

・
ビ
タ
ミ
ン

B

な
ど
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム

は
豊
富
に
含
ま
れ
、
チ
ー
ズ
約
三
十
g

で
牛
乳
一
本
分
に
相
当
し
ま
す
。
そ
の

う
え
、
チ
ー
ズ
は
乳
糖
を
ほ
と
ん
ど
含

み
ま
せ
ん
の
で
、
牛
乳
で
お
な
か
を
こ

わ
し
や
す
い
人
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ

ー
ズ
は
牛
乳
で
下
痢
を
し
て
し
ま
う
乳

糖
不
耐
症
の
人
に
是
非
摂
取
し
て
い
た

だ
き
た
い
乳
製
品
で
す
。
特
に
ヨ
ー
グ

ル
ト
は
、
乳
糖
不
耐
症
の
人
の
ほ
う
が

カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
率
が
よ
か
っ
た
と
い

う
研
究
も
あ
り
ま
す
。

記
幻( 
年
。
゜

4
 
H
 
,'¥ 

今
月
か
ら
六
回
に
わ
た
っ
て
、
館
林

厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
宮
城
修

先
生
の
原
稿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
恐
い
脳
動
脈
疱
で
す
。

脳
動
脈
疱
と
は
脳
の
血
管
に
風
船
状

の
膨
ら
み
が
で
き
、
こ
の
膨
ら
み
が
破

裂
し
出
血
す
る
こ
と
で
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
ク
モ
膜
下
出
血
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
原
因
に
つ
い
て
は
ま
だ
結
論
か

出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
血
管
分
岐
部
（
別

れ
る
部
分
）
か
生
ま
れ
つ
き
弱
い
と
こ

ろ
に
、
，
皿
圧
や
血
流
の
負
荷
が
加
わ
り

次
第
に
拡
張
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
脳
動
脈
疱
に
よ
る
ク

モ
膜
下
出
血
の
頻
度
は
人
口
十
万
人
当

た
り
毎
年
十
二
人
前
後
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
発
症
年
齢
は
働
き
盛

り
の
四
十
＼
五
十
歳
代
か
も
っ
と
も
多

い
こ
と
か
ら
、
社
会
的
に
も
大
き
な
問

題
を
投
げ
か
け
て
お
り
ま
す
。
実
際
に

脳
動
脈
疱
の
破
裂
に
よ
る
ク
モ
膜
下
出

血
の
患
者
の
二
十
％
は
脳
神
経
外
科
の

施
設
に
到
達
せ
ず
に
死
亡
し
て
い
る
こ

と
か
統
計
的
に
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

運
良
く
初
回
の
ク
モ
膜
下
出
血
か
軽
く
、

死
亡
を
免
れ
た
と
し
て
も
手
術
を
せ
ず

に
放
置
し
て
お
き
ま
す
と
、
約
七
十
％

が
再
出
血
や
合
併
症
で
死
亡
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
現
在
の
脳
神
経

外
科
の
施
設
で
は
初
回
破
裂
発
作
に
よ

る
直
接
死
を
免
れ
た
患
者
の
救
命
と
再

出
血
予
防
の
た
め
に
早
期
に
外
科
治
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
の
施
設
に

お
い
て
は
ク
モ
膜
下
出
血
の
患
者
が
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
て
き
ま
す
と
、
出
血

の
原
因
と
出
血
源
を
診
断
す
る
た
め
に

脳
血
管
撮
影
を
行
い
、
そ
の
結
果
脳
動

脈
疱
に
よ
る
出
血
と
診
断
さ
れ
た
ら
四

十
八
時
間
以
内
に
手
術
を
行
い
ま
す
。

手
術
は
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
て
動
脈

瘤
の
根
本
を
ク
リ
ッ
プ
で
閉
じ
て
し
ま

う
の
で
す
か
、
熟
練
し
た
技
術
を
要
す

る
手
術
の
―
つ
で
す
。
し
か
し
、
ク
モ

膜
下
出
血
を
生
じ
た
患
者
で
は
手
術
か

う
ま
く
行
わ
れ
て
も
、
出
血
の
た
め
す

で
に
脳
組
織
が
損
傷
さ
れ
て
お
り
、
重

い
後
遺
症
か
残
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
、
最
近
で
は
出
血
す
る
前
に
脳
動
脈

瘤
を
診
断
し
、
手
術
治
療
を
行
う
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

C
T

ス
キ
ャ
ン

を
は
じ
め

M
R
I

と
い
う
精
密
な
検
査

認
器
械
の
発
達
と
と
も
に
脳
血
管
撮
影
か

安
全
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、

手
術
顕
微
鏡
を
用
い
る
こ
と
で
手
術
技

術
か
向
上
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
我
々

の
施
設
に
お
き
ま
し
て
も
一
泊
二
日
で

脳
血
管
撮
影
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

脳
動
脈
疱
ば
か
り
で
な
く
、
脳
梗
塞
の

原
因
と
な
る
血
管
の
狭
窄
（
狭
く
な
る

こ
と
）
を
早
期
に
診
断
す
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
脳
動
脈
疱

や
血
管
の
狭
窄
に
対
し
、
手
術
に
よ
る

治
療
ば
か
り
で
は
な
く
、
血
管
の
中
か

ら
治
療
す
る
試
み
も
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

-~ --~—~ 

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
‘
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

学
校
利
用
期
間
以
外
の
一
般
貸
出
し
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〇
使
用
で
き
る
人
1
1

明
和
村
や
太
田
市

な
ど
東
毛
広
域
圏
内
に
居
住
し
て
い

る
人

〇
使
用
で
き
る
期
間

0

林
間
学
校
1
1
7

月

3
0日
⑤
1
8

月

1
2

日
困
•
8

月

1
7日
因
1
2
9
H同
の
期

間
0

臨
海
学
校
1
1
8

月

1
4日
由
1
2
2日
⑪

の
期
間

0
場
所
1
1

林
間
：
．
群
馬
県
赤
城
山

臨
海
：
•
新
潟
県
出
雲
崎
町

〇
使
用
料
金
（
一
泊
）

0

小
・
中
学
生
：
•
3
0
0
円
、
高
校
生

·
:
5
0
0
円
、
大
学
・
一
般
：
·
1
,

0
0
0
円
（
林
間
・
臨
海
は
同
額
で

す
）

〇
食
事
料
金
(
-
食
）

4
3
0

円
1
6
4
0

円

0
受
付
開
始
期
日

0

林
間
学
校
1
1
6

月
2
3
日
因

0

臨
海
学
校
1
1
7

月

1

日
因

〇
申
し
込
み
方
法
1
1

電
話
で
申
し
込
み

を
し
、
後
日
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

〇
申
し
込
み
先
1
1

太
田
市
役
所
内
東

毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事

務
局
C
⑬
8
1
8
1

内
線
3
4
8

.
3
4
9
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

百

\“. 
9

.

o

 

林
間
・
臨
洒
学
校
を

＿
般
開
放
し
ま
す
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◎
期
日
1
1
7

月
1
8
日
⑪

◎
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

第
8

回
村
長
杯
野
球

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

◎
日
時
1
1
7

月
3
1
日
山
正
午
か
ら
8
月

1

日
⑪
正
午
ま
で

◎
会
場
1
1

明
和
中
学
校
校
庭

◎
対
象
1
1

小
学
校
4
年
生
以
上
の
村
内

在
住
・
在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
1
1

無
料

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
I
i
7

月

1
1
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。
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... 社会体育館 五84マ·:4626、.....,.. 

く
ん
き
ん
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催

優勝した「下老人クラブ A 」

老
人
ク
ラ
フ
連
絡
協
議
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
4
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

参護

加身

者術

募教

集室

優勝した「やまう（松」

◎
対
象
1
1

野
球
協
会
登
録
チ
ー
ム

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
1
1
7

月
1
1
日
⑪

◎
会
場
1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象
1
1

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ

ー
ム
の
既
婚
者

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
期
H
I
I
7

月
1
8

月
中
の
火
曜
日
、

夜
1
0回

◎
会
場
1
1

社
会
体
育
館

◎
募
集
人
員
1
1
3
0
人

◎
対
象
1
1

一
般
村
民

◎
参
加
費
1
1
4
0
0

円
（
保
険
代
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
6

月

3
0日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

◎
期
日
1
1
6

月
2
0
日
⑪

◎
会
場
1
1

社
会
体
育
館

◎
内
容
1
1

午
前
・
・
・
公
開
練
習

午
後
：
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
マ
さ
ん
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▽
優
勝
1
1

や
ま
う
掬
▽
準
優
勝
1
1

新

里
・
田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
▽
―
二

位
1
1

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト
販
売
閥
・
タ
イ
ホ

ー
産
業
抹

▽
優
勝
1
1

南
大
島
下
老
人
ク
ラ
ブ
A

▽
準
優
勝
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ
▽
三
位

1
1

江
口
老
人
ク
ラ
ブ
B

ー
ー

.

.
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第
1

回
事
業
所
あ
よ
び

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者

か
生
き
が
い
を
持
ち
地
域
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
み
の
り
あ
る
豊
か
で
生

き
が
い
の
あ
る
日
々
ー
。
地
域
の
仲
間

た
ち
と
と
も
に
学
習
す
る
老
人
大
学
大

利
根
学
園
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

®
期
間
1
1
9

月
2
日
か
ら
1
1
月

2
6日
ま

で
の
期
間
で
計
1
4
日
間

0
場
所
1
1

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

〇
入
学
資
格
1
1

県
内
に
居
住
す
る
満
6
0

歳
以
上
（
昭
和
8

年
3
月
3
1
日
以
前

農休日は 7 月 2·3·4 日です

今年の「農作業標準労賃」

に
出
生
）
の
学
習
意
欲
か
あ
り
通
学

可
能
な
方

〇
授
業
内
容
1
1

一
般
教
養
、
時
事
問
題
、

健
康
問
題
‘
園
外
学
習
な
ど

圏
授
業
料
1
1

無
料
（
入
場
料
な
ど
の
実

費
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

〇
申
し
込
み
方
法
1
1

地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
さ
ん
へ
7
月
9
日
ま
で
に
、

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
い
学
ひ
生
き
が
い
人
生

票
老
人
大
学
学
生
募
集

区分 作業種 目 単 位 標準額

= 日 1'1"-i 1 木パノ目 600円(f屯J‘（\::;?む•fIIswi) 

1リt 走旦 10 アーノレ
6,000 

水 （トラクター） J—9 _1 り

イ梵 力‘ き FF 6,000 （トラクター）

I 
一槻 柚成

” 18,000 
稲 田植え り＇lif.’fち）

I 
枝足 4戒

” 6,500 (1'/jり lj)

メ l 」 り（コン，くイン耳）又 り

” 16,000 
作

脱 声叙T L II 10,000 

セ （メ l j l) Jf人') •If見れ文ツ．，池•I．もな・モミす＇））
卜 II 28,000 

業
乾燥・調整のみ 1 f表出り 1,500 (60kg) 

調整のみ（モミすり） ” 700 
料~卜 走旦 10 J - Jレ

7,000 
麦

（トラクター） = ヽ,,_1 り

施 Il 巴(J播:Jt.，起・種I/巴手•1（・和r(ド(•（しリ（よりJljレ) 1番 ) II 4,500 

作 容 二L:. II 2,800 （トラクター）

メ IJ り（コン，くイン耳）又 り II 15,000 
業

セ ソ 卜

" 26,000 （メ LJり」［丈リカヽら位·I.‘¥: ,J,tI'•’,9) 

呼ヵ 農 繁 期 呼ヵ 賃 1 日当り
男 8,000
女 7,000

賃
農繁期以外の労賃 ” 6,000 

詳細は農業委員会（役場内）に問い合わせください。

(9) 広報めいわ 平成 5 年 6 月 10 日



度
集

年
募

6

員
成
職

平
村

役場では、平成 6 年度採用の職

員募集を次のとおり予定していま

す。

責採用人員＝若干名

玄職種＝一般事務職員および専門

職員（土木）

玄試験＝県が行う統一試験

含試験日＝ 9 月 19 日（日）

責試験場所＝県立前橋商業高等学，

校（前橋市南町 4 -21-37) 

※詳しくは、 7 月号の広報紙でお

知らせします。なお、お問い合わ

せは役場総務課合 (84) 3111 までお

願いします。

館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合では、平成 6 年

度採用の消防職員を募集します。

〇募集人員＝若干名

〇応募資格＝消防紺合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

の方で、昭和44年 4 月 2 日から昭

和47年 4 月 1 日までに生まれた日

本国籍を有する方。また、短大卒

業（卒業見込みを含む）の方で、

昭和46年 4 月 2 日から昭和49年 4

月 1 日までに生まれた日本国籍を

有する方。

ただし、管外に住んでいても、

家族か管内に住んでいれば応募で

きます。

〇応募期間＝ 6 月 22 日～ 7 月 6 日

0試験 H ＝第 1 次試験 8 月 1 日

第 2 次試験 9 月下旬

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係 合 (72) 3171へお

問い合わせください。

検察審査会法が

施行 45 周年

今年は、検察審査会法か施行され

て45周年になります。交通事故など

の被害にあって警察や検察庁に訴え

たが、検察官かその事件を起訴して

くれない。このような場合にその不

起訴の処分か正しいかどうかを審査

するのか検察審査会です。

※詳しくは、太田検察審査会事務局

合（45) 7751 までお問い合わせくださ

し‘°

平成 5 年 6 月 10 日

児童手当・現況届

6 月中に提出を

児童手当または児董手当の特例給

付を受けている人は、忘れず「現況

届」を 6 月 30 日までに提出してくだ

さし‘°
現況届は手当が受けられるかどう

かを確認する大切な手続きですので、

提出しませんと、手当か受けられな

くなりますので、注意しましょう。

なお、該当者には役場から通知す

る予定です。

※詳しくは、役場住民課へお問い合

わせください。

国民年金の免除制度
国民年金の第 1 号被保険者（自営

業や農業、学生など）は、 20歳から

60歳到達まで国民年金に加入し、 1呆

険料を納付する義務があります。

しかし、長期間にわたりますから

いろいろな事情で、一時的に保険料

を納めることかできない場合もあり

ます。このような時には、受給権を

守るため保険料納付が免除される制

度かあります。

また、学生の場合、ほとんどか無

収入であるため、保険料の負担は親

にかかってくると思われます。そこ

で、親元の所得か一定の基準以下で

あれば、保険料納付の免除か受けら

れる、学生のための特別な免除基準

も設けられています。

※詳しくは、役場住民課へお問い合

わせください。

私だちの力で

住みよい礫境を

5 月 30 日から 1 カ月間は「環境月

間」です。

いま、地球の温暖化やオゾン層の

破壊などの地球環境問題か大きな関

心を呼んでいます。

これらの問題の解決のためには、

一人ひとりか、まず地球環境問題を

正しく理解し、地域や家庭の中で地

球と仲良くつき合っていくことか大

切です。

そこで、皆さんに環境問題につい

て関じを高めていただくとともに、

環境保全に向けての行動の機会とな

るよう期間中、市町村や関係団体で

各種のイベントか行われますので、

もう一度環境について考えてみまし

ょう。

くらし

の

情報・案内

村の無料法律相談

◇日時＝ 7 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 7 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださし‘°

乳児健診

◇日時＝ 7 月 8 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 7 月 6 B （火）

— 午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配こ‘‘と相談

◇日時＝ 7 月 15 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 7 月 15 B （木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 7 月 1 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

広報めいわ (I 0) 



不正改造車をなくそう
今や、自動車は私たちの生活にと 0

っても、社会経済活動にとっても欠

かすことのできないものとなってい

ます。その一方では交通事故の多発、

交通渋滞、自動車排出ガスによる大

気汚染等の問題が一段と厳しさを増

しております。

従米から自動車の事故防止等につ

きましては、各方面で諸対策が講じ

られておりますが、我々一人ひとり

か深刻に交通事故の危機意識を持つ

ことも重要となってきております。

残念ながら、未だ一部ユーザーの

不正改造車による暴走行為、過積載

を目的とした不正改造車等の横行か

道路交通に危害を与え、地域住民に

迷惑を及ぱしております。

また、最近、さし枠等を装着した

過積載ダンプカー、車高を低く改造

した乗用車による踏切事故が相次い

で発生している等、不正改造車の運

行か後を絶たない状況にあります。

このような状況にかんかみ、不正

改造を防止するため、 5 月と 6 月の

2 カ月間「不正改造車を排除する運

動」を展開し、一人ひとりの自動車

ユーザーの交通事故の防止意識の醸

成を図り、ぜひとも、交通事故のな

い、明るい、住みよい、安心感のあ

る車社会となるよう努力しましょう。

※詳しくは、関東運輸局群馬陸運支

局合0272(63)4422へお問い合わせく

ださしヽ。

(1]) 広報めいわ
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キャンプに参加しよう東毛の名所・旧跡

めくりに参加しては 〇 村教育委員会では、小学 4 • 5 • 

東毛広域（太田市、館林市、尾島

町、新田町、板倉町、明和村、千代

田町、大泉町、邑楽町）では、「とう

もうめぐり」と称して、圏域内の名

所・旧跳めぐりを行いますので、ふ

るってご参加ください。

＊期日＝ 8 月 17 日（火）・ 19 日（木）の両日

昼集合時間＝午前 7 時45分

奎集合場所＝館林市役所（正面玄関）

蒼募集条件＝圏域内の親と子（小学

生）の 2 人 1 組を対象

圏募集組数＝ 1 日につき 26組 (52人）

蒼参加費＝無料（昼食、飲物を東広

圏で用意します）

圏申し込み方法＝官製はかきに住所、

氏名（親と子の氏名と年齢）、電話

番号、参加希望日を明記のこと。

〇申込締切日＝ 7 月 23 日（金）（消印有効）

圏申し込み先＝東毛広域市町村圏振

疇備組合〒373 太田市浜町 2-

35 太田市役所内合 (45)8181 内線

349へ申し込みください。

日本アマチュア無線

連盟群馬票支部大会

圏期日＝ 7 月 18 日（日） 雨天決行

卍時間＝午前10時～午後 4 時

蒼会場＝千代田町民プラザ

而その他＝各種イベントを企画しま

すので、お出かけください。

6 年生を対象にキャンプの参加者を

募集します。夏の思い出に 、小

学校時代のアルバムに新たな l ペー

ジをかざろう。

0期日＝ 7 月 28 • 29 • 30 日 (2 泊 3

日）

0場所＝県立桐生青少年野外活動セ

ンター（桐生市梅田町）

〇対象＝小学 4 • 5 • 6 年生

圏募集人員＝ 30人（個人応募に限る）

〇受け付け＝ 6 月 21 日から教育委員

会事務局（中央公民館内）で随時

受け付け、定員になり次第締め切

ります。応募者多数の場合は、初

参加者を優先させていただく場合

がありますので、予めご承知くだ

さし‘°
圏日程＝ 28 日•••公共施設見学

29 日・・・キャンプ地での活動

（キャンプファイヤーなど）

30 日・・・ぐんまこどもの国見学

〇参加費＝ 5,000円

※詳しくは、教育委員会事務局合（84)

4491へお問い合わせください。

観葉植物緑化講座開催
〇日時＝ 7 月 8 日（木）午前 10時～正午

0場所＝県緑化センター（邑楽町）

〇募集人員＝ 35人

0その他＝雨天決行、参加費無料

〇申し込み先＝県緑化センター

ff (88)7188へお申し込みください。

平成 5 年 6 月 10 日



村の人口
6月 1 日現在

世帯数 3,013戸

人口総数 I I, 213人

男 5,635人・女5,578人

(5 月中の動き）

出生 9 人・死亡 7 人

転入 31 人・転出 29人

5月の救急車出動回数
●交通事故 7 件

●急病 I I 件

•その他 5 件

●計 23 件

琴
館林邑楽地区 館林地区 千代田

変更なに※ 耳◎鼻科に 産婦人科I 塁休
板倉地区

明和地区産婦人科 耳鼻科 内科外科

6 月 13 日
浜野病院川田医院 大石医院礫川堂医院 石山医院 館林地区と

る: : の合(88) 5678 合 (72)3724 合（74)2362 合 (74)0184 合 (82)0103 同じです。

場合ぢり ~ み 一日 横田（婦）医院川村医院 須田医院永寿堂医院 橋本医院 館林地区と
6 月 20 日

合 (72)0255 ff (72) 1337 合(72)0862 合 (72)4469 合 (82) I 150 同じです。 合
まは (72) 

真中医院川田（耳）医院 田内医院海宝医院 館林地区と 小西医院
のす 後午 3 

当 6 月 27 日 で 1 | 

合(72) 1630 fl(72) 3314 合(72) 3855 合 (7410811 同じです。 合(86)2261 確認時ま .,__, i 
白沢医院 小倉医院 多々良診療所 新橋病院 館林地区と 竹越医院

しで

盆: 7 月 4 日
てで

fl(72) 1600 合(72)0606 合(72)3060 合 (75)3011 同じです。 合(84)3137 かす゚
番 ら

落合医院 大神医院 大塚医院 岡田医院 増田医院 館林地区と
呑ロp、

7 月 11 日
合 (72)3160 合 (62)2200 合(72)0176 合(72)3163 合 (82)2255 同じです。

し
^ 且て

<

医 根岸医院 川田（耳）医院 神尾医院 慶友病院 石山医院 館林地区と
だ

7 月 18 日 さ 賃合(72)3262 合 (72)3314 合(75) 1288 合(72)6000 合(82)0 I 03 同じです。 し‘

〖
シ
リ
ー
ズ
・
仲
間
）

ク
ラ
ブ
の
仲
間
は
十
五
人
で
す
。
新
藤
先
生
に

わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
一
人
ま
た

は
数
人
で
、
か
ご
、
花
、
器
、
飾
り
物
な
ど
を
制

作
し
て
い
ま
す
。

籐
は
水
に
ぬ
ら
す
と
皮
ひ
も
の
よ
う
に
な
り
、

思
っ
た
よ
り
取
り
組
み
や
す
く
、
編
物
と
同
じ
要

領
で
軽
く
編
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
―
つ
の
作
品

を
仕
上
げ
る
の
に
一
か
月
か
ら
ニ
・
三
か
月
、
大

作
に
は
半
年
以
上
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
作
品
が

出
来
上
が
っ
た
時
は
、
何
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
感

動
し
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
作
品
は
公
民
館
ま
つ
り
、
文

化
祭
等
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
を
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
。
フ

レ
ゼ
ン
ト
用
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

江
口
獅
子
舞
保
存
会

籐
手
芸
ク
ラ
フ
⑳

1
日
に
一

9
|

⑳ 

代
表
新
井
正
行

代
表

佐
藤
ひ
さ
子

江
口
の
サ
サ
ラ
は
、
埼
玉
県
尾
崎
村
（
現
在
の

羽
生
市
尾
崎
）
よ
り
、
約
二
百
五
十
年
前
に
伝
え

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
く
、
そ

の
間
時
代
に
よ
っ
て
は
た
い
へ
ん
華
や
か
な
時
も

あ
っ
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
し
で
ん
い
さ
み
り
ゅ
う

流
派
は
「
獅
子
殿
勇
流
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
舞

は
文
字
通
り
勇
ま
し
く
、
た
い
へ
ん
威
勢
が
よ
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、

尾
崎
の
獅
子
舞
は
そ
の
歴
史
が
江
口
の
サ
サ
ラ
よ

り
も
百
年
は
ど
古
く
、
お
よ
そ
三
百
五
十
年
前
に

考
案
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
流
派
は
「
平
井

助
作
流
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
い
伝

え
に
よ
る
と
、
昔
、
尾
崎
の
人
々
か
江
口
に
獅
子

舞
を
伝
え
た
こ
と
が
江
口
の
サ
サ
ラ
の
始
ま
り
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江
口
と
尾
崎
の

師
子
舞
の
舞
い
方
を
比
べ
る
と
、
江
口
の
師
子
の

方
が
そ
の
動
き
が
た
い
へ
ん
活
発
で
す
。

1
1

あ
く
や
み
ー

増成柴関松石牛飯岩
田田田口本井木野瀬氏
祐ゅ 美み万ま

臭拡訂少さ雙閃拓々拓々偉't紗さ里，）名
子こ平言瑛又 た也ゃ弥ゃポ已f}紀さ子こ

切

0

(

 

\ 
し

区
肛
旺
さ
わ

だ
い

谷
芯
＜
めて
報

里
％
出
広し

俣
芯
申

7

こ

谷
ジ
卿

輪
％
の
出

ロ
％
届

里
％
庄

方

谷
％
＼
し

甲
％
な
れ望

（
敬
称
賂
）
さ

喜
希

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
J
I

1
1を

吉
永
竹
雄

8
3
雄
司
梅
原
％
載

掲

渡
邊
も
と

9
6
悦
子
矢
島
％
※

増
田
久
三
郎

8
5
榮
四
郎
田
島
％

泉
田
正
一
7
3

齋
藤
勉
矢
島
％

加
藤
チ
イ

7
6
利
雄
梅
原
％

関
根
仁

7
9
た
つ
須
賀
％

奈
良
く
ら

9
0
晴
雄
田
島
％

〖
4つ
月
の
納
め
]

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
利

根
加
用
水
賦
課
金
、
国
民
年
金
保
険
料
、

水
道
料
金
の
納
入
月
で
す
。

納
期
限
は
3
0日
で
す
。
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

先
日
、
あ
る
老
人
の
方
を
取
材
し
た
時
、
生

き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

話
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
何
か
に
生
き
が
い
を

求
め
て
毎
日
楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
私
も
何
十
年
先
老
人
と
な
っ

た
時
、
何
を
求
め
て
生
き
か
い
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
か
、
考
え
た
一
時
で
し
た
。
⑱

礼 匡重マ忠美 美孝由浩マ弘美祥延光父
進リ津武 サil 母

子 代広子克江 I化生香ii)代二—f--jげ；名

長長長続
男女女柄

長
男

長
女

三
男

二
女

長
男

長
男

1
1

あ
め
で
だ
ー

新 中新江大 中川 新 中 士也 （
敬
称
略
）

平成 5 年 6 月 10 日
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七
月
十
八
日
⑭
は
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
同
時
に
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

も
行
わ
れ
ま
す
。
日
本
の
未
来
を
担

う
だ
め
、
あ
な
だ
の
大
切
な
＿
票
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券
は

投
票
所
入
場
券
は
、
7
月
3
日
に
郵

投
票
で
き
る
人
は

明
和
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。
（
昭
和
4
8
年
7
月
1
9
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
5
年
4

月
3
日
以
前
に
転
入
届
を
出
し
、
引
き

続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
）
。

7
 

送
し
ま
し
た
。
入
場
券
の
届
か
な
い
人

は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務

課
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
で
す
。

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
入
場
券

を
忘
れ
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
、

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
入
場
券

を
な
く
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

投
票
所
は

投
票
所
は
、
村
内
7
カ
所
に
設
け
ら

れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
順
序

▽
入
口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
）
↓

衆
院
選
投
票
用
紙
を
受
け
取
る
↓
記
載

↓
投
票
↓
最
高
裁
国
民
審
査
投
票
用
紙

衆
議
院
議
員
総
選
挙
心
『
喜
汀
直
丘
判
鱈

8

)

 

1

旧

投
票

H
 は

月

投票 所（表一①）

第 第 第 第 第 第 第 , 7 6 5 4 3 2 1 

悲霰 < , , 筐旦 , 頁饂
入 閥ヽ 心 < 冒 上 ] ケ 仇クロヽ

應只
の

農
田 投

羹 贔 の

』非 ] 贔の

贋 票

含貫 晶 里'‘‘ 
の 江 の

贔 ロ 鳳 区
の

悶負 域の

贔
大 西 大 農 商 東 下

輪 構
佐 小 転

改 小 江 投
作 工

貰 促 善 里•ヽヽ
体 体 票

東 進 セ 集
コ円

研
ン

ム本
コ自

光 修 荷 所
施 夕

寺 館 設 l 館 館 所

不
在
者
投
票
は

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
前
も

っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

0
期
間
1
1
7

月
4
日
⑪
か
ら
1
7
日
由
ま

で
の
1
4
日
間

0
時
間
1
1

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

を
受
け
取
る
↓
記
載
↓
投
票
↓
出
口

H
 

0
場
所
1
1

役
場
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

〇
持
参
す
る
も
の
1
1

入
場
券
、
印
鑑

体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
と
き

は
、
必
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
H

の

4
日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
人
や
、
更
新
（
有
効

期
間
は
4
年
）
さ
れ
る
人
は
、
証
明
書

交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不郵

在便

者に

投よ

票る

平成 5 年 7 月 10 日 広報めいわ (2) 



平成e年度
村職員を募集します
8月2日から18日まで申し込み受け付け

村
で
は
、
平
成
6
年
4
月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を

群
馬
県
町
村
会
に
委
託
し
て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ト
あ
る
元
気
な
皆
さ
ん
ご
廊
募
く
だ
さ
い
。
あ
待

ち
し
て
い
ま
す
。

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

な
健
康
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
一

て
の
検
査
を
行
い
ま
す
）
一

圏
試
験
日
お
よ
び
場
所
―

0
第
1
次
試
験
9
月
1
9
日
⑪
県
立

前
橋
商
業
高
等
学
校
（
前
橋
市
）

0
第
2
次
試
験
1
0
月
下
旬
予
定
役

場
会
議
室
（
第
1
次
試
験
合
格
者
に

つ
い
て
行
い
ま
す
）

0
合
格
者
の
発
表

•
第
1
次
試
験
1
0
月
中
旬
予
定

•
第
2
次
試
験
1
1
月
中
旬
予
定

圏
結
与

給
与
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

ま
す
。

〇
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間
・
時
間

〇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先

・
役
場
総
務
課

・
郵
便
で
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
し
、
七
十
二
円
切
手

を
貼
っ
た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

8
月
2
日
⑪
か
ら
1
8
日
困
ま
で
（
た

職
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
除
き
ま

員手
す
）
郵
便
は
8
月
1
8
日
（
当
日
消
印

う
有
効
）

若担
〇
受
付
時
間

来
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

を未
※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課6
闘
3
1

の場
ー
1
内
線
3
3
2
へ
お
問
い
合
わ
せ

役
く
だ
さ
い
。

7月11 日～20日
r保
の
県
民
交
通
安
全
運
動
・
レ
テ
ィ
ス
交
通
安
全
旬
間
目
／

7
月
甘

B
1
7
月
2
0
9
^
•筍
n凡
彎9
^
"
”
9ヽt;
'
r
"
r
t

`
7→

う
さ
ぎ
よ
り

き
そ
く
を
守
る

カ
メ
が
い
い

(3) 

r
 

. 
,
a曰
～

人

広報めいわ

〇
受
験
資
格

0
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

0
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

圏
職
務
内
容
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

0

一
般
的
な
書
記
的
業
務
ま
た
は
補
助

業
務
お
よ
び
土
木
関
係
な
ど
の
専
門

業
務
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

圏
試
験

0
第
1
次
試
験
公
務
員
と
し
て
必
要

な
一
般
的
教
養
、
知
識
お
よ
び
能
力

に
つ
い
て
の
多
枝
選
択
式
の
箪
記
試

験
（
高
卒
程
度
）

0
第
2
次
試
験
口
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査
（
職
務
遂
行
に
必
要

運
転
技
手

村
て
は
運
転
技
手
（
職
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

〇
応
募
資
格
1
1

大
型
一
種
免
許
所
有
者

で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す

る
者
。
年
齢
は
特
に
制
限
し
ま
せ
ん
。

卍
募
集
人
員
1
1

若
干
名

卍
募
集
期
限
1
1
7

月
3
1
日

圏
応
募
方
法
1
1

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

（
職
員
）
募
集

事
項
を
記
入
の
う
え
総
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
資
格
等
に
係
わ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
）

〇
給
与
1
1

給
与
条
例
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

夏
の
隈
民
交
通
安
全
運
動

レ
テ
ィ
ー
ス
交
通
安
全
旬
問

暑
さ
、
だ
る
さ
、
気
の
ゆ
る
み
な
ど
「
カ
チ
ッ
と
ね
シ

か
ら
こ
の
時
期
に
は
交
通
事
故
が
急
増
安
全
確
認
」

し
ま
す
。
7
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
夏

0
運
動
の
重
点
事
項

の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
一
、
若
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

す
。
こ
れ
を
機
に
も
う
一
度
交
通
安
全
二
、
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
止

0
ス
ロ
ー
ガ
ン
三
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

平成 5 年 7 月 10 日



8月7日士）
雨天の場合は8日日

午後3時スター卜

R

＆
塁
出
—
広
f

村
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
、

8
月
7
日
由
、
午
後
3
時
か
ら
9

時
ま
で
ふ
る
さ
と

の
広
場
で
納
涼
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
近
所
あ
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
あ
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、

8
日
⑭
に
行

わ
れ
ま
す
。

本
み
こ
し
も
出
る
納
涼
祭

納
涼
祭
は
、
午
後
三
時
花
火
を
合
図

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
み
こ
し
、
民
謡

踊
り
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

も舞

行台

9 明和対納涼祭ゎ：、
,鼻---・ターー‘T:r れ

i~・ ベー';-: 一9 ::) -. iー！f r -; • 9 ―ー：ー し；ー＇一 ，；ー！ 抽
二□ \ E :-~ 9 一仁ーロロ ま選

す会

会
場
は

舞
台
で
は
、
踊
り
、
八
木
節
、
和
太

鼓
な
ど
を
始
め
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
物
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら

当
日
参
加
し
た
人
を
対
象
に
豪
華
賞
品

が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
花
火
、
さ
さ
ら
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

平成 5 年 7 月 10 日 広報めいわ (4) 



◎
吹
奏
楽
演
奏
◎
歌
と
踊
り

明
中
吹
奏
楽
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

◎
和
太
鼓

◎
民
謡
踊
り

村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

今
年
の
主
な
催
し
物

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
人
出
が
予
想

さ
れ
、
駐
車
場
も
不
足
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

お
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ

く
乗
り
合
わ
せ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
も
行
わ
れ

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

納
涼
祭
成
功
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

(5) 広報めいわ

梱
若
会

◎
三
味
線
演
奏

あ
車
は
乗
り
合
わ
せ
で

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

◎
お
み
こ
し
出
陣

明
青
会
・
子
育
連
等

◎
ハ
木
節

明
和
八
木
節
保
存
会

◎
さ
さ
ら

江
口
獅
子
舞
保
存
会

◎
き
や
り

鳶
工
業
連
明
和
支
部

◎
踊
り
…
花
笠
音
頭

安
全
協
会
婦
人
部

親
和
会

◎
ひ
ょ
っ
と
こ

◎
踊
り
…
社
明
音
頭

更
生
保
護
婦
人
会

z
/

」

納涼祭会場図

ロ明和中学校

平成 5 年 7 月 10 日



東幼稚園「おんぶ騎馬戦」

親子メろって

楽しいひとときt

六
月
の
土
・
日
曜
日
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
も
っ
と
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

ミ
ニ
運
動
会
が
東
・
中
央
・
西
幼
稚
園

で
行
わ
れ
、
綱
引
き
、
遊
戯
、
パ
ン
食

い
競
争
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

と
か
く
仕
事
に
追
わ
れ
て
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
お
父

さ
ん
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
ハ
ッ
ス
ル

し
、
「
疲
れ
た
あ
」
を
連
発
し
な
が
ら
も

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
し
た
よ
う
す

で
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー

県
で
は
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
度
は
、
本

村
で
は
次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お
話
し
く

だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

柿
沼
み
さ
子
（
江
口
）

6
闘
2
0
7
2

薗
田
静
江
（
大
佐
貫
）
C
闘
3
4
9
3

迄r ．・．烹ぷ

勺へ心.,臼な
Z一¢ ·ご~

、. g -—二 ki 

｀＇ン：ル：ふこ］芦一―ど戸 ぐーで·一，—_、＝こ
中央幼稚園「綱引き」 西幼稚園「椅子取りゲーム」

方法会 意）のの 四績十 人かんに九
法‘加午欲ムチ公午月を回こ余開バ十人六

宮t罰繋誓合よ盟靡閾誓了姦］~貫『靡悶旦 ぐ
の 1 体らもあづ習はの‘二室参‘ボの子十 K日
畠乙叉は:コ: 5 青ノ、、謡青立は門ご』篇ノ、日、 ぎ
贔工皇門冑練よ［『；且：：口賃ば ん
導ア‘に、『［ ［さし常、↑ ］靡畠： tミ息：喜』食、ヽつ
〗タノス↑ tミ厳:‘t]);すO ↑ 9 富 虐； : ：喜しし
ハ、：覧閾 し、字竺よ 旱尖； 賃禁含亨て、J ',] 

ポシ
［誓；「Jユ
竺言： • 9し

喜 □：教
悶：：：」室
摩tt」開
日と、る力‘

；［皇れ
れ九塁 3 菌田静江さん

\ 

柿沼みさ子さん

平成 5 年 7 月 10 日 広報めいわ (6) 



多目 的広場 完成

こけら落としに少年サッカ __ 

地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

•一と•

-、：

文こ少一～ ・.. ---- -•- -:. :ｷ-ｷ,,:_ｷ _·.・ニ—• -.. -_ _ `—`--• 
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記念試合の少年サッカー

-. - ~-

真剣に聞き入る参加者

/ 
B&G財団荒木部長さんによる説明

, ~
 .. ~

ヽ
~

9

、

& 

I • Iり＂“ヨー

—`— --• l 二戸·~一~ー←一

<-

i -.e 

始球式を行う斎藤村長と小平議長

平
成
四
年
度
か
ら
四
カ
年
事
業
計
画

で
整
備
を
進
め
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
の

広
場
」
の
う
ち
、
B

ゾ
ー
ン
の
多
目
的

広
場
（
ふ
れ
あ
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ゾ
ー

ン
）
が
完
成
し
、
六
月
九
日
同
広
場
で

「
こ
け
ら
落
と
し
」
か
、
村
議
会
議
員
、

区
長
な
ど
関
係
者
五
十
人
余
り
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
と
し
に
は
、
斎
藤
村
長
と

小
平
議
長
が
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
て
始
球

式
を
行
い
、
記
念
試
合
と
し
て
少
年
サ

ッ
カ
ー
の
明
和
F
C

と
館
林
J
F
C

戦

が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

9
ノ

ヽ

平
成
五
年
度
事
業
で
進
め
て
い
る
屋

内
温
水
プ
ー
ル
が
、
B
&
G

（
ブ
ル
ー

シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）

財
団
で
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

説
明
会
が
六
月
三
日
、
村
中
央
公
民
館

`
[
図
で
三
百
六
十
人
余
り
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

、
泊

1

i
想

レ
ロ
説
明
会
は
、
斎
藤
村
長
あ
い
さ
つ
の

完
後
、
B
&
G

財
団
の
荒
木
部
長
さ
ん
が

·
夕
映
画
を
ま
じ
え
て
約
一
時
間
説
明
さ
れ

貫
ン
ま
し
た
。

セ洋

B
&
G

財
団
で
は
、
今
ま
で
に
全
国

輝
で
四
百
四
十
一
カ
所
施
設
を
建
設
し
、

禾明
平
成
五
年
度
は
全
国
で
十
ニ
カ
所
建
設

団
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
三
カ
所

ォ日
只
•
G
は
屋
内
温
水
。
フ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。
本

村
は
そ
の
三
カ
所
の
内
の
一
カ
所
で
す
。

& 
B
 

屋
内
温
水
プ
J

I
L建
設

に
よ
る
説
明
会
開
か
れ
る

(7) 広報めいわ 平成 5 年7 月 10 B 
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一

巡
回
健
康
相
談
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

第
四
回
目
は
「
た
ま
ご
と
健
康
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表
は
「
卵
(
-
日
一
個
位
）
は
よ
く

食
べ
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
の
結
果
で

す
か
、
毎
日
食
べ
る
群
が
全
体
で
五
四

・
七
％
で
、
前
年
調
査
よ
り
ニ
・
三
％

ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
が
理
想
的
な
食

事
で
考
え
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
摂
取
率

館
林
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
宮
城
修

先
生
の
二
回
目
の
原
稿
は
「
し
の
び
よ

の
う
こ
う
そ
く

る
脳
梗
塞
L

で
す
。

脳
に
血
液
を
送
る
動
脈
が
狭
く
な
っ

た
り
、
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
脳
細
胞
に
障
害
を
及
ほ
す
状
態
を

脳
梗
塞
と
言
い
ま
す
。
原
因
の
八
0
1

九
0
％
が
動
脈
硬
化
に
よ
る
も
の
で
、

高
血
圧
、
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
喫
煙
な

ど
が
脳
梗
塞
の
危
険
因
子
に
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
年
齢
的
に
は
六
十
歳
以
上
の
高

齢
者
に
多
く
死
亡
率
は
十
万
人
対
二
十

二
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
病
率

は
そ
の
数
倍
高
い
と
推
察
さ
れ
て
お
り
、

国
民
医
療
の
う
え
で
極
め
て
重
要
な
疾

患
で
あ
り
ま
す
。
症
状
は
原
因
血
管
に

よ
り
ま
す
が
、
手
足
の
麻
痺
、
し
び
れ
、

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

々
、

f
、

]<

が
低
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
述
べ
る
よ

う
に
、
た
ま
ご
は
手
軽
に
料
理
で
き
価

格
も
安
く
、
と
て
も
栄
養
価
の
高
い
完

全
食
品
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
一
日

一
個
は
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。た

ま
ご
は
、
た
ん
白
質
が
主
成
分
の

卵
白
と
、
脂
肪
と
た
ん
白
質
が
主
成
分

言
語
障
害
（
言
葉
が
は
っ
き
り
し
な
い
、

全
く
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
る
）
、
な

ど
が
多
く
、
さ
ら
に
一
時
的
に
片
目
が

見
え
な
く
な
っ
た
り
、
周
囲
が
グ
ル
グ

ル
回
る
よ
う
な
強
い
目
ま
い
に
注
意
す

べ
き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
時
に

は
数
時
間
で
よ
く
な
る
場
合
が
あ
り
、

い
っ
力
せ
い
の
う
き
ょ
け
つ
ほ
っ
さ

一
過
性
脳
虚
血
発
作
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
脳
が
危
険
を
感
じ
、
助
け

を
求
め
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
時
点

で
治
療
を
せ
ず
に
い
る
と
、
二

0
1
五

0
％
が
脳
梗
塞
に
な
り
、
脳
細
胞
が
破

壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
強
い
後
遺
症
を
残

し
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ
て
症
状
が
消

え
た
か
ら
安
心
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
時
点
で
治
療
を
受
け
れ
ば
脳
梗
塞
を

予
防
で
き
る
わ
け
で
す
。

私
た
ち
の
厚
生
病
院
で
は
、

脳
梗
塞

ぃ

\ 
／
ー
R

の
卵
黄
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

た
ま
ご
の
た
ん
臼
質
が
良
質
と
さ
れ
る

の
は
、
人
間
の
生
体
を
つ
く
る
ア
ミ
ノ

酸
が
栄
養
学
的
に
理
想
に
近
く
、
ど
の

食
品
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

他
に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の
ミ
ネ

ラ
ル
も
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
で
は

A
と

B
Z

が
豊
富
で
す
。
卵
黄
に
は
一
個
に
二
六

0
ら
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が

る
の
を
防
ぐ
働
き
を
す
る
レ
シ
チ
ン
と

呼
ば
れ
る
脂
肪
も
、
卵
黄
の
中
に
約
九
％

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
普
通
の
健

康
人
だ
っ
た
ら
毎
日
一
ー
ニ
個
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
気
に
な
る
人
で
も
一
日

一
個
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

中
で
積
極
的
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
ま
ず
C
T

ス
キ

ャ
ン
で
梗
塞
の
場
所
と
脳
細
胞
の
生
死

を
確
認
し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
脳
細
胞

が
ま
だ
生
き
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
ら

直
ち
に
脳
血
管
撮
影
を
行
い
、
血
管
が

詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
細
い
カ
テ
ー
テ

ル
を
閉
塞
部
に
誘
導
し
、
血
栓
溶
解
剤

を
流
す
こ
と
で
塞
栓
物
質
（
血
管
の
中

を
塞
い
で
い
る
も
の
）
を
溶
か
す
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
翠
雷
砥

較
的
新
し
い
治
療
法
で
血
管
内
血
栓
融

解
術
と
呼
ば
れ
、
脳
血
管
撮
影
と
同
時

に
で
き
る
た
め
、
脳
梗
塞
の
急
性
期
に

最
も
適
し
た
治
療
法
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
C
T

ス
キ
ャ
ン
で
す
で
に
脳
細

胞
の
破
壊
が
見
ら
れ
る
場
合
は
こ
の
治

療
法
は
効
果
が
乏
し
い
た
め
、
少
な
く

と
も
症
状
が
出
て
か
ら
六
時
間
以
内
に

50 
治
療
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
脳
梗
塞
も
早
期
治
療
に

よ
り
、
後
遺
症
を
最
小
限
に
押
さ
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
当
院
に
も
設
置
が
予
定
さ
れ

て
い
る

M
R
I
検
査
で
、
症
状
の
ま
だ

出
現
し
な
い
脳
梗
塞
の
発
見
も
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
予
防
的
治
療
の

進
歩
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
男
女

体

血圧治療中

血圧治療無

東
中
西
n
"p
"
p
 

立
口
立
口
立
口

臨毎日 恩刹週 2~3 回
□ほとんど食べない

こ］週 1 回 四時々

夏
の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
庭
先
で
の
花
火
は
格
別
で
す
。
し
か

し
、
お
も
ち
ゃ
花
火
と
あ
な
ど
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
花
火
は
正
し
く
使
っ
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
事
故

夏
休
み
を
迎
え
、
水
辺
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
毎
年
こ
の
季
節
は
、
水
の
事

故
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
事
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

〇
危
険
な
河
川
や
池
・
沼
な
ど
で
遊
ば

せ
な
い
。

〇
危
険
な
水
遊
び
を
し
て
い
た
ら
「
危

な
い
か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
、
ひ
と

声
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

水
の
事
故
防
止

夏
休
み
は
青
少
年
に
と
っ
て
自
然

体
験
、
地
域
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体

験
が
で
き
、
自
主
的
・
主
体
的
な
生
活

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
で
す
。

し
か
し
、
解
放
感
か
ら
非
行
や
事
故

が
多
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健

康
で
、
非
行
や
事
故
の
な
い
明
る
い
夏

休
み
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
家
庭
・
学
校

・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
「
青
少
年
健
全
育
成
運
動
」
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

7
月
1
5日
ー
8
月
3
1日

平成 5 年 7 月 10 日 広報めいわ (8) 



◎
日
時

1
1
8

月
1
1
0
月
ま
で
の
期
間

計
1
0
回

午
前
9
時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館
他

◎
対
象
者
1
1
5
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◎
募
集
人
数
1
1
3
0
人

◎
内
容

1
1

ハ
イ
キ
ン
グ
、
各
種
軽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど

◎
参
加
費
1
1
無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
4
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
7

月

3
1日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

参
加
者
募
集

◎
日
時

1
1
7
.
8

月
中
の
期
間
計

1
0
回
午
前
9
時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集
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▼
監
督
1
1

鯉
沼
哲
雄
、
選
手
1
1

恩
田

晴
巨
、
関
口
武
美
、
始
澤
達
雄
、
泉
田

正
信
、
泉
田
憲
一
、
立
川
祐
一
、
吉
永

知
博
、
清
水
勝
博
、
大
津
恵
一
、
田
ロ

明
利
、
吉
永
裕
身
子
、
野
口
と
し
子
、

すう
藤
井
典
子
、
渡
邊
百
合
子
、
清
水
明
美
、

ょ
江
森
崇
夫
、
清
水
勝
哉
、
清
水
利
夫
、

の進
島
田
聡
、
吉
田
ふ
じ
江
、
樽
見
賀
津
恵

一
丁

ノ
イ場入団手選寸木本

▼
監
督
1
1

中
村
晋
、
選
手
1
1

清
水
治

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ

村
の
部
・B
ブ
ロ
ッ
ク
7
位

中央が優勝した始澤さん

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象
者
1
1
村
内
在
住
の
小
学4
.
5

.
6

年
生
の
男
女

◎
募
集
人
員
1
1
4
0
人

◎
参
加
費
1
1
無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
4
0
0
円
が
か
か
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
7

月

2
1
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
1
0回
票
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ォ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

〔
敬
称
略
〕

◎
役
員
・
選
手
団

▼
団
長
1
1

恩
田
義
雄
、
▼
旗
手
1
1

笠

井
康
史
、
▼
役
員
1
1

篠
木
芳
男
、
奈
良

原
勝
治
、
武
井
英
夫
、
鯉
沼
哲
雄
、
原

島
重
夫

綱
引
き

村
の
部

1

回
戦

▼
監
督
1
1

久
保
口
敏
夫
、
選
手
1
1

金

田
賢
一
、
杉
山
弘
卓
、
久
保
口
優
喜
、

飛
田
絵
美
、
蘭
田
裕
、
島
田
淳
史
、
木

村
絵
美
、
森
原
昌
代
、
田
口
裕
史
、
和

田
洋
枝
、
笠
井
康
史
、
富
塚
か
ず
子
、

瀬
下
嘉
彦
、
川
島
睦
男

▼
監
督
1
1

高
橋
末
松
、
選
手
1
1

竹
迫

佐
吉
、
高
橋
末
松
、
森
尻
正
己
、
本
澤

寒
次
、
竹
迫
清
、
野
本
伊
勢
松
、
秋
野

公
江 年

代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

村
の
部
．B
ブ
ロ
ッ
ク
3
位

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

（
円
盤
投
げ
）
で2
連
覇

始
澤
重
信
さ
ん

夕
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
コ
ル
フ

村
の
部
・A
ブ
ロ
ッ
ク
9
位

＿‘
0
0
0メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

村
の
部
．A
ブ
ロ
ッ
ク
1

位

雄
、
小
田
木
正
弘
、
野
中
民
江
、
門
倉

セ
ツ
、
岩
崎
三
枝
子
、
始
澤
す
江
み
、

清
水
シ
ズ
、
神
谷
コ
メ
、
関
日
し
げ
の

▼
監
督
1
1

武
井
英
夫
、
選
手
1
1

原
島

重
夫
、
滝
口
清
郎
、
江
森
清
、
武
井
英

夫
、
鈴
木
勝
夫

五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
か
れ
た
第
十
四
回

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権

優
勝
し
た
「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

全
ー
／
一

g
 

¥
I
l
I
I
I
 

ー
、n
1
1

ヽ

/ 
1
 

ー
照
）

只っ
一6

 

円
t
3
,
_
 

9
,
F
)
 

ゴ
ー

(9) 広報めいわ

▽
優
勝
1
1

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
▽
準
優
勝
1
1

抹
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

第

3
5
回
村

野
球
大

会民

大
会
に
出
場
し
た
始
澤
重
信
さ
ん

(
6
1

歳
・
梅
原
）
は
、
男
子
六
十
歳
ー
六
十

四
歳
の
部
、
円
盤
投
げ
で
昨
年
に
引
き

続
き
優
勝
し
、
記
録
は
四
十
昇
十
六
で

し
た
。

始
澤
さ
ん
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
の
出
場

は
今
年
で
九
回
目
で
そ
の
内
六
回
入
賞

（
六
位
以
内
）
と
い
う
好
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
続
け
て
、
今
年

十
月
に
宮
崎
県
宮
崎
市
で
行
わ
れ
る
世

界
大
会
に
出
場
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

平成 5 年 7 月 10 日



水質汚濁防止法条例

の排水基準が改正

排水基準を定めている条例か改正

され、工場・事業場の排水基準が改

正になりました。

圏排水碁準の適用を受ける事業場

規制の対象となる事業場は、水質

汚濁防止法施行令に定める特定施設

を設置する工場・事業場（特定事業

場）です。

〇改正の理由

河川の水質を改善するためには、

生活排水と産業系排水の対策か必要

です。このうち生活排水対策は平成

2 年に改正され整備されました。こ

のため、今回産業系排水に対しての

基準が改正されました。

〇改正の内容

1) これまで 1 日の排水量が50面以

上の事業場が規制対象でしたか、改

正後は10可以上の事業場も規制対象

となりました。

2) 新しい排水基準が設定となりま

した。

〇施行期日

新しい排水基準は平成 5 年10 月 1

日から適用になります。

ただし、既設の工場・事業場につ

いては、 5 年間適用が猶予されます。

つまり、平成10年 9 月 30 日までの間

は改正前の排水基準が適用されます。

※詳しくは、役場企画開発課へお問

い合わせください。

社会を明る＜する運動

7 月 1 日～ 31 日

7 月は「社会を明るくする運動」

月間です。子どもたちが健やかに伸

び伸び成長できる明るい社会をつく

るために、家庭や学校、職場、地域

杜会などで、わたしたち大人が親身

になって子どもたちとふれあい、対

話を心がけたいものです。そして、

非行を防ぎ、犯罪を起こさない環境

をお互いにつくりあげましょう。

サマージャンボ宝くじ

（別称・市町村振興宝くじ）

7 月 22 日（木）から予約申し込みが開

始されます。

この宝くじの収益金は市町村の災

害対策と明る＜住みよい街づくり等

に使われます。

※詳しくは、第一勧業銀行前橋支店

合0272(31)4466へお問い合わせくだ

さい。

平成 5年度自衛官募集
〇応募資格＝日本国籍を有する 18歳～

27歳未満の男女で高校卒業および

来春高校卒業見込みの者

蒼試験期日＝ 9 月中旬

0合格発表＝試験の概ね 1 カ月後

※詳しくは、群馬地方連絡部太田出

張所合（45)5563 または役場住民課ヘ

お問い合わせください。

◇日

特定疾患医療給付対象疾病（表一①）

疾患名 疾患名 ◇場

l ベーチェット病

2 多発性硬化症

20 パーキンソン病

41 全身性エリテマトーデス 121 アミロイドーシス

22 後縦靱帯骨化症

31 重症筋無力症

51 スモン

23 ハンチントン舞踏病

7 サルコイドーシス 24 ウィリス動脈輪閉塞症

8 筋萎縮性側索硬化症 25 ウェゲナー肉芽腫症

9 強皮症・皮膚筋炎 26 特発性拡張型

及び多発性筋炎

61 再生不良性貧血

101 特発性血小板

減少性紫斑病

111 結節性動脈周囲炎

12 潰瘍性大腸炎

13 大動脈炎症候群

14 ビュルガー病

15 天疱癒

161 脊髄小脳変性症

171 クローン病

181 劇症肝炎

191 悪性関節リウマチ

（うっ血型）心筋症

271 シャイ・ドレーガー

症候群

281 表皮水疱症（接合部型

及び栄養障害型）

29 膿疱性乾癬

30 広範脊柱管狭窄症

31 I 原発性胆汁性肝硬変

321 重症急性膵炎

331 特発性大腿骨頭壊死症

村
で
は
、
毎
年
8
月
と
1
2
月
に
、
原

因
が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な

い
う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る

難
病
・
表
ー
①
（
特
定
疾
患
）
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、

そ
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
と
、
掘
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

該
当
す
る
方
（
表
ー
①
参
照
）
は
、

7
月
2
0
日
ま
で
に
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役

場
住
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
疾
患
に
該
当
さ
れ
る
方
申
請
く
だ
さ
い

ーくらし
の

情報・案内

村の無料法律相談

◇日 時＝ 8 月 10 日（灼

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 8 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

◇日

◇場

◇日

◇場

• H 

◇場

乳 日
し
ー
ノ 健 吾

R、

時＝ 8 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

所＝保健センター

健 康 相 ニ火
畝

時＝ 8 月 3 日（火）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

8 月はお休みさせていただきます。

交通事故相

年 金 相

＝火
畝

時＝ 8 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

所＝館林市役所

三火
畝

時＝ 8 月 5 日（木）

午前10時～午後 3 時

所＝館林市役所

平成 5 年 7 月 10 日 広報めいわ (10) 



ぬいぐるみを抱いて遊んで

いる恭子ちゃん

（わが家の）⑱
（アイドル）

す
と
う
き
ょ
う
こ

須
藤
恭
子
ち
ゃ
ん

(
2歳
2

カ
月
）

、
`
'
’
/

泰
章
さ
ん
日

博
子
さ
ん
の
長
女
江

( 

「おしゃべりと歌うことが大好きな、

ゃまな女の子です。

控えめだけど強い人になってほしい」とお

母さん。

おし

さ
や
ま
め

英
婉
豆
を
摘
む
手
を
休
め
腰
伸
ば
し

郭
公
の
声
追
い
ゐ
る
農
夫奈

良
原
き
く
の

庭
隅
に
わ
が
護
り
米
し
老
木
の
さ
つ
き

は
花
の
重
み
に
耐
へ
ゐ
る

瀬
下

一
江

か
ほ
や
が
沼

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

咲
き
終
へ
し
シ
ク
ラ
メ
ン
の
葉
灯
に
照

り
て
青
深
め
を
り
駅
の
机
に

立
岡

正
夫

政
美

再
入
院
の
友
の
病
名
に
あ
え
て
ふ
れ
ず

ナ
ー
ス
の
検
温
を
潮
ど
き
と
立
つ

柿
沼
ま
つ

ら
ん
だ
ひ
と
く
り
や

瀬
惰
な
り
し
一
日
を
責
め
て
夜
の
厨

ね
ぎ

に
お
ひ
は
げ
し
き
葱
刻
み
を
り江森

国民年金に関する

ポスター・作文募集

圏応募資格＝県内に在住、在勤およ

び在学の中学生以上の人

圏応募作品

◎ホスターの部

楽しい生活、明るい家庭、年金を

受ける喜び、 20歳になったら国民

年金に加入する必要性を表現する

画に標語を入れる

◎作文（小論文）の部

国民年金に関する意見．感想など

を内容として、 400字詰原稿用紙 3

枚程度とします。

◎共通事項として、応募作品は未発

表のもので、作品の返却はいたし

ません。また、作品の著作権は、

主催者に帰属します。

〇応募方法

応募作品に応募票を添付（ポスタ

ーについては、裏面にも住所、氏

名、年齢を記入する）のうえ、役

場住民課に提出してください。

〇応募期限＝ 9 月 10 日（釦

※詳しくは、役場住民課または県庁

国民年金課企画係合0272(21)8755ペ

お問い合わせください。

放送大学学生募集
テレビとラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成 5 年
度第 2 学期入学生を募集しています。

圏募集人員＝全科履修生… 2,000人

(11) 広報めいわ

翻賃畠t]............... 6. ooo人
0出願受付＝ 7 月 15 日～ 8 月 15 日

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ターff0272(32)5381へお問い合わせ

ください。

扇風機は使用前に

必す自己点検を

そろそろ扇風機が活躍する季節で

す。安全に使うため、十分な点検を

行いましょう。羽根が回転しない、

回転が遅い・不規則、モータ部が熱

い、こげ臭いニオイや異常な音がす

る•••などの症状があったら要注意で

す。再使用の際には必ず販売店等に

ご相談ください。

身体障害者巡回診査
0 日時＝ 7 月 19 日（月）

午前11時～午後 2 時受付

0会場＝村保健センター

0内容＝医学診断（肢体・視力）、義

肢・補聴器修理

※詳しくは、住民課までお問い合わ

せください。

水質汚濁事故が

発生しだら通報を

私たちが毎日、飲んだり手を洗っ

たりする水道の水、田んぽで使う水

等は、川の水が多く使われています。

川の水は人間が使うだけでなく、そ

こにすむ魚や生物にとっても大切な

ものです。この大切な川の水が毒物

や、油で汚染されると大変な事にな

ります。もし、皆さんが川の近くに

行ったとき、油がたくさん浮いてい

たり、変な臭いがしている等の異状

を感じたら、すぐ役場企画開発課ヘ

連絡してください。

生ごみの排出に

ついてあ願い

村では、一般家庭から排出する生

ごみについて、村内81カ所のごみス

テーションを設けて週 2 回（月・金）

の収集を行っておりますが、村に焼

却施設がないため、館林市に 1 年ご

との契約でお願いしておりますので、

特にごみの減量化には注意しなけれ

ばなりません。

そこで、コンポストの設置や簡易

焼却炉の設置に対し、助成を行い減

量の推進に努めておりますので、皆

さんのご協力をお願いします。

なお、ごみステーションに出せる

のは、一般家庭用のごみに限ります

ので、事業系のごみは出さないよう

お願いします。

事業系のごみは、事業者が自ら処

分するか、一般廃棄物処理業者の許

可業者と、収集、運搬の相談をして

処分してください。

参考までに、一般廃棄物処理業者

で許可されている業者は、館林市の

コウカプラント（樹だけであります。

平成 5 年 7 月 10 日

(\ 



村の人口
7月 1 日現在

世帯数 3,020戸

人口総数 I I, 229人

男 5,644人・女5,585人

(6 月中の動き）

出生 8 人・死亡 7 人

転入 31 人・転出 16人

6月の救急車出動回数
●交通事故 I 件

●急病 5 件

●その他 2 件

●計 8 件

芦 館林邑楽地区 館林地区 千代田

休
板倉地区

明和地区産婦人科 耳鼻科 内科外科

7 月 11 日
落合医院大神医院 大塚医院最上医院 増田医院 館林地区と

fl (72)3160 合 (62)2200 合(72)0176 合 (74)3763 合 (82)2255 同じです。

日 根岸医院川田（耳）医院 神尾医院慶友病院 石山医院 館林地区と
7 月 18 日

ff (72)3262 合 (72)3314 合 (75) 1288 合 (72)6000 合 (82)0103 同じです。 まり ー
す 育

古屋病院川村医院 ゆたか医院岡田医院 橋本医院 館林地区と
の 3 

当 7 月 25 日 て:- I | 
fl (63)616| 合 (72) 1337 合 (73) 7308 合 (72)3163 合 (82) I 150 同じです。 確認し時でま ーi 
真中医院川田医院 後藤（内）医院記念病院 館林地区と 小西医院

8 月 1 日 てで 倫当
合 (72) 1630 合 (72)3724 ff (72)0134 合 (72)3155 同じです。 合 (86)2261 かす゚

番 らし

8 月 8 日
浜野病院小倉医院 上野医院慶友病院 井上医院 竹越医院 診受 すま゜
合 (88)5678 合 (72)0606 合 (72) 3330 合 (72)6000 合 (82)1131 fl(84)3137 てしく ^ 科内

医 横田（婦）医院 大神医院 森下医院 礫川堂医院 増田医院 館林地区と
だ

8 月 15 日 さ 昇合 (72)0255 fl(62)2200 合 (73)7776 合(74)0184 合 (82)2255 同じです。 し‘

- -.......  _ ,  !. ] 
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代
表
江
原
さ
い
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プ
レ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
を
そ
の
ま
ま
パ
ッ
ク
す
る
押
花
は
、
自
然

愛
好
家
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
道
端
に
け

な
げ
に
咲
く
草
花
と
出
合
っ
た
時
の
感
動
や
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま
形
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
人
気
あ
る
所
以
で

す
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
現
在
十
五
人
で
、
公

民
館
活
動
と
し
て
月
に
二
回
（
夜
）
行
っ
て
お
り

ま
す
。
毎
月
一
点
を
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
、
友

達
や
親
せ
き
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
年
賀
は
が
き
、
お
て
も
と
、
額
入
作

品
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
作
品
は
半
永
久
に
保
存

で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
趣
味
の
押
花
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
で
す
。

竹
細
工
ワ
ラ
ブ

⑪ 

⑲ 

坂
庭
紀
代
子

公
民
館
ま
つ
り
に
何
を
出
品
し
よ
う
か
と
話
し

合
っ
た
と
こ
ろ
、
一
人
二
点
と
決
ま
り
、
当
日
は

各
自
の
力
作
を
持
ち
よ
り
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

季
節
柄
、
三
月
は
お
雛
さ
ま
が
多
く
出
さ
れ
、
同

じ
型
の
雛
で
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
顔
に
作
ら

れ
、
微
笑
む
雛
に
思
わ
ず
釣
込
ま
れ
る
ひ
と
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
青
竹
か
ら
作
品
が
作
り
出

さ
れ
る
竹
細
工
は
、
最
初
は
難
し
い
け
れ
ど
慣
れ

て
く
る
と
容
易
に
で
き
る
様
に
な
り
ま
す
。
鋏
の

入
れ
方
、
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
等
、
田
部
井
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
竹
は
割
れ
易

い
の
で
、
溜
息
が
出
た
り
笑
い
が
出
た
り
し
な
が

い
ど

ら
、
会
員
十
五
人
楽
し
く
竹
に
挑
ん
で
お
り
ま
す
。

緊
張
感
の
あ
る
中
で
仕
上
が
っ
た
作
品
に
は
、
充

実
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

講
習
日
は
毎
月
第
三
金
曜
日
で
す
。
み
な
さ
ん
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
竹
細
工
に
挑
戦
し
て
、
四
季
折
々

の
作
品
を
壁
に
掛
け
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

代
表

名

年
齢
世
帯
主

9
0
禰
市

6
6
節
子

7
2
榮
治

9
2
憲

7
9
洋
一
―

8
8
健
次

6
1
広
司

氏
名
父
母
名
続
柄

中
村
魁
狂
は
長
男

浅
見
す
み
れ
は
6
み
長
女

た
か
ひ
ろ

冨
塚
貴
大
美
聾
ナ
長
男

奥
澤
力
騨
団
長
男

み
は

勝
丸
美
穂
い
和
彗
二
女

あ
や
か

関
恨
綾
香
庄
疇
長
女

ー
あ
く
や
み

本小長齋須金町
澤菅島藤永子田氏
林

隆三弘末久恵シ
治郎次 壽ーモ

＿
あ
詫
び
と
訂
正
＿

前
月
号
1
2ペ
ー
ジ
の

「
お
め
で
た
」
. 
み
さ
さ

の
中
で
出
生
の
氏
名
を
「
飯
野
美
紗
紀
」

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
飯
野

. 
み
さ
き
美
紗
紀
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

編
集
後
記

六
月
一
日
か
ら
一
週
間
は
、
水
道
週
間
で
し

た
。
水
道
は
住
民
か
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
蛇
口
を
回
せ
は
安
全
で
お
い
し
い
水
が
出

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
水
も
有
資
源
で
す
の
で

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
水
の
使
用
も
多
く
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。⑱

 

あ
め
で
だ
I
I

須南南中大矢川南地薮
大大 大
島島谷輪島俣島区ご賀谷口島谷島区
% ％鱈凶％ % ％盟E 一％ % ％男％ ％闘

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

広報めいわ (12) 

中 江 矢 中 矢地 （
敬
称
略
）

平成 5 年 7 月 10 日
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益
々
ご
健
勝
に

心
よ
り
お
喜
び

村
民
の
皆
様
に
は
、

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
、

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
度
の
任
期
満
了
に
伴
う
明

和
村
長
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議

会
を
始
め
村
内
各
種
団
体
の
ほ
か
村
民

多
数
の
方
々
か
ら
格
別
な
る
ご
支
援
と

温
か
い
ご
指
導
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
不
肖
私
二
期

無
投
票
当
選
と
い
う
誠
に
身
に
余
る
光

栄
に
浴
し
、
無
上
の
感
激
と
共
に
更
に

無
投
票
の
意
義
と
、
今
更
な
が
ら
責
務

の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
身
に
感
じ
、

一
万
有
余
の
明
和
村
民
の
代
表
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
職
に
就
い
た
以
上
は
、
村

民
各
位
の
ご
温
情
と
ご
期
待
に
報
い
る

で
ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
体
の
使
命
は
、
地
域
住
民
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
豊
か
で
文
化
の

高
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

特
に
私
は
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

魅
力
と
活
力
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を

骨
子
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
建
設

（
温
水
プ
ー
ル
・
多
目
的
施
設
の
建
設
）

の
推
進
、
国
道
―
二
二
号
線
の
拡
幅
を

軸
と
し
た
都
市
計
画
の
決
定
、
幼
児
教

-+ 

活
力

世
紀
に
向
け
て
魅
力
と

の
あ
る
郷
土
づ

く
り

た
め
に
、
過
去
四
年
間
の
経
験
と
反
省

の
も
と
に
初
心
に
帰
っ
て
、
私
の
情
熱

の
す
べ
て
を
傾
注
し
、
村
政
発
展
と
住

民
福
祉
向
上
の
た
め
全
力
を
尽
す
覚
悟

明和村長

斎 藤 犠
バよヽ

1・就任あいさつ|

民
間

育
と
学
校
給
食
の
改
革
、
生
涯
教
育
の

推
進
、
東
部
工
業
団
地
の
推
進
、
佐
貰

排
水
路
・
邑
楽
用
水
路
の
整
備
、
道
路

網
の
整
備
、
生
活
関
連
環
境
整
備
な
ど

を
進
め
、
明
和
村
の
躍
進
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て

か
ら
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今

日
の
行
政
の
流
れ
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
住
民
要
望
も
多
様
化
し
、
適
切

に
応
じ
ら
れ
る
の
は
、
直
接
住
民
に
接

し
て
い
る
市
町
村
以
外
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
発
想
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
市
町
村
か

ら
始
ま
る
新
し
い
波
が
全
国
各
地
に
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
や
市
町
村
行
政

も
競
争
の
時
代
に
入
り
、
住
民
の
発
想

を
大
切
に
し
た
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

私
の
村
政
に
対
す
る
姿
勢
は
、

感
覚
を
取
り
入
れ
た
ガ
ラ
ス
張
り
を
心

掛
け
、
生
の
声
を
拝
聴
し
、
皆
様
と
対

話
の
あ
る
村
民
本
位
の
村
づ
く
り
を
推

進
し
、
明
る
＜
美
し
く
豊
か
に
し
て
住

み
よ
い
血
の
通
っ
た
村
政
を
進
め
て
行

く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
、
旧
に
倍
し
ま
し
て

温
か
い
ご
理
解
と
限
り
な
い
ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

勺
f
ーj
 

初登庁で花束を受け取る斎藤村長

無
投
票
で
明
和
村
長
に
当
選
さ
れ
た

斎
藤
憲
村
長
は
、
七
月
二
十
三
日
、
村

議
会
議
員
、
橋
本
助
役
、
梁
瀬
収
入
役
、

野
木
村
教
育
長
、
村
職
員
ら
百
人
余
り

が
出
迎
え
る
な
か
、
後
援
会
関
係
者
ら

と
一
緒
に
初
登
庁
い
た
し
ま
し
た
。

出
迎
え
の
人
た
ち
か
ら
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
祝
福
の
言
葉
や
女

子
職
員
か
ら
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑

顔
で
こ
た
え
、
盛
大
な
拍
手
で
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

初登庁しバッジを付けてもらう斎藤村長

斎
藤
村
長

ヽ

初
登
庁

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (2) 



--71 

o
o
"
,
i
ロ

表彰式のようす 完
平成4年度組合別納税額・完納回数

二
収入済額 連続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 86人 34,398,300円 回

下江黒 83 35,945,900 

上江黒 132 38,856,100 21 

千津井 135 44,931,300 

江 口 146 56,488,000 

田 島 143 43,045,900 

南大島 310 100,477,100 

新 里 375 94,321,400 

中 クロ 285 74,886,367 

梅 原 225 64,648,100 4 

JI I 俣 112 19,989,000 26 

須 賀 118 25,228,600 

大 輪 218 52,939,900 

入ケ谷 36 8,297,600 34 

矢 島 166 52,866,900 

大佐貫 163 36,051,300 

計 2,733 783,371,767 

（゜村（県）民税 〇固定資産税
＊対象としだ税 〇軽自動車税 0 国民健康保険税（特徴法人、村外分等除く） ) 

七
月
三
十
日
、
平
成
四
年
度
村
税
完

納
表
彰
式
が
役
場
会
議
室
で
、
十
六
納

税
組
合
長
（
区
長
）
を
は
じ
め
、
来
賓

の
村
議
会
議
長
、
館
林
税
務
署
長
、
館

林
財
務
事
務
所
長
、
そ
の
他
関
係
者
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
年
度
は
十
六
組
合
（
行
政
区
）
中
、

四
組
合
が
完
納
、
入
ケ
谷
の
三
十
四
回

連
続
完
納
を
ト
ッ
プ
に
、
川
俣
の
二
十

六
回
、
上
江
黒
の
二
十
一
回
、
梅
原
の

四
回
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
田
島
三
十
二
回
、
斗
合
田
二

十
九
回
、
下
江
黒
二
十
八
回
、
江
口
二

十
二
回
、
須
賀
二
十
回
、
南
大
島
十
五

回
、
千
津
井
四
回
で
今
回
、
そ
れ
ぞ
れ

連
続
完
納
が
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
こ
れ
等
の
ご
労
苦
に
対
し
、

村
長
の
感
謝
の
こ
と
ば
、
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
村
か
ら
完

納
さ
れ
た
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
を
、

そ
の
ほ
か
の
組
合
に
は
努
力
賞
を
贈
り

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

私
は
、
初
め
て
日
本
に
来
て
明
和
村

の
人
々
の
優
し
さ
と
寛
容
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

明
和
村
に
到
着
し
た
そ
の
日
か
ら
、
こ

こ
が
自
分
の
故
郷
に
な
る
と
思
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

私
に
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
多

く
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
納
涼
祭

で
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
こ
と
、
村
民

体
育
祭
で
た
ば
こ
火
つ
け
リ
レ
ー
を
見

た
こ
と
、
皇
室
の
御
成
婚
、
興
味
深
い

政
治
、
私
の
日
本
語
の
先
生
：
•
そ
し
て
、

も
ち
ろ
ん
明
中
の

I
I

ス
ー
パ
ー
元
気
な
”

生
徒
た
ち
。

私
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
私
を
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
明
和
村
の
皆

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
明

中
の
先
生
方
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
の
人
生
に
お
い
て
こ
の

一
年
間
が
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
よ

う
ご
助
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

• 
ブラッド・

イングムンソンさん

あ
世
話
に
な
り
ま
し
だ

ブ
ラ
ッ
ド
・
イ
ン
グ
ム
ン
ソ
ン

(3) 広報めいわ 平成 5 年 8 月 10 日



明和村長選挙
斎藤恵さ ん無投票当選

任
期
満
了
（
七
月
二
十
二
日
）
に
伴

う
、
村
長
選
挙
は
七
月
六
日
告
示
、
十

一
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

立
候
補
者
の
届
け
出
が
斎
藤
憲
さ
ん
一

人
で
し
た
の
で
、
無
投
票
当
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
の
曽
祖
父
斎
藤
金
重
郎
さ

ん
は
、
明
治
の
代
に
二
期
、
父
斎
藤
光

太
郎
さ
ん
は
、
旧
佐
貰
村
長
か
ら
合
併

後
の
初
代
明
和
村
長
を
務
め
ら
れ
た
、

名
門
の
家
柄
で
あ
り
、
親
子
三
代
村
長

を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

斎
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月

村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
元

年
七
月
ま
で
村
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
。

そ
の
間
に
、
議
長
、
副
議
長
を
務
め
、

公
正
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
方

自
治
の
発
展
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
任
期
途
中
で
辞
任
し
た
前

村
長
の
あ
と
を
引
き
継
い
で
、
平
成
元

年
七
月
、
無
投
票
で
当
選
さ
れ
、
今
回

二
期
目
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
村
政
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村議補選地区別投票結果

, 
—— 
,
(
'
¥
 

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 296 人 240 人 56 人 81.  08 % 4 位

下江黒 258 219 39 84.88 2 

上江黒 391 303 88 77.49 5 

千津井 459 315 144 68.63 12 

江 口 477 297 180 62.26 13 

田 島 428 297 131 69.39 10 

南大島 924 758 166 82.03 3 

新里 1,010 579 431 57.33 15 

中 クロ 776 403 373 51.  93 16 

梅原 676 513 163 75.89 6 

J 11 俣 310 215 95 69.35 11 

須賀 374 280 94 74.87 8 

大輪 693 495 198 71.43 , 
入ヶ谷 97 88 , 90.72 1 
矢 島 522 392 130 75.10 7 

大佐貰 519 302 217 58.19 14 

計 8,210 5,696 2,514 69.38 

員
補
欠
選
挙

前
議
長
島
田
誠
司
さ
ん
の
死
去
に
伴

う
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
七
月
六

日
告
示
、
十
一
日
村
内
七
カ
所
で
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
候
補
者
は
、
欠
員
定
数
一
人
に
対

し
て
二
人
が
立
候
補
し
、
少
数
激
戦
と

な
り
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
岡
安
今
朝
雄
さ

ん
（
六o
)が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
率
は
前
回
（
平
成
三
年

八
月
・
村
議
会
議
員
選
挙
）
よ
り
二
〇

•
五
四
ポ
イ
ン
ト
も
下
か
り
ま
し
た
。

三
八
％

〇
候
補
者
別
得
票
数

⑮
岡
安
今
朝
雄
（
無
新
）
三
、
八
六
九
票

海
老
原
金
平
（
共
前
）
一
、
六
四
五
票

〔
敬
称
略
〕

0
投
票
結
果

◎
当
日
有
権
者
数

◎
投
票
者
総
数

（
有
効
票

（
無
効
票

◎
棄
権
者
数

◎
投
票
率

投
票
率

六
九. 

岡
安
さ
ん
当
選

村
議
会
議

八
、
ニ
―
0
人

五
、
六
九
六
人

五
、
五
一
四
票
）

一
八
二
票
）

二
、
五
一
四
人

六
九
・
三
八
％

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク

対
策
協
議
会
（
総
務
庁
、
警
察
庁
、
大

蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省
等
）
で

は
、
9

月
1

日
か
ら

3
0日
ま
で
「
無
保

険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

二
五
O
c
c以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車
検

制
度
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠
責

保
険
（
共
済
）
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘

れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら

と
い
っ
て
も
「
油
断
は
禁
物
」
、
無
保
険

（
無
共
済
）
で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し

た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共

済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
無
保
険
（
無
共
済
）
で
走

る
と
、

6

カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

5
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点

数
6

点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
と
な

り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
、

農
協
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
に
も
必
す

自
賠
責
保
険

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (4) 



衆院選地区別投票結果
地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 296 人 267 A 29 人 90.20 % 3 位

下江黒 259 237 22 91. 51 2 

上江黒 397 344 53 86.65 6 

千津井 464 401 63 86.42 8 

江 口 478 402 76 84.10 12 

田 島 430 385 45 89.53 4 

南大島 928 803 125 86.53 7 

新 里 1,017 780 237 76.70 15 

中 公ロ 783 588 195 75.10 16 

梅 原 679 578 101 85.13 1 1 

),, 俣 313 270 43 86.26 , 
須 賀 379 334 45 88.13 5 

大 輪 693 578 115 83.41 13 

入ヶ谷 97 90 7 92.78 1 

矢 島 523 451 72 86.23 10 

大佐貫 524 422 102 80.53 14 

計 8,260 6,930 1,330 83.90 

政
治
改
革
と
政
界
再
編
成
を
争
点
に

第
四
十
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
七

月
四
日
公
示
、
七
月
十
八
日
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
第
二
区
で
は
、

ー
ニ
議
席
を
め
ぐ
り
七
人
が
立
候
補
し
、

近
年
に
な
い
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
谷
津
義
男
氏
、

笹
川
鹿
氏
、
中
島
洋
次
郎
氏
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
本
県
の
投
票
率
は
、
現
行
選

挙
制
度
最
も
低
率
で
し
た
第
二
十
三
回

中
島
氏
当
選

総
選
挙
（
昭
和
二
十
二
年
四
月
）
の
七

四
・
七
一
％
を
さ
ら
に
三
・
六
ニ
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
過
去
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。

本
村
の
投
票
率
は
、
八
三
・
九
0
%

と
前
回
の
第
三
十
九
回
総
選
挙
（
平
成

二
年
二
月
）
よ
り
五
・
八
三
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
ま
し
た
が
、
邑
楽
郡
内
は
も
ち

ろ
ん
、
全
県
下
で
も
常
に
上
位
に
ラ
ン

ク
、
今
回
も
県
平
均
七
―

·
O
九
％
を

―
ニ
・
八
一
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
好
成

績
で
し
た
。

谷
津
氏. 
笹
川
氏. 

〇
候
補
者
別
得
票
数

谷
津
義
男
（
自
前
）
三
、
七
三
四
票

笹
川
甕
（
無
前
）
一
、
四
三
七
票

長
沼
広
（
社
新
）
六
五
九
票

中
島
洋
次
郎
（
自
前
）
四
三
六
票

清
水
聖
義
（
日
新
）
四
ニ
―
票

小
菅
啓
司
（
共
新
）
―
-
五
票

石
川
四
郎
（
無
新
）
三
二
票〔

敬
称
略
〕

明
和
村
の
投
票
結
果

昼
衆
議
院
議
員
総
選
挙

◎
当
日
有
権
者
数
八
、
二
六

0
人

◎
投
票
者
総
数
六
、
九
三

0
人

（
有
効
票
六
、
八
三
四
票
）

（
無
効
票
九
六
票
）

◎
棄
権
者
数
一
、
三
三

0
人

◎
投
票
率
八
三
・
九

0
%

0
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

◎
当
日
有
権
者
数
八
、
二
六

0
人

◎
投
票
者
総
数
六
、
八

0
七
人

（
有
効
票
六
、
四
八
四
票
）

（
無
効
票
三
二
三
票
）

◎
棄
権
者
数
一
、
四
五
三
人

◎
投
票
率
八
ニ
・
四
一
％

衆
院
選
結
果
（
群
馬
2

区
）

明
和
村
分
（
得
票
順
）

芦
加
＇
加
レ

r
'
門
戸

最高裁国民審査結果（明和村分）

裁判官氏名
罷免を可と 罷免を可とし

する投票数 ない投票数

大野正男 356 6,128 

味村 治 352 6,132 

大白 勝 347 6,137 

木崎良平 342 6,142 

小野幹雄 329 6,155 

大西勝也 309 6,175 

佐藤庄市郎 318 6,166 

可部恒雄 301 6,183 

三好 達 283 6,201 

計 2,937 55,419 

r 
ー·/,

伶l

開票作業のようす
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若
年
層
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
そ

の
人
た
ち
に
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解

が
得
ら
れ
な
い
、
老
後
に
対
す
る
認
識

不
足
な
ど
の
要
因
か
考
え
ら
れ
ま
す
。

村
の
事
業
に
支
障
か

検
認
率
の
低
下
か
村
の
事
業
に
も
支

障
を
き
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

な
せ
検
認
率
が

低
下
し
た
の
か

明
和
村
の
現
状

明
和
村
の
平
成
4
年
度
実
績
に
よ
る

と
国
民
年
金
受
給
者
は
1

、
5
3
7
人

で
6
億
5
千
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
年
金
加
入
者
が
納
付
し
た
保
険

料
は
、
1

億
5
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、

1

、
4
6
6
人
の
国
民
年

金
加
入
者
（
第
1

号
被
保
険
者
：
．
農
林

漁
業
・
商
工
業
な
ど
の
自
営
業
者
や
学

生
等
で
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人
）
の

う
ち
2
1
2
人
が
保
険
料
を
完
納
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
検
認

率
が
2
年
連
続
ダ
ウ
ン
し
、
平
成
4
年

度
の
検
認
率
は
9
1
.
6
％
で
し
た
。

平成 4 年度国民年金

行政区別検認率（収納率）表

行政区 検認率％

斗合田 95.2 

下江黒 96.0 

上江黒 100.0 

千津井 86.2 

江 口 93.8 

田 島 92.7 

南大島 93.8 

新 里 86.8 

中 父ロ 82.5 

梅 原 92.0 

JI I 俣 100.0 

須 智—^`‘ 92.6 

大 輪 93.7 

入ケ谷 98.5 

矢 島 93.3 

大佐貫 86.0 

合 計 91.6 

村
で
は
各
種
施
設
の
整
備
に
国
等
の

補
助
金
や
借
入
金
を
あ
て
て
い
ま
す
。

借
入
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
料
お
よ
び

国
民
年
金
保
険
料
の
積
立
金
の
一
部
を

被
保
険
者
等
の
福
祉
増
進
に
直
接
役
立

つ
施
設
整
備
等
の
運
用
目
的
に
国
が
貸

し
出
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
検
認
率

の
低
い
市
町
村
に
は
融
資
し
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
は
、
過
去
に
は
こ
の
融
資
を
利

用
し
て
、
公
民
館
、
社
会
体
育
館
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
融
資
を
受
け
て
事
業
を

行
う
場
合
、
検
認
率
が
向
上
し
な
い
限

り
厳
し
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
検
認
率
の
低
下
は
村
単
独
の

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

保
険
料
を
納
付
す
る

の
は
加
入
者
の
義
務
で
す

事
業
以
外
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
（
館
林
厚
生

病
院
）
が
、
建
物
の
増
改
築
と
医
療
器

械
を
購
入
す
る
の
に
厚
生
省
の
補
助
金

を
申
請
す
る
た
め
に
は
、
明
和
村
で
検

認
率
が
低
下
す
る
と
連
帯
責
任
に
よ
り

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
で
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
人
が
い
る
た
め
に
、
私
た
ち

の
生
活
に
も
影
響
が
で
て
こ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
に
な
っ
た
り
、
不
幸
に
も
一
家
の

も
し
も
の
と
き
あ
な
た
の

く
ら
し
を
守
り
ま
す

国
臣
員

n
n
n

唄
1
,
-

が
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
、
国
民
の

義
務
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
老
後
に

決
ま
っ
た
額
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
こ

と
は
、
心
強
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
う
な
る
た
め
に
は
、
”
年
金
な
ん
て
、

遠
い
将
来
の
こ
と
I
J
と
思
わ
ず
、
若
い

う
ち
か
ら
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

若
い
と
き
は
老
後
の
こ
と
な
ど
実
感

が
わ
か
な
い
と
い
う
人
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
の
生
活

を
考
え
る
と
、
年
金
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国

民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
の

は
、
自
分
自
身
が
幸
せ
な
人
生
を
送
る

た
め
で
す
。

現
在
支
払
わ
れ
て
い
る
年
金
は
、
そ

の
％
を
国
庫
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

が
負
担
し
、
残
り
％
を
保
険
料
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
き
ち
ん
と

納
付
す
る
の
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
の
義
務
で
す
。

の

家
族
は

働
き
手
か
亡
く
な
っ
た
と
き
、

ど
う
な
り
ま
す
か
。

保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
と
き
困
ら
な

い
よ
う
に
保
険
料
は
忘
れ
ず
納
期
限
を

令
今

守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。

｀
心
E
]

妙
Q
l

あ
な
た
は
権
利
を

放
棄
し
ま
す
か

国
民
年
金
保
険
料
は
2
0
歳
か
ら
6
0
歳

に
な
る
ま
で
の
4
0
年
間
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
保
険
料

を
納
め
て
い
た
あ
な
た
、
こ
こ
で
納
め

る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
と
年
金
が
も

ら
え
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ま

ま
で
掛
け
て
い
た
保
険
料
も
無
駄
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
最
低
2
5
年
以
上
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
4
0
年
納

付
で
満
額
、
2
5
年
以
上
少
し
で
も
長
く

納
付
す
れ
は
そ
の
分
が
年
金
額
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
経
済
的
に
ど
う
し
て
も
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (6) 
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ポンフ損法競技大会
迅速な行動・確実な動作
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表彰式のようす

0
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

④
優
勝
第
三
分
団
第
一
班

④
準
優
勝
第
一
分
団
第
一
班

Q
二
位
第
二
分
団
第
一
班

〇
同
（
個
人
）

④
優
秀
賞

〇
指
揮
者
野
本
哲
男
（
大
輪
）

0
一
番
員
薗
部
哲
也
（
上
江
黒
）

0
二
番
員
鈴
木
公
明
（
斗
合
田
）

0
三
番
員
村
田
真
（
大
輪
）

0
四
番
員
恩
田
敬
次
（
川
俣
）

〇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

(7) 広報めいわ

員団、
つ

テノ，1を支
小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
（
団
体
）

辛
兄
土
兄て動子

4
ノ
ーな敏機

七
月
十
八
日
、
明
和
中
学
校
校
庭
で
、

消
防
団
員
か
火
災
防
ぎ
ょ
活
動
に
お
い

て
使
用
す
る
機
械
器
具
等
の
基
本
的
な

取
扱
い
と
操
作
方
法
を
習
得
し
、
も
っ

て
火
災
防
ぎ
ょ
の
万
全
と
有
事
即
応
の

体
制
を
確
立
す
る
目
的
で
、
明
和
消
防

団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が

行
わ
れ
、
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

篠
木
加
仁

石
村
一
久

渋
谷
功

関
口
武

0
優
勝
第
一
分
団
第
二
班

0
準
優
勝
第
二
分
団
第
二
班

〇
二
位
第
三
分
団
第
二
班

〇
同
（
個
人
）

0
優
秀
賞

〇
指
揮
者

0

一
番
員

0
二
番
員

0
三
番
員

（
大
佐
貰
）

（
大
佐
貰
）

（
田
島
）

（
江
口
）

〔
敬
称
略
〕

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
・
（
団
体
）

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
・
（
個
人
）

優
勝
し
た
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん

小
型
ポ
ン
プ
の
部
・
（
個
人
）

—— —— 
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平成 5 年 8 月 10 日



地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
相
互
の

親
ほ
く
を
図
ろ
う
と
、
各
地
区
で
お
ま

つ
り
が
行
わ
れ
、
お
は
や
し
や
あ
み
こ

し
の
か
け
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
だ
。

ま
だ
、
自
慢
の
の
と
を
披
露
す
る
カ

ラ
オ
ケ
や
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
三
昧
線
演

奏
、
民
謡
踊
り
な
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

組
み
込
ま
れ
て
、
あ
ま
つ
り
気
分
を
盛

り
上
げ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
シ
ョ

ン
を
図
つ
て
い
ま
し
だ
。

威勢よくおみこしを担ぐ大佐貫地区の皆さん

9
卜
で
ゆ
；
＇rr

•-•‘ 

中谷地区の子どもおみこし

斗合田地区の獅子舞（ささら）

江口地区の獅子舞（ささら）

下江黒地区の獅子舞 （ささら）

手
『
巴
且
←
I
l出
．
[
ほ

5
―

6

千津井地区の納涼祭

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (8) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

全
国
の
な
し
生
産
者
本
村
t
視
察

全
国
に
お
け
る
な
し
生
産
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
栽
培
技
術
、
経
営
改
善

お
よ
び
流
通
動
向
に
つ
い
て
研
究
討
議

を
行
い
、
産
地
間
交
流
と
連
帯
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
の
士
気
を
高

揚
し
、
高
品
質
な
し
生
産
の
恒
久
か
つ

安
定
的
な
発
展
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
七
月
十
五
日
・
十
六
H

、
前
橋
市

民
文
化
会
館
で
第
四
十
三
回
全
国
な
し

研
究
大
会
が
開
か
れ
、
二
日
目
の
十
六

H

、
産
地
視
察
と
い
う
こ
と
で
な
し
生

産
者
大
会
参
加
者
三
百
二
十
人
余
り
が

本
村
田
島
地
区
の
小
菅
守
夫
宅
梨
園
と

南
大
島
地
区
の
今
成
不
二
也
宅
梨
園
の

す
ニ
カ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

ぅ
そ
し
て
、
歓
迎
式
典
は
小
菅
宅
梨
園

の
で
行
わ
れ
、
斎
藤
村
長
、
坂
上
市
農
協

ょ典
専
務
理
事
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

声
園
主
の
小
菅
さ
ん
と
今
成
さ
ん
を
紹
介

歓
し
、
館
林
農
業
改
良
普
及
所
の
職
員
が

視
察
園
の
概
要
説
明
を
行
い
、
式
典
は

終
了
し
ま
し
た
。

東
小
学
校
で
は
、
児
童
会
と
J

R
C

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
北
海
道
南
西

沖
地
震
の
被
災
者
に
救
援
金
と
救
援
物

資
を
贈
ろ
う
と
、
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。そ

の
結
果
、
救
援
金
七
万
三
、
五
〇

八
円
と
、
学
用
品
、
衣
類
な
ど
段
ボ
ー

ル
箱
十
二
個
余
り
の
品
物
が
集
ま
り
、

早
速
荷
詰
め
作
業
を
行
い
七
月
二
十
日
、

郵
便
局
を
通
し
て
地
震
対
策
本
部
へ
郵

送
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
幼
稚
園
で
も
小
学
校
と
一

緒
に
支
援
活
動
を
行
い
、
学
用
品
、
衣

類
な
ど
段
ボ
ー
ル
箱
八
個
を
送
り
ま
し

こ
。t
 それ

か
ら
、
西
小
学
校
六
年
C

組
で

も
募
金
活
動
を
行
い
、
救
援
金
二
万
二
、

七
七
0
円
送
り
ま
し
た
。

梅
原
の
始
澤
重
信
さ
ん
（
六
一
）
が
、
こ

の
ほ
ど
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

者表
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

代
始
澤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月

の園
一
日
か
ら
現
在
ま
で
人
権
擁
護
委
員
と

科
し
て
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高

幼東
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

,
4
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前

r
l

i
-
―
を等金援救

始澤重信さん

全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

始
澤
重
信
さ
ん

買物客にチラシ等を配布する安協婦人部

(9) 広報めいわ

班
[
'
菩
苦
院
吋
ー
←
腐
翌
1
4
互
容
器
互
直

七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
・
レ

デ
ィ
ス
交
通
安
全
旬
間
か
行
わ
れ
、
本

村
で
は
期
間
中
の
七
月
十
三
日
、
村
交

通
対
策
協
議
会
が
村
安
全
協
会
婦
人
部

の
協
力
を
得
て
、
フ
ジ
マ
ー
ト
明
和
店

前
で
買
物
客
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
マ
）

者加
に
対
し
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
地
域
、
家

参
庭
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
啓

i

l

 t
 
し
発
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

寸木
し
た
。

来

買
物
客
に
交
通

安
全
の
呼
ひ
掛
け

平成 5 年 8 月 10 日
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一

六
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
五
回
目
に
な
り

ま
し
た
か
、
今
回
は
「
魚
と
健
康
」
に

つ
い
て
で
す
。
表
は
、
食
事
調
査
の
「
魚

は
よ
く
食
べ
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
の

結
果
で
す
。
毎
日
食
べ
る
群
は
各
項
目

で
だ
い
た
い
四
割
の
人
が
回
答
し
て
お

リ
、
週
に
一
―
＼
三
回
は
食
べ
る
群
と
合

わ
せ
る
と
九
割
以
上
の
人
が
魚
を
常
食

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
「
魚
」
の
す
ば
ら
し
い
働
き
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
少
な
く
と

も
一
日
一
回
は
魚
を
食
べ
る
よ
う
に
心

館
林
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
宮
城
修

先
生
の
三
回
目
の
原
稿
は
、
「
れ
ば
」
·

「
だ
ら
」
脳
内
出
血
で
す
。

脳
外
科
医
か
治
療
に
あ
た
っ
て
い
て
、

無
力
感
を
抱
く
病
気
の
―
つ
に
脳
内
出

血
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
脳
内

出
血
に
よ
っ
て
生
じ
た
運
動
ま
ひ
や
言

語
障
害
な
ど
の
後
遺
症
は
完
全
に
回
復

す
る
こ
と
か
少
な
い
は
か
り
で
な
く
、

そ
の
後
の
日
常
生
活
か
大
き
く
制
限
さ

れ
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
病
気

は
あ
る
程
度
予
防
が
可
能
で
あ
る
か
ゆ

え
に
悔
し
さ
が
残
る
の
で
す
。

脳
内
出
血
は
、
運
動
神
経
や
感
覚
神

一

ハ
ロ
ー
健
康
⑰

が
け
て
く
だ
さ
い
。

E
P
A

や
D
H
A

が
体
に
い
い

魚
の
油
に
含
ま
れ
る

E
P
A

（
エ
イ

コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
や

D
H
A

（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
に
は
、
血
栓
を

防
ぎ
心
筋
梗
塞
か
ら
命
を
守
る
す
ご
い

力
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
や
脳
・
神
経
機

能
を
向
上
さ
せ
る
作
用
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
研
究
で

D
H
A

を

多
く
と
る
と
知
能
の
発
達
が
よ
く
な
る

と
の
報
告
も
あ
り
、
老
人
性
痴
呆
症
の

予
防
に
も
効
果
か
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

D
H
A

の
多
い
魚
は
脳
が
ほ
ぱ
完
成
さ
れ
る
三
ー

五
歳
ご
ろ
ま
で
に
食
べ
さ
せ
る
と
脳
の

機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
と
き
に
多
発
す

る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
か
確
か

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

経
が
密
集
し
て
い
る
大
脳
基
底
核
と
よ

は
れ
る
場
所
に
生
じ
や
す
く
、
こ
れ
ら

の
神
経
線
維
を
ず
た
ず
た
に
寸
断
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
血
の
反

対
側
の
手
足
に
強
い
ま
ひ
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
脳
内
出
血

で
入
院
し
て
き
た
患
者
さ
ん
の
多
く
の

人
は
、
そ
の
原
因
が
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

動
脈
硬
化
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、

「
ふ
だ
ん
塩
分
を
制
限
し
て
い
れ
ば
：
·
」
、

「
高
血
圧
を
も
っ
と
し
っ
か
り
治
療
し

て
い
た
ら
：
．
」
と
い
う
よ
う
な
反
省
の

言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
す
。

さ
て
、
一
般
に
塩
分
や
脂
肪
分
を
制

限
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
も
、
実
際
に

は
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
の
か
現
状
か
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
次
の
要
領
で
実
行
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
①
丁
度
好
い
味
の
味
噌
汁

は
閾
程
お
湯
を
加
え
て
う
す
味
に
し
、

こ
れ
に
慣
れ
た
ら
さ
ら
に
う
す
味
に
挑

戦
し
ま
す
。
②
ソ
ー
ス
な
ど
は
お
か
ず

に
直
接
か
け
る
の
で
は
な
く
、
別
の
皿

に
と
り
、
少
し
ず
つ
つ
け
て
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
③
サ
ラ
ダ
は
で
き

れ
ば
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
無
し
で
ウ
サ
ギ
の

よ
う
に
：
·
·
:
、
④
御
飯
を
ゆ
っ
く
り
食

べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
箸
で
一

回
に
取
る
量
を
半
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
4
0
歳
を
過
ぎ
た
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

DHA（ドコサヘキサエン酸）を
多く含む食品

まぐろ（脂身）

さは（缶詰、水煮）

ぶり（焼き）

すじこ

さば（塩干し）

まいわし（丸干し）

まだい（生） （養殖）

ぶり（生） （天然）

さば（生）

さんま

100 g当たリ（単位mg)

2,900 

2,400 

2,300 

2,200 

2,200 

2,100 

1,800 

1,800 

1,800 

1,400 

ま
た
、
近
年
子
ど
も
の
成
人
病
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
や

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
を
食
べ
続
け
る
と
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
か
っ
た
り
、
成
人

型
の
糖
尿
病
や
脂
肪
肝
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、

子
ど
も
の
頃
の
食
生
活
は
、
一
生
の
嗜

好
と
関
係
し
て
き
ま
す
。
是
非
魚
料
理

中
心
の
食
生
活
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
魚
油
は
大
変
不
安
定
な
油
で
、

酸
化
す
る
と
全
く
効
果
が
な
く
な
る
の

で
、
で
き
る
限
り
新
鮮
な
も
の
を
食
べ

る
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

の
と
り
す
ぎ
を
避
け
る
た
め
、
肉
類
よ

り
も
魚
や
豆
腐
を
多
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

体
力
を
つ
け
る
に
は
肉
食
よ
り
も
運
動

の
ほ
う
か
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
両
親

か
塩
分
の
多
い
高
血
圧
的
食
事
を
し
て

い
る
と
、
子
ど
も
も
濃
い
味
を
好
む
よ

う
に
な
り
、
高
血
圧
に
陥
る
可
能
性
が

高
く
な
る
こ
と
で
す
。

「
…
れ
ば
」
、
「
：
•
た
ら
」
と
悔
し
か

る
事
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
貰
方
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
食
生
活
を
ち
ょ
っ

と
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

50 100(%) 

全
男
女

体

血圧治療中

血圧治療無

東
中
西

部
部
部

□毎日匿週 2~3 回
□ほとんど食べない

県
で
は
、
食
品
衛
生
指
導
員
事
業
活

動
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
⑪
群
馬
県

食
品
協
会
に
委
託
し
、
平
成
三
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

島
田
さ
ん
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
連

続
で
委
嘱
さ
れ
、
今
回
三
選
目
で
す
。

島
田
高
男
さ
ん
（
中
谷
）

特
別
食
品
衛
生
指
導
員

に
委
嘱
さ
れ
る

食
中
琶
に
注
意
を

近
年
、
食
品
加
工
技
術
の
向
上
や
消

＇
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、
私
た

ち
の
ま
わ
り
に
は
、
多
種
多
様
な
食
品

か
出
回
り
豊
か
な
食
生
活
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
蒸
し
暑
い
日
か
続
く

こ
の
時
期
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
、
昨
年
は
、
五
百
五
十
件
以
上
発
生

し
、
患
者
数
も
二
万
九
千
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

快
適
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

食
品
衛
生
の
確
保
か
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

L

手
指
や
調
理
器
具
の
洗
浄
消
毒
は
、

十
分
で
す
か
。

2

手
早
く
調
理
し
、
早
め
に
食
べ
る
よ

う
に
心
か
け
て
い
ま
す
か
。

5
購
入
し
た
食
品
を
車
の
ト
ラ
ン
ク
に

何
時
間
も
入
れ
て
な
い
で
す
か
。

↓
調
理
は
、
食
品
の
中
心
部
ま
で
熟
か

通
る
よ
う
十
分
に
加
熱
し
て
い
ま
す

ヵ食
品
衛
生
に
関
す
る
相
談
は
、
館
林

保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (10) 



④
期
日

④
会
場

④
対
象

ー
ム

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

2
9日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

8

月

9
月
1
0日
⑥

ふ
る
さ
と
の
広
場

村
内
在
住
者
で
編
成
す
る
チ

第
1
2回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
—
ム
募
集

0
期
日

9
月

2
6日
⑪

第
1
9回
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

④
期
日

9

月

2
6日
⑪

④
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

④
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9
月

1
2日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

矢
島
・
入
ケ
谷

田
島
新
里
東
邦
工
業

ェ
ロ

‘
、
‘
、
.
千
井
M

C

 
s 津

優勝した「 MSC 」チーム

(11) 広報めいわ

①
期
日

9
月
1
2
日
閻

④
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

①
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9
月

3

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
8

回
村
民
テ
ー
ス

大
会
参
加
者
募
集

第
1
7回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に:~:..9立一—―-----­
優勝した「千津井老人クラブ B 」チーム

第
1

回
村
民
サ
ッ
カ
—

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

• : •‘・： ぶ・，‘(_: ·.•::.: __ ｷ{¥f. ••.. :.i.. ~ 
. •. • : 

社会体育館 ・｀＇... 合84・や4626•••9••• 
•. • ｷ •. •..r ; •... ••-: ｷ.......... 

④
期
日

9

月
1
2日
⑪
・
1
9日
⑪

④
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

④
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

8

月

2
9日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
1
6回
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

④
期
日

9
月
1
2日
同

④
会
場
社
会
体
育
館

④
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9
月

3

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
4
回
村
民
コ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

第
3
7回
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

④
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

④
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

9

月

1
2日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

④
期
日

9
月

2
8日
因

④
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

④
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者

④
募
集
人
数
2
0
0
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

④
参
加
費

1
1
,
0
0
0

円
（
プ
レ

ー
代
、
昼
食
代
、
参
加
賞
代
、
パ
ー

テ
ィ
ー
代
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
含
む
）

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

8
月

2
5日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、

参
加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
。

ソ三準優
フ優
卜位勝勝
ボ

1 江田 M
ルロ島 S

7 ll4X 16XI 9 クソソ C
ラフ•フ
ブトト
愛ボ
好 I
会ル

・冒
里会

第
3
7
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〔A
ブ
ロ
ツ
ワ
〕

優
勝
明
和
愛
好
会

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

〔B
ブ
ロ
ッ
ク
〕

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

ムt
ｭ

し麟
第
8

回
老
人
ク
ラ
ブ

ク
ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

口
優
勝

ブA
準
優
勝

三
位

千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ
B

千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ
C

斗
合
田
寿
楽
会
3

B ブロック・優勝した「キャッツ愛」チーム

平成 5 年 8 月 10 日



成人式に出席を

20 歳の旅立ち
村では、下記のとおり成人式を予

定しています。

本村在住でなくても出身であれば

出席できますので郷里で成人式に参

加しましょう。

0期日＝ 9 月 23 日（秋分の日）

昼会場＝中央公民館講堂

0該当者＝昭和48年 4 月 2 日～昭和

49年 4 月 1 日までに生まれた人

※詳しくは、教育委員会（中央公民

館内）合（84)4491へお問い合わせく

ださい。

県有施設一日見学会

参加者募集
0期日＝ 9 月 7 日（火）

圏応募資格＝館林市、邑楽郡内在住

で、年齢が18歳以上の人

〇応募人数＝ 100人（定員を超える応

募があった場合は、初参加者を優

先し、抽選で決定します）

〇参加費＝無料

〇集合時間・場所＝午前 7 時15分・

村中央公民館

圏見学場所＝妙義公園、近代美術館、

歴史博物館

圏申し込み期限＝ 8 月 23 日（金）

蒼申し込み方法＝往復ハガキ (1 枚

に 2 人まで連記可）に、住所、氏

名、年齢、職業、電話番号、過去

参加の有無を明記のうえ、申し込

んでください。

※詳しくは、〒374 館林市仲町11-

10 館林財務事務所地域振興室合

(72) 4461 までお問い合わせください。

8 月は電気使用

安全月間です
電気知識の普及と、夏季の電気災

害を防止するため設けられた月間で

す。電気の安全は使用する皆さんが

主役です。電気機器を安全に使う 5

つの約束を守りましょう。

1 漏電遮断器を取り付けて、電気の

事故を防ぎましょう。

2．アース線はしっかり取り付けまし

ょう。

3 ．濡れた手で、電気製品を使うのは

やめましょう。

4．電気製品の取扱い説明書は必ず読

みましょう。

5. コードの接続には、プラグとコネ

クターを使いましょう。

「特別・児童扶養手当」

要件を満だしている人

は申請してください
〔特別児童扶養手当（障害児）〕

精神または身体に障害をもつ満20

歳未満の子どもの父・母または養育

者に支給されます。

児童が障害を支給事由とする公的

年金を受給していたり、施設に入所

（通所は除く）している場合または

前年の所得が定められた額以上であ

る場合は支給されません。

〔児童扶養手当（田子家庭等）〕

父母の離婚などにより父親と生計

を同じくしていない母子家庭等の18

歳未満の児童の母または養育者に支
給されます。

公的年金を受けている人や、前年

の所得が定められた額以上である場

合は支給されません。

支給要件を満たしながら、まだ支

給を受けていない人は、役場住民課

で手続きをしてください。

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

ください。

家庭で出来るリハビリ

テーション公開講座
0 日時＝ 9 月 12 日（日） 午前10時から

午後 4 時まで

0会場＝日高病院（高崎市中尾町）

0定員＝ 60人（先着順）

〇講師＝県立リハビリセンター

石井優先生と理学療法士会員

圏参加費＝ 1,000円

圏申し込み方法＝往復ハガキに氏名、

性別、職種、住所、電話番号、テ

キストの要・不要を明記して、申

し込んでください。

圏募集期限＝ 8 月 20 日

〇申し込み先＝〒375 藤岡市藤岡

942-1 多野総合病院リハビリ科

まで申し込んでください。

「庭と花つくりのコッ」

緑化講座参加者募集
＊日時＝ 9 月 9 H （木）午前 10時～正午

＊場所＝県緑化センター（邑楽町）

〇募集人員＝ 35人

衝参加費＝無料

蒼講師＝緑の相談員 飯塚博久先生

0その他＝雨天決行

※詳しくは、県緑化センター合 (88)

7188へお問い合わせください。

”くらし
の

情報・案内
0=0二o=o=o 二 0 二 0 ご 0 二 o=o 二 0=0=0 ご 0 二 o=o 二 0=0 二 0 ご 0 こ 0 二 o=o 二 0=0:o ニ

貨打囮無翡法律阻麟履ｷ-·ーーー・ー・→ •~ ----—ー・----・ ―~-----------•―ー・-------··--・～ー・ー・一---・ー ... 
o=o 二 0 こ 0 二 0 こ 0 二 0=0 二 0 二 0 ご 0 二 0 ご〇二 0 ご 0=0 二o=o=o=o 二 o=o=o 二 0 二 0=0 ニ

◇日時＝ 9 月 10 日（鉗

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 9 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 9 月 7 日（火）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 9 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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嘉国道庫冒故畠禰置冒
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◇日時＝ 9 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

ど望戸：：：：：蓋：゜：：｀輝：：着麟：：｀
◇日時＝ 9 月 2 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 5 年 8 月 10 日 冷房温度は28℃を目安に、節電にご協力ください。 広報めいわ (12) 



来をン ジし
る卒タアャて七
ま業リデさ‘月
で‘オィん力‘
カ専少1、 I ルがナ中
ナ攻出・米ダ学
ダは身ク村か生
信物でワしらの
託理‘ジまア英
銀学トャしデ語
行で口さたィ指

しー～…や直即Ht:♦.:.;;t);;~~ ，ず＇～ ノし 湖賃本：仁゜ル．冒

務村大‘ ク手
しに学オ ワと

アディル・

クワジャさん

の
認
定
資
格
が

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

得
ら
れ
ま
す
。

〇
申
し
込
み
資
格
高
校
卒
業
以
上

〇
申
込
受
付

8

月
2

日

1
1
0
月5
日

0
高
等
学
校
専
攻
科
※
詳
し
く
は
、
東
京
都
国
立
市
富
士
見

◎
社
会
福
祉
コ
ー
ス
台

2
|
3
6
N
H
K

学
園
8
E
5
2

0

二
年
間
の
学
習
で
「

N
H
K

学
園
福
係

6
0
4
2
5
⑰
3
1
5
1

へ
。

,
'
、

て
い
ま
し
た
。
一
九
六
五
年
七
月
五
日

生
、
二
十
八
歳
、
独
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c
 館林地区消防組合

募集消防職
館林地区消防組合では、平成 6 年

度に採用する消防職員を募集します。

〇応募資格＝消防組合管内（館林市、

板倉町、明和村、千代田町、邑楽

町）に住んでいる高校卒業（卒業

見込みを含む）の者で、昭和48年

4 月 2 日から昭和51年 4 月 1 日ま

でに生まれた日本国籍を有する者。

ただし、管外に住んでいても、

家族か管内に住んでいれば応募で

きます。

圏募集人員＝若干名

〇応募期間＝ 8 月 9 日（月）～ 23 B （月）

圏試験日および場所

0 第 1 次試験 （筆記試験等）

9 月 19 日（日） 消防本部会議室

0 第 2 次試験 （体力、面接試験）

9 月下旬に予定 館林消防署

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係合（72)3171へお問

い合わせください。

員

NOSA i写真

コンクール作品募集
農業共済制度の普及並びに事業拡

大強化に役立つ、優良写真を収集す

る目的で作品を募集します。

◎テーマ＝農業・農村・農家の明る

く楽しい事象および農業災害など

〇応募点数＝制限なし

(13) 広報めし＼わ

圏応募作品＝未発表の作品に限る。

応募作品は原則として返却しない。

応募作品の裏面には、住所、氏名、

年齢、所属、画題、撮影データを

明記してください。

〇サイズ＝キャビネ版 (11.7cm X 

16.8cm) 以上とし、白黒、カラー

いずれでもよい。

蒼応募期限＝ 11 月末日

※詳しくは、〒371 前橋市大友町 1-

3 -12 群馬県農業共済組合連合会

総務部広報課合0272(51)5631へお問

い合わせください。

世代間交流ウォーク

ラリー大会参加者募集
0期日＝ 9 月 11 日（士） 雨天決行

奎会場＝県立金山青年の家周辺

0対象者および募集人員＝県内在住

の子どもからお年寄りまでです。

〇家族の部・・・・・・・.. 50人

0 中学生の部……100人

〇チーム編成＝ 1 チームの人数は 3

人以上 8 人までとする。

0競技内容＝コース図に従って、途

中の課題を解決しながらグループ

で歩き、「時間得点」と「課題得点」

の合計を競う野外ゲーム
0参加費＝ 1 人300円（昼食代）

蒼申し込み期間＝ 7 月 18 日（日）～ 9 月

5 日（日）

圏申し込み方法＝住所、氏名、年齢、

電話番号を明らかにして、ハガキ、

電話、ファックスのいずれかでチ

ームごとに申し込んでください。

※詳しくは、〒373 太田市熊野町39-

34 県立金山青年の家合(22)7956FAX

(22) 7727へお問い合わせください。

老人看護講演会

参加者募集
蒼日時＝ 9 月 3 日（金）

圏場所＝館林保健所

〇講師＝佐藤よう子さん

所技師長）

0参加費＝無料

蒼申し込み・問い合わせ先＝ 8 月 25

日までに村保健センターff(84)4686 

へお申し込みください。

懸 賞

午後 1 時30分

（館林保健

まちづくり標語

募集

圏応募部門＝一般の部、児童生徒の

部（中学生以下）

〇応募点数＝ 1 人何点でも応募でき

ます。（ハガキ 1 枚につき 1 点）

圏応募方法＝ハガキに住所、氏名、

年齢、性別、職業（学校、学年）、

電話番号、応募部門を明記のうえ

申し込んでください。

圏応募期限＝ 10 月 31 日

〇送り先＝〒102 東京都千代田区紀

尾井町 3 -32 財団法人都市計画

協会内 まちづくり月間実行委員

会標語募集係

※詳しくは、県庁都市計画課合0272

(23) 1111 までお問い合わせください。

平成 5 年 8 月 10 日
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村の人口
8月 1 日現在

世帯数

人口総数

3,023戸

I I, 237人

男5,646人・女5,591 人

(7 月中の動き）

出生 5 人・死亡 8 人

転入 27人・転出 16人

7月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

病 14 件

6 件

26 件

●急

•そ. の他計

: 館林邑楽地区 館林地区 千代田

変更な※にる • 耳科鼻に 産婦人科の] 休
板倉地区

明和地区産婦人科 耳鼻科 内科外科

8 月 15 日
横田（婦）医院大神医院 森下医院礫川堂医院 館林地区と 館林地区と

合 (72) 0255 合 (62)2200 ff (73) 7776 合 (74)0184 同じです。 同じです。 : ; 闘[ ‘み·―プ
日 白沢医院川田（耳）医院 清河堂医院永寿堂医院 石山医院 館林地区と

りすま 1— m 7?] 8 月 22 日
合 (72) 1600 合 (72)3314 合 (72)3070 合 (72)4469 ff(82)0103 同じです。

落合医院川村医院 安楽岡医院海宝医院 橋本医院 館林地区と
の 3 

当 8 月 29 日
で 1 | 

合 (72)3160 ff(72) 1337 合 (72)0572 合，（74)0811 合 (82) I 150 同じです。 確時 4 

根岸医院川田医院 横田（善）医院最上医院 館林地区と 小西医院
認し でま '----' ゚

9 月 5 日 てで 盈り
合 (72)3262 合 (72)3724 fl (72)4970 合 (74)3763 同じです。 合 (86)2261 かす゚

番 診よし すま゜
9 月 12 日

古屋病院小倉医院 須田医院慶友病院 井上医院 竹越医院

合 (63)616| ff (72)0606 合 (72) 0862 合 (72)6000 合 (82) I 131 合 (84)3137 てく ^ 科内
医 堀越医院 白沢医院

だ

9 月 15 日 さ 昇合 (73)415 I 合 (72) 1600 し‘

゜
／
ヽ

文 書
ヽ
ノ ら旦三豆二竺竺®

明和ソフトテニス協会⑫代表原口崇
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思
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畑
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る
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く

花
に
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る
野
の
憂
し
さ
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映
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か
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い
材7

め

吾
が
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に
抱
く
初
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の
瞳
は砂

賀
久
美
子

あ
し
し
な
力
す

葦
萌
え
の
中
州
を
翔
ば
む
鷺
の
足
意
思

あ
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ご
と
く
堅
く
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ろ
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口

知
ら
ぬ
雑
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の
勢
い

タ
カ

明
和
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
は
、
村
体

育
協
会
に
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

明
和
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
誕
生

し
た
の
は
一
九
八
五
年
。
当
時
は
、
軟

式
庭
球
協
会
と
呼
ん
で
い
た
頃
で
、
元

明
和
中
学
校
テ
ニ
ス
部
顧
問
の
石
塚
弥

一
郎
先
生
が
発
足
な
さ
っ
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
発
足
当
時
は
、
中
学
校
の
卒
業
生

に
呼
び
か
け
組
織
運
営
を
行
い
、
そ
の

後
、
母
校
の
O
B

達
に
お
い
て
国
体
や

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
関
東
大
会
等
の
大
会

出
場
者
を
生
ん
で
い
ま
ず
。

練
習
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
の
日
曜

日
に
明
和
中
学
校
の
コ
ー
ト
で
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
ク
ラ
ブ
の
悩
み
は
、
ク
ラ
ブ
員

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
懇
親
会
等
を
多

く
設
け
、
明
る
＜
楽
し
い
ク
ラ
ブ
作
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な

練
習
会
を
行
い
、
交
流
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
と
の
出
会
い
を
「
エ
ー
ス
を

ね
ら
え
I
.

」
の
テ
レ
ビ
を
見
て
格
好
い

い
な
と
思
っ
て
い
た
あ
な
た
。
昔
に
返

っ
て
、
こ
れ
か
ら
こ
の
ク
ラ
ブ
で
さ
わ

や
か
な
汗
を
か
い
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
た
だ
い
ま
、
ク
ラ
ブ
員
募
集
中

で
す
。

張
磨
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名さや
か

常
木
沙
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加

ひ
ろ
み

牛
久
保
裕
美

ゆ
み弓
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か
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な
お
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直
矢

須
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長
女

二
男

長
女

長
女

父
母
名
続
柄

真征三智和安美意令孝
由千 悪
美幸代樹美信子司子治

長
女

ー
あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

鯉
沼
富
三

6
3
兵
吉

高
田
民
治

7
1
壽
夫

村
上
チ
ト
セ

7
9
時
治

橋
本
政
ニ

8
3

勲

金
子
ふ
ね

8
6
利
男

高
田
わ
か

8
3
宇
伊
一

松
橋
良
市

6
9
初
代

酒
井
勇

8
8
俊
雄

（
敬
称
略
）

千大江大千南江大地蔽 江大新上新地
津佐津大佐 江
井貫口輪井島口貫区悶 口輪里黒里区
祐孤％ % % ％冗滋り喜ー 砂硲硲芯蹂閥
※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出て下さい。

（
会
月
の
納
め
）

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入
月

で
す
。
納
期
限
は
3
1日
で
す
。

編
集
後
記

七
月
に
入
る
と
各
地
で
夏
祭
り
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
夏
祭
り
も

後
継
者
不
足
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
取
材
に
行
っ
た
限
り
で
は
特
に

見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
今
年
は
、
大
佐
貰
地
区
で
「
み

こ
し
」
を
購
入
し
、
盛
大
に
夏
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
残
念
な
が
ら

選
挙
事
務
の
た
め
取
材
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
⑱

1
1

あ
め
で
だ
I
I

平成 5 年 8 月 10 日 広報めいわ (14) 
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圃村議会臨時会
各種人事決ま る

〇
副
議
長

0
議
長

石
村

小
平

嘉
男

各
種
の
人
事

喜
章

副議長に当選した

石村嘉男さん

ヽ

議長に当選した

小平喜章さん

石
崎
栄
一

関
根
憧
市

森
尻
茂

④
館
林
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

村
監
査
委
員
に
、
栗
原
利
夫
さ
ん
（
南

大
島
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委

栗
原
利
夫

さ員

んに

建
設
改
良
費
（
南
大
島
地
内
、
第
六

平
成
四
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

泉
田
公
一
郎

石
村
嘉
男

④
邑
楽
館
林
医
療
事
務

組
合
議
会
議
員

委
員
長
泉
田
和
作

副
委
員
長
石
崎
栄
一

委
員
原
口
昭
一

”
薗
部
明

平
成
五
年
第
三
回
村
議
会
臨
時
会
が
、

八
月
十
一
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、

議
長
選
挙
な
ど
人
事
案
件
を
は
じ
め
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、
村
長
提
出
議
案
四
件
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案

件
の
結
果
は
、
議
長
に
小
平
喜
章
さ
ん
、

副
議
長
に
石
村
嘉
男
さ
ん
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
種
人
事
は
次
の

通
り
で
す
。

小
平
喜
章

泉
田
和
作

栗
原
利
夫

〔
敬
称
略
〕

④
農
業
委
員
会

委
員
の
推
薦

小
平

石
崎

喜
章

栄
一

0

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
員

石
崎
栄
一

関
根
慎
市

泉
田
和
作

始
沢
三
郎

0
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
薗
部
明

副
委
員
長
岡
安
今
朝
雄

委
員
泉
田
公
一
郎石

村
嘉
男

0
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

召
―
nn 茂

利
夫

喜
章

④
議
会
運
営
委
員
会

④
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
議
会
議
員

④
館
林
邑
楽
農
業
共
済

事
務
組
合
議
会
議
員

④
議
会
広
報
委
員
会

石
村
嘉
男

泉
田
和
作

薗
部
明

森
尻
茂

岡
安
今
朝
雄

〔
敬
称
略
〕

道
路
橋
り
ょ
う
費
（
大
輪
地
内
の
新

秋
野
橋
の
整
備
工
事
に
要
す
る
経
費
）

五
、
五
0
五
万
三
、
五
0
0
円
の
う
ち

二
、
六
0
0

万
円
が
、
翌
年
度
に
繰
越

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
秋
野
橋
の

整
備
工
事
も
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

庫
支
出
金
一
、
四
三
0
万
円
、
一
般
財
源

一
、
一
七0
万
円
で
充
当
し
ま
し
た
。

委
員
長

副
委
員
長

委
員

ーー

小栗森原
平原尻口

始
沢

原
日

雙詞

平
成
四
年
度
＿
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

栗
原
利
夫

薗
部
明

0
館
林
地
区
消
防
組
合

議
会
議
員

泉
田
和
作

岡
安
今
朝
雄

④
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済

市
町
村
組
合
議
会
議
員

報 委
員
長

副
委
員
長

委
員

ーーーー

告

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (2) 



穿初の儀を行う斎藤村長

八
月
二
十
日
、
「
B
&
G

財
団
明
和
海

洋
セ
ン
タ
ー
」
の
起
工
式
が
、
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
四
年

度
か
ら
四
カ
年
事
業
と
し
て
進
め
て
い

る
「
ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
」
の

c

ゾ
ー
ン
（
温
水
プ
ー
ル
の
ゾ
ー
ン
）

の
中
核
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
施
設
は
、
財
団
法
人
ブ
ル
ー

シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財

団

(
B
&
G
財
団
）
が
、
五
億
五
千
万

円
（
村
負
担
分
含
む
）
を
か
け
て
建
設

し
、
完
成
後
は
B
&
G

財
団
が
、
村
に

運
営
管
理
を
委
託
、
三
年
間
無
償
で
貸

与
し
た
後
、
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
完
成
は
平
成
六
年
六
月
十
日

の
予
定
で
す
。

施
設
の
概
要
は
、
四
、
七
五
一
平
方

討
の
敷
地
面
積
に
延
床
面
積
一
、
五
四

六
平
方
討
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
が
建
設

さ
れ
、
二
十
五
区
の
コ
ー
ス
が
六
コ
ー

ス
と
幼
児
用
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

式
典
は
、
B
&
G

財
団
の
若
松
専
務

理
事
や
斎
藤
村
長
、
地
元
選
出
国
会
議

員
・
県
議
会
議
員
、
村
議
会
議
員
ら
関

係
者
一
0
0
人
余
り
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

忠

る

明
和
湮
津

L
 ンタ

（
屋
内
温
水
プ
ー
ル
）

I

な

皿
水
源
さ
く
井
工
事
に
要
す
る
経
費
）
二
、

叩
二
六
六
万
円
が
、
翌
年
度
に
繰
越
さ
れ

, 
叩
て
お
り
ま
し
た
が
、
七
月
十
五
日
を
も

' 
呵
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
報
告

' 
I
 

' ' 
〖
さ
れ
ま
し
た
。

' ' 
皿
な
お
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過

' 
呻
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
一
、
二
六

叩
六
万
円
、
建
設
改
良
積
立
金
一
、
O
O

, 
-
0
万
円
で
充
当
し
ま
し
た
。

' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 

一
議
案

, ' ' ' ' ' ' 
I
 

' 
ー
' 芦

二
工
事
請
負
契
約

平
叩二
の
締
結
に
つ
い
て

, ' 
ン
U
I
i

, ' ' 
セ
＇
洋
i
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
屋
内
温
水
プ

印
＂
ー
ル
）
の
基
礎
・
底
盤
お
よ
び
暖
房
工

海
[

]
明
一
事
を
行
う
た
め
、
随
意
契
約
に
よ
り
七
、

' 
[
0
0
四
万
円
（
消
費
税
を
含
む
）
で
、

' 
〖
大
成
建
設
株
式
会
社
東
京
支
店
（
東
京

' ' 
一
都
新
宿
区
）
と
、
工
事
請
負
契
約
を
締

叩
結
し
ま
し
た
。

, ' ' 

タ
ー

' , 

ン

' 

セ
ー

' 
[
こ
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

' ' ' 

団
＇
財

z

G

,

 

＆
図

m
I

B

置
一
明
和
中
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教

, 
l

一
皿
室
を
開
設
す
る
た
め
に
、
教
育
用
パ
ー

-
"
 

ー

夕

9

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ニ
十
二
台
一

' 
I

式
〔
一
、
八
四
一
万
六
、
七
0
0
円
（
消

ン

1
1

セ

1
1
1

洋
叩
費
税
を
含
む
）
〕
を
株
式
会
社
両
毛
シ
ス

且
呻
テ
ム
ズ
（
桐
生
市
）
か
ら
、
随
意
契
約

海
『

' 
禾
＇明
皿
に
よ
り
購
入
し
ま
し
た
。

A プール（ステンレス製） 6 コース 25m x 13m 

B 幼児用プール C ジャグジープール

— 

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
九
六
万
一
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
億
九
、
六
七
一
万

八
千
円
に
し
ま
し
た
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額
で
す
。

【
歳
入
】

▽
繰
越
金
・
：
四
九
六
万
一
千
円
（
四

九
六
万
二
千
円
）

【
歳
出
】

▽
諸
支
出
金
：
．
四
九
六
万
一
千
円
（
四

九
六
万
六
千
円
）

平
成
五
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

(3) 広報めいわ

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
三
四
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
―
二
八
億
五
、
九
一
七

万
七
千
円
に
し
ま
し
た
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額
で
す
。

【
歳
入
】

▽
寄
附
金
：
．
五0
万
円
（
五
0
万
一

千
円
）

▽
繰
入
金
：
·
-
五
万
六
千
円
（
六
億

0
、

0

一
五
万
八
千
円
）

▽
繰
越
金
・
・
・
四
六
九
万
一
千
円
（
一

億
0
、
六
0
六
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▽
土
木
費
：
．
五
三
四
万
七
千
円
〔
温

水
プ
ー
ル
基
礎
・
底
盤
お
よ
び
暖
房
工

事
等
設
計
委
託
料
な
ど
〕
（
―
-
―
-
億
一
、

九
五
五
万
七
千
円
）

平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

平成 5 年 9 月 10 日



O
A
テ
レ
ビ
鑑
賞

O
B
:
•

特
に
無
し
、
家
族
と
全
く
同

じ
も
の

o
c
:
·

粗
食
、
睡
眠
を
十
分
と
る

①冨塚みやさん •99歳

テン

長寿ベスト 10位

ま
す
ま
す
ぉ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長

舟
お
め
で
と
う
。
九
月
十
五
日
は

敬
老
の
日
で
す
。
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
に
、
心
か
ら
長
舟
の
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
＇

現
在
、
本
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
、
一
、
六
九
二
人
（
八
月
三
十
一
日

現
在
）
で
、
村
の
総
人
口
の
一
五
．

o

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
長
痔
杜
会
を
迎

え
、
私
た
ち
も
自
分
な
り
の
生
き
が
い

を
持
っ
た
人
生
を
築
き
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。

趣
味

O
A
.
 

O
B
.
 

川
好
き
な
食
物

回
嫌
い
な
食
物

o
c

…
秘
け
つ
・
信
条

O
A
・
・
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

O
B
:
•

特
に
無
し

o
c
:
·

身
体
を
動
か
す

②細田金次郎さん •96歳

O
A
…
畑
仕
事
（
日
課
）

O
B

…
①
特
に
無
し

◎
ね
り
製
品

o
c

…
適
度
に
身
体
を
動
か

す

O
A
:
•
テ
レ
ビ
（
プ
ロ
レ
ス
）

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
聞
食
を
せ
ず
腹
八
分

お
じ
い
ち
ゃ
ん. 
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

元
気
な

④恩田兵太郎さん •94歳 ®原口房二さん •96歳

O
A
・
・
・
読
書

O
B

…
⑦
み
か
ん

◎
特
に
無
し

．
規
則
正
し
い
生
活

O
A
:
•
編
物

O
B
:
•

特
に
無
し

o
c

…
規
則
正
し
い
生
活

O
A
…
裁
縫

O
B

…
①
魚
類

◎
特
に
無
し

O

C

 

.. 

好
き
、
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る

o
c
 

⑦関口はるさん •92歳 ＠落合リウさん •93歳 ⑤多田冨士子さん •93歳

O
A
:
•
特
に
無
し

O
B

：
特
に
無
し

O
C
·
：
好
き
、
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る

O
A
・
：
裁
縫

O
B
:
•

特
に
無
し

o
c

：
粗
食
、
野
菜
を
多
く

食
べ
る

歌
を
歌
う
こ

O
A
・
：
旅
行
、

と

O
B
:
•

特
に
無
し

o
c

：
好
き
、
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る

⑩泉田かねさん •92歳 ⑨吉田干代さん •92歳 ＠杉田ろくさん •92歳

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (4) 



長寿ベスト100人
順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 冨塚みや 女 99 中 ベロ 仁一郎

2 細 田 金次郎 男 96 新 里 金次郎

3 原 ロ 房二 男 96 大 輪 房

4 恩 田 兵太郎 男 94 梅 原 晴 巨

5 夕夕 田 冨士子 女 93 上江黒 冨士子

6 落合 1) ウ 女 93 須 カ只ロ 正

7 関 ロ は る 女 92 江 口 茂

8 杉田 ろ < 女 92 須 カ只ロ 慶次郎, 吉 田 千代 女 92 JI I 俣 金 次

10 泉 田 力‘ ね 女 92 矢 島 和 作

1 1 森尻 重作 男 92 南大島 重 作

12 駒宮藤四郎 男 91 大 輪 竿木 次

13 、因l!.,ヽ 田 き な 女 91 梅 原 晴 巨

14 小田木や す 女 91 新 里 正 弘

15 齋藤 て し、 女 91 大 輪 正太郎

16 高 田祐四郎 男 91 江 口 啓一郎

17 金子伊勢次 男 91 矢 島 喜多子

18 島 田 た け 女 91 南大島 繁 正

19 浅見孫四郎 男 91 中 クロ 孫四郎

20 宇木の ふ‘ 女 91 JI I 俣 慶

21 小菅塩三郎 男 90 南大島 ふ み

22 木村 し、 ち 女 90 江 口 清 芙

23 堀 口 < ら 女 90 新 里 武 ィ勺芯右

24 森尻祐三郎 男 90 南大島 祐三郎

25 機村伊吉 男 90 斗合田 久 七

26 奈良原 の ふ‘ 女 90 矢 島 昭三郎

27 奈良勧ー 男 90 田 島 満

28 久保庭 と も 女 89 新 里 武

29 吉 田源次郎 男 89 新 里 ．只m ^ 

30 吉永サ キ 女 89 梅 原 明 博

31 駒宮 は る 女 89 大 輪 囮（ 広佳

32 多 田 き ん 女 89 大佐貫 き ん

33 福田 峯次 男 89 梅 原 正 男

34 菌 田 ク マ 女 89 大佐貰 正欠 広佳

35 ],, 島 寛次 男 89 大 輪 仁児亡二＾ 次

36 大隅 し、 ち 女 89 矢 島 し、 ち

37 関本 ヨ シ 女 89 南大島 忠

38 奈良原典惣治 男 89 矢 島 昭三郎

39 岡安 さ と 女 89 南大島 ・左' • 

40 柾反 士屎 げん 女 89 千津井 金

41 泉 田せつ 女 88 中 ベロ 辰 雄t

42 石崎榮太郎 男 88 矢 島 ィ令芯缶~ 江

43 渡邊登美 女 88 矢 島 和 夫

44 関 口 た け 女 88 梅 原 茂 男

45 奈良 孝次郎 男 88 田 島 正 己

46 栗原 ア サ 女 88 南大島 利 夫

47 関 口 み つ 女 88 梅 原 正 義

48 新井豊 吉 男 88 江 口 .晶...:.... 

49 篠木直一郎 男 87 大佐貫 茂 広佳

50 橋本賓一郎 男 87 斗合田 武 雄：

(5) 広報めいわ

順位 氏 名

51 金子廣蔵

52 折原 隆雄

53 橋本つ ま

54 立岡 志 ん

55 夕夕 田 佐衛

56 多 田 庄吉

57 篠木 ゆ わ

58 奈良原 よ し

59 篠原 す し、

60 丸 山 久次郎

61 尾花 ち さ

62 小林 き し、

63 石塚 は つ

64 柴崎信義

65 秋野千代

66 橋本彦太郎

67 士口 ガ‘'( コ ト

68 夕夕 田 、｛‘子吉 — 

69 森尻 み し、

70 坂庭他七

71 昭"、 内福太郎

72 多 田 あ さ

73 奈良種介

74 泉 田 し う

75 吉 田 ワ 力

76 落合勝次郎

77 波多腰ユキヱ

78 村田 き み

79 今成 き み

80 関 口 夕 ケ

81 井上 あ さ

82 奈良幅次郎

83 木直 竹 サ ク

84 機村政一

85 長谷川 清一

86 鈴木三好

87 島 田 誠作

88 佐藤敏夫

89 高瀬 し、 ね

90 関根セ ン

91 田 口 力~つ

92 橋本三郎

93 石崎 四十司

94 久保庭 卜 ク

95 ヽ因じ」ヽ 田 つ ね

96 石崎武芳

97 始澤 シヅエ

98 北島忠四郎

99 島 田 つ ね

100 吉 田 金次

性別

男

男

女

女

男

男

女

女

女

男

女

女

女

男

女

男

女

男

女

男

男

女

男

女

女

男

女

女

女

女

女

男

女

男

男

男

男

男

女

女

女

男

男

女

女

男

女

男

女

男

(8月31 日現在）
年齢

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

87 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

86 

85 

85 

85 

85 

85 

85 

住 所 世帯主

入ヶ谷 拘 五

大佐貫 常

斗合田 和 夫

千津井 正 夫

上江黒 浪 子

上江黒 好 男

大佐貫 信 広佳

矢 島 よ し

下江黒 犀' 

上江黒 久次郎

大 輪 満 男

南大島 次 広佳

JI I 俣 明

梅 原 信 義

新 里 猛

斗合田 文 次

梅 原 重 信

上江黒 、｛、子ロ. 

南大島 武 広佳

矢 島 稔 夫

下江黒 幅太郎

上江黒 浪 子

田 島 杉公 男

矢 島 光

),, 俣 真 吉

JI I 俣 勝次郎

南大島 石井仁市

大 輪 謙

江 口 費 f勺芯缶

江 口 清 ミ｛ム口

新 里 昭 二

千津井 孝

梅 原 房 ,車Lンヽ

斗合田 昭

千津井 清

新 里 升H士
ノ‘

大 輪 茂 ミ（ムロ

下江黒 征父 夫

田 島 未乃 広佳

南大島 ヵ革

大 輪 文 大

斗合田 郎

矢 島 四十司

新 里 卜 ク

矢 島 つ ね

JI I 俣 武 芳

梅 原 重 信

田 島 政

大 輪 茂 治

JI I 俣 金 次

敬称略

平成 5 年 9 月 10 日



活気にあふれた

涼

勇壮に練り歩くおみこし

f l 

— 

村
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
な
、

ゆ
と
り
と
活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
昨
年
、
十
二

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
納
涼
祭
は
、
今
年
も
八
月
七
日
、
ふ
る
さ
と

の
広
場
内
の
多
目
的
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、
舞
台
で
は
郷
土

芸
能
、
民
謡
踊
り
な
ど
の
催
し
物
が
発
表
さ
れ
、
特
に
今
年
は
発

足
し
た
ば
か
り
の
和
太
鼓
愛
好
会
も
初
陣
の
舞
台
を
務
め
、
そ
し

て
、
抽
選
会
も
行
わ
れ
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
大
佐
貰
地
区
の
お
み
こ
し
も
参
加
し
、
会
場

狭
し
と
練
り
歩
き
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
最
後
に
打
ち
上
げ
花

火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
、
大
勢
の
村
民
が
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
、

し
ま
し
た
。

初
陣
の
舞
台
を
務
め
た
和
太
鼓
愛
好
会

g
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問
笠
落
森
．

「社明音頭」を踊る更生保護婦人会 鳶工業連による「きやり」

平成 5 年 9 月 10 日
`' 

広報めいわ (6) 
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皆んなそろって民謡踊り 親和会の皆さんによる「ひょっとこ」

(7) 広報めいわ

交対院の皆さんによる「花笠音頭」
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八
木
節
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
八
木
節
」

平成 5 年 9 月 10 日



ベ‘`·^ ｷ--

始球式を行う斎藤村長

第
4
回
村
民
コ

ソ
フ
ト
ポ

-^-

——`’ 

ヽ．、．＾ •. •. 

ー一｀•一

選手宣誓を行う東小 6 年生代表 2 人

盃
B

←

r
r

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
ふ
れ
あ
い
、

つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
心
豊
か
で
潤
い

ベ
｛
)
r
-

の
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
楽
し
く
試
合
を
行

お
う
と
い
う
目
的
で
、
平
成
二
年
、
合

村
の

併
三
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
は
特
に
試
合
時
間
を
七
月
三
十

-
H
の
正
午
か
ら
八
月
―
H
の
正
午
ま

で
の
二
十
四
時
間
行
い
ま
し
た
。

試
合
は
七
月
三
十
一
日
正
午
、
村
長

の
始
球
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
一
試
合

の
持
ち
時
間
を
八
0
分
と
し
て
、
途
中

雷
雨
で
一
時
間
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、

八
月
一
日
の
正
午
ま
で
連
続
で
プ
レ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
の
木
「
つ
げ
」
チ
ー
ム
と
、

_
 ラソ
ン

ル
大

会

花
「
き
く
」
チ
ー
ム
に
別
れ
て
対
戦
し
、

村
議
会
議
員
、
区
長
、
農
業
委
員
、
小

・
中
学
校
P
T
A

、
小
・
中
学
生
、
婦

人
、
郵
便
局
、
村
内
企
業
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
な
ど
チ
ビ
ッ
子

か
ら
大
人
ま
で
総
数
三
十
六
チ
ー
ム
、

六
百
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

勝
負
は
九
十
四
イ
ニ
ン
グ
ま
で
進
み

2
0
0
対
1
8
6
で
「
き
く
」
チ
ー
ム

が
初
め
て
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
賞
、
敢
闘
賞
な
ど
の
各
賞
が
贈

ら
れ
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
勝
ち
チ
ー
ム
と
得
点
の

予
想
投
票
も
行
わ
れ
、
村
民
こ
ぞ
っ
て

楽
し
み
ま
し
た
。

両監督がガッチリ握手 小学生による試合のようす

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (8) 



成人式アンケー

結果まとま

ト調査

る

今
後
の
本
村
の
成
人
式
の
あ
り
方

等
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
目

的
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
成
人
式
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
概
要
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
回
収
率
は
4
2
.
7
％
で
7
2

8
人
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
1
•

あ
な
だ
の
性
別
は

0
男
：
…
•
3
6
3
人

(
4
9
.
9
%
)

0
女
…
…
3
6
2

人

(
4
9
.
7
%
)

0
無
回
答
等
…
…
3
人
(
0
.
4
%
)

問
2
•

あ
な
だ
ま
だ
は

村
で
は
、
闘
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
よ

あ
な
だ
の
あ
子
さ
ん
の

成
人
式
に
あ
だ
る
年
度
は
り
助
成
を
受
け
、
備
品
等
を
購
入
し
ま

し
た
。

0
平
成
2
年
度
…
1
1
3
人
(
1
5
.
5
%
)
こ
の
助
成
事
業
は
、
闘
自
治
総
合
セ

0
平
成
3
年
度
…
l
1
3
人
(
1
5
.
5
%
)
ン
タ
ー
が
、
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及

0
平
成
4
年
度
…
1
2
4
人
(
1
7
.
0
%
)
広
報
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受

0
平
成
5
年
度
：
·
1
8
7
人
(
2
5
.
7
%
)
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の

0
平
成
6
年
度
…
1
8
6
人
(
2
5
.
6
%
)
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
促
進
し
、

0
無
回
答
…
•
•
•
5
人
(
O
.
7
%
)
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
と
し
て
実
施

問
3
•

成
人
式
の
挙
行
日
し
て
い
る
も
の
で
す
。

に
つ
い
て

0
9

月

2
3
日
…
2
1
7
人

(
2
9
.
8
%
)

0
1

月

1
5
日
：
3
8
3
人

(
5
2
.
6
%
)

0
ど
ち
ら
で
も
…
1
2
5
人
(
1
7
.
2
%
)

0
そ
の
他
：
•
3
人
(
0
.
4
%
)

表覧業

問
4
•

成
人
式
の
服
装
に
＿

つ
い
て
事

0
い
ま
ま
で
ど
お
り
（
臼
ワ
イ
シ
ャ
ッ
．
成

白
ブ
ラ
ウ
ス
）
…
1
8
9

人
(
2
6
.
0
%
)
助

0
洋
服
：
2
0
3

人
(
2
7
.
9
%
)

0
和
服
：
·
1
3
5

人
(
1
8
.
5
%
)

0
ど
ち
ら
で
も
…
1
7
1
人
(
2
3
.
5
%
)

0
そ
の
他
…
2
5
人
(
3
.
4
%
)

0
無
回
答
等
…
5
人
（

O

．
7
%
)

助成種別 助成金額 助成（購入）内容

円 祭り等備品
•和太鼓 9 張り

一般コミュニ
2,400,000 

（大締太鼓 1 張り、長胴太鼓

ティー助成 5 張り、付締太鼓 3 張り）
・祭り用法被

（袢てん 100枚、帯100本）

屋外放送設備

自主防災組
（アンプ、チューナ、スピーカー、

織育成助成
1,000,000 マイク、スタンド等ー式）

トランシーバー13台（付属品

含む）

n
,
—
＝
ユ

蝸

鑢

P ]応口、：：J―..,_-
屋外放送設備とトランシーバー

二-

―
―
―
ア
イ
ー
諭
慮
事
業

忘
［
一
り
噸
謬”
1噸
5

法 被 和太鼓

(9) 広報めいわ 平成 5 年 9 月 10 日



表彰式のようす

衆院選行政区別投票状況
行政区名 投票率 順位

月IJ回 (H57 11) 明議補選
投票率 比較増減

入ケ谷 92. 78% 1 90. 72% 2.06% 

下江黒 91. 51 2 84.88 6.63 

斗合田 90.20 3 81.08 9.12 

田 島 89.53 4 69.39 20.14 

須 ブ—自9 口ヽ 88.13 5 74.87 13.26 

上江黒 86.65 6 77.49 9.16 

南大島 86.53 7 82.03 4.50 

千津井 86.42 8 68.63 17.79 

JI I 俣 86.26 , 69.35 16.91 
矢 島 86.23 10 75.10 11 13 

梅原 85.13 11 75.89 9.24 

江 口 84.10 12 62.26 21.84 

大輪 83 41 13 71 43 11.98 

大佐貰 80.53 14 58.19 22.34 

新里 76.70 15 57 33 19.37 

中 クロ 75.10 16 51 93 23 17 

合計 83.90 69.38 14.52 

村議補選行政区別投票状況
行政区名 投票率 順位

即回(H4.7.26) 参議選
投票率 比較増滅

入ケ谷 90. 72% 1 91.49% • 0. 77% 

下江黒 84.88 2 89.23 • 4.35 

南大島 82.03 3 74.59 7.44 

斗合田 81.08 4 81 14 • 0.06 

上江黒 77.49 5 76.20 1. 29 

梅 原 75.89 6 73.57 2.32 

矢 島 75.10 7 72.62 2.48 

須 カ只ロ 74.87 8 78.27 • 3.40 

大輪 71.43 , 75.47 • 4.04 

田 島 69.39 10 74.83 • 5.44 

JI I 俣 69.35 11 82.41 • 13.06 

千津井 68.63 12 80.09 • 11.46 

江 口 62.26 13 67.51 • 5.25 

大佐貫 58.19 14 69.54 • 11.35 

新里 57.33 15 67.61 • 10.28 

中 欠ロ 51 93 16 62.53 • 10.60 

合計 69.38 73.58 • 4.20 

七
月
十
一
日
執
行
の
村
議
会
議
員
補

欠
選
挙
お
よ
び
七
月
十
八
日
執
行
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
成
績
優
良
地

区
表
彰
式
（
村
内
行
政
区
単
位
）
が
、

八
月
十
日
、
中
央
公
民
館
で
十
六
行
政

区
の
区
長
ら
二
十
人
余
り
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
投
票
率
一
位

1
1

入
ケ
谷
、
二
位
1
1

下
江
黒
、
三
位
1
1

南
大
島
お
よ
び
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投

票
率
一
位
1
1

入
ケ
谷
、
二
位
1
1

下
江
黒
、

三
位
1
1

斗
合
田
の
区
長
に
原
口
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
代
の

金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
ほ
か
の
区
長
に
も
記
念
品
代
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
贈
り
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
投
票
率
を
上
回
っ
た

区
に
贈
ら
れ
る
努
力
賞
は
村
議
補
選
で

は
、
上
江
黒
、
南
大
島
、
梅
原
、
矢
島

に
、
衆
院
選
で
は
、
全
行
政
区
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

選
挙
投
票
優
良
地
区
表
彰
式

入
ケ
谷
の
金
子
利
一
さ
ん
宅
で

は
、
四
年
前
に
雄
の
カ
ル
ガ
モ
を

近
く
の
沼
で
捕
獲
し
、
雌
を
知
人

か
ら
い
た
だ
き
飼
育
し
て
い
ま
し

た
ら
、
今
年
六
月
上
旬
に
卵
を
九

個
生
み
温
め
て
い
ま
し
た
。
全
部

ふ
化
し
ま
し
た
が
一
一
丁
‘
四
日
で
五

羽
死
ん
で
し
ま
い
、
残
り
四
羽
だ

け
が
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

金
子
さ
ん
は
、
「
野
性
の
カ
ル
ガ

モ
が
卵
を
生
み
、
ふ
化
す
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

野
性
カ
ル
ガ
モ
の

ひ
な
ど
り
が

す
く
す
く
育
つ

ヽ

野性カルガモが親子で元気に

憂．．

作る喜びに感激

真剣に木工作業を行っている子どもたち

中
央
公
民
館
事
業
の

一
環
と
し
て
、
八
月
六

H

、
木
工
教
室
か
小
学

四
•
五
・
六
年
生
を
対

象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

二
十
人
余
り
が
参
加

し
、
金
づ
ち
の
使
い
方

な
ど
を
、
本
村
須
賀
で

か
ん
具
を
製
造
し
て
い

る
松
本
利
一
さ
ん
に
指

導
い
た
だ
き
、
「
カ
モ
メ

の
お
も
ち
ゃ
」
な
ど
を

一
日
か
か
り
で
仕
上
げ
、

作
る
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (10) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

明和中学校吹奏楽部の皆さん

8 月 8 日、前橋市の県民会館で1993年度県吹

奏楽コンクールが開かれ、明和中学校吹奏楽部

（顧問、新井美嘉先生）は、中学 C組の部 (25人

以内の編成）に出場し、銀賞を受賞しました。

荒木くん県中学
新記録で優勝
水泳の男子200m自由形

東
小
学
校
で
は
八
月
二
十
日
、
児
童

ち
を
各
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
招

）
集
し
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域

t
ど
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と

h

子
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
こ

』
るわ
う
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

教
こ
の
交
流
会
は
、
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

をル
ぃ
活
動
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
お
年
寄
り

＿
か
ら
昔
話
や
伝
統
の
遊
び
な
ど
を
教
わ

ボト
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
児
童
は
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど

ゲら
に
集
ま
り
、
ご
み
や
空
き
缶
拾
い
の
清

ヵ
掃
活
動
を
行
っ
た
後
、
地
元
の
昔
話
や

) • 

寄
竹
と
ん
ぽ
、
お
手
玉
作
り
、
そ
し
て
ゲ

年
ー
ト
ボ
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
楽
し
い

ぉ

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
二
十
八
回
県
中
学
総
体
は
、
七
月

三
十
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の
五
日
間
、

県
内
各
地
で
各
競
技
に
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
三
年
の
荒
木
友
教
く
ん

は
、
水
泳
の
男
子
二
百
昇
自
由
形
に
出

場
し
、
見
事
県
中
学
新
記
録

(
2分
。

秒
4
0
)で
優
勝
し
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
、
さ
わ
や
か
学
習
室
が

小
学
四
•
五
・
六
年
生
を
対
象
に
、
ニ

十
七
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
中
央
公
民
館

を
出
発
し
、
板
倉
町
の
ソ
ニ
ー
板
倉
昧

と
千
代
田
町
に
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
腕
利

根
川
ビ
ー
ル
工
場
を
見
学
し
、
い
ず
れ

ん
も
時
代
の
先
端
を
い
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

く
ー
を
駆
使
し
た
近
代
設
備
に
感
銘
し
、

木荒
日
頃
接
し
て
い
る

C
D

ラ
ジ
カ
セ
や
、

た
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
ー
ル
な
ど
が
こ
こ
で
作

し勝
ら
れ
て
い
た
な
ん
て
…
…
と
ビ
ッ
ク
リ

イ
し
て
い
ま
し
た
。

憂て録
午
後
か
ら
は
、
太
田
市
に
あ
る
「
ぐ

コ一
＿
―
-
口
ん
ま
こ
ど
も
の
国
」
で
遊
び
、
楽
し
い

新

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

説明を真剣に聞きいるチビッ子

チ
ヒ
ッ
子
た
ち
が

会
社
施
設
を
見
学

(11) 広報めいわ

明中吹奏楽部が銀賞を受賞

--

~,:,_ 

東
小
児
童
が
お
年
寄
り
と
交
流
会

平成 5 年 9 月 10 日
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
今
回
が
最
終
回
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
は
「
肉
と
健
康
」
に

つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

食
事
調
査
の
結
果
で
す
が
、
「
肉
は
よ
く

食
べ
ま
す
か

L
oと
い
う
質
問
に
毎
日
食

べ
る
群
は
全
体
で
約
十
五
％
で
、
週
ニ
ー

三
回
は
食
べ
る
群
と
合
わ
せ
て
も
七
十

三
％
で
あ
り
ま
す
。
前
回
の
魚
に
関
し

て
は
こ
の
回
答
が
九
割
以
上
だ
っ
た
の

に
対
す
る
と
、
肉
は
敬
遠
さ
れ
か
ち
で

あ
る
と
予
測
で
き
ま
す
。

特
に
血
圧
治
療
者
で
は
ほ
と
ん
ど
食

べ
な
い
群
が
三
1
四
倍
と
い
う
高
率
で

館
林
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
宮
城
修
先

生
の
四
回
目
の
原
稿
は
、
新
し
い
治
療

法
「
血
管
内
手
術
L

で
す
。

最
近
の
脳
神
経
外
科
の
手
術
の
進
歩

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
手
術
が
困
難
な
病
気
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
最
近
四
ー
五
年

の
間
に
発
展
し
て
き
た
血
管
内
手
術
に

つ
い
て
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
直
径
一
｀
｀
｀
リ
の
細
い
血
管
カ
テ

だ
い
た
い

ー
テ
ル
（
管
）
を
大
腿
動
脈
か
ら
頭
の

中
の
血
管
に
導
い
て
、
外
科
手
術
で
は

治
療
が
困
難
な
病
気
を
血
管
の
中
か
ら

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

あ
り
ま
し
た
。
よ
く
健
康
診
査
や
相
談

の
場
面
で
「
血
圧
が
高
い
か
ら
肉
は
食

べ
て
な
い
よ
L
oと
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
が
、
血
圧
の
高
い
人
こ
そ
、
血
管

を
強
く
し
て
く
れ
る
肉
を
、
む
し
ろ
積

極
的
に
摂
取
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ

、
つ食

肉
健
康
効
果
と
利
用
方
法

食
肉
は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
に
富
み
健
康
を
維
持
す
る
う
え
で
最

も
大
切
な
栄
養
食
品
の
ひ
と
つ
で
す
。

食
肉
に
含
ま
れ
る
良
質
の
た
ん
ぱ
く

質
は
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
、
血
管
を

強
く
し
、
ス
タ
ミ
ナ
（
体
カ
・
抵
抗
力
）

を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
貧
血
が
気
に
な

る
方
は
、
豚
の
レ
バ
ー
•
他
の
レ
バ
ー
、

そ
し
て
牛
肉
が
特
に
鉄
分
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
の
で
な
る
べ
く
利
用
し
た
ほ

う
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
肥
満
か
気
に
な

る
方
は
、
ヒ
レ
や
肩
の
部
分
を
使
っ
た

治
療
す
る
方
法
で
す
。
例
え
ば
脳
梗
塞

（
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
場
合
）
で
、

太
い
血
管
が
つ
ま
っ
た
場
合
、
六
時
間

以
上
経
っ
て
し
ま
う
と
、
脳
細
胞
が
死

滅
し
て
し
ま
う
た
め
、
今
ま
で
の
外
科

手
術
で
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
す
。
血
管
内
手
術
で
は
閉
塞

部
を
確
認
す
る
た
め
に
血
管
撮
影
を
行

い
、
病
変
部
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
直
ち

に
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
観
察
し
つ
つ
カ
テ
ー

テ
ル
を
つ
ま
っ
た
血
管
の
近
く
に
入
れ
、

つ
ま
っ
た
血
栓
を
溶
か
す
薬
剤
を
高
濃

度
に
注
入
し
、
つ
ま
っ
た
部
分
を
開
通

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
治
療

の
決
め
手
は
で
き
る
だ
け
早
い
時
間
に

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
す
。

り
、
調
理
の
仕
方
を
工
夫
し
て
み
る
こ

と
で
す
。
（
脂
質
が
抜
け
出
る
よ
う
な
調

理
法
と
し
て
は
、
下
ゆ
で
し
た
り
、
網

焼
き
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
）

高
血
圧
が
気
に
な
る
方
は
脂
質
の
少

な
い
食
肉
や
部
位
を
選
び
、
油
脂
を
使

わ
ず
に
調
理
し
た
り
、
塩
分
を
控
え
め

に
す
る
た
め
に
ス
パ
イ
ス
を
活
用
す
る

の
が
よ
い
方
法
で
す
。
網
焼
き
や
ボ
イ

ル
な
ど
で
余
分
な
脂
肪
を
抜
い
た
あ
と
、

ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
た
タ
レ
に
薬
味
を

た
っ
ぷ
り
添
え
て
い
た
だ
け
ば
、
塩
分

や
糖
分
、
油
分
が
少
な
く
て
も
お
い
し

く
い
た
だ
け
ま
す
。

豚
肉
は
、
牛
肉
や
鶏
肉
に
く
ら
べ
、

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
る
ビ
タ
ミ
ン

B
lが
、
三
倍
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

鶏
肉
は
私
た
ち
の
体
に
欠
か
せ
な
い
栄

養
素
の
リ
ノ
ー
ル
酸
が
他
の
肉
よ
り
た

く
さ
ん
含
ま
れ
、
し
か
も
柔
ら
か
く
淡

泊
な
味
で
ど
ん
な
調
理
方
法
に
で
も
合

う
優
れ
も
の
で
す
か
ら
、
年
を
と
っ
た

さ
ら
に
脳
梗
塞
の
原
因
と
し
て
血
管

が
狭
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
狭
く
な
っ
た
血
管
に
対
し
て

も
血
管
の
中
か
ら
広
げ
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
脳
血
管
に
異
嘴
珈
訪
』
っ
て
咄
直

を
燥
り
返
す
も
の
に
脳
動
脈
疱
や
脳
動

記
剛
尉
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
が
脳
の
深
部
に
あ
っ
た

り
、
病
変
部
が
大
き
い
場
合
は
手
術
に

よ
り
脳
組
織
が
傷
つ
け
ら
れ
、
後
遺
症

を
残
す
可
能
性
が
あ
り
、
外
科
治
療
が

困
難
で
す
。
厚
生
病
院
で
は
脳
動
静
脈

奇
形
に
対
し
て
は
、
ま
ず
血
管
の
中
か

ら
直
径
0
•

五
ミ
リ
の
細
か
い
粒
子
を
使

っ
て
異
常
血
管
を
つ
め
て
い
く
治
療
を

O
E
 体

50 

回ー週
い鴫

]
回
食

3

ど
～
ん

2
と週

ほニ
ニ

圧
中
圧
無
部
部
日
々

女
療
療
毎
時

全
血
治
血
治
東
中
西

□
D

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
を
併
用
す

る
こ
と
で
、
う
ま
く
行
け
ば
外
科
手
術

を
し
な
く
て
も
治
せ
ま
す
し
、
外
科
手

術
が
必
要
な
場
合
で
も
手
術
に
伴
う
危

険
性
が
少
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に

最
近
で
は
手
術
が
困
難
な
大
き
な
動
脈

疱
に
対
し
て
、
細
く
て
柔
ら
か
い
金
属

性
の
コ
イ
ル
を
使
っ
て
、
動
脈
疱
を
中

か
ら
つ
め
て
し
ま
う
治
療
が
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
血
管
内
手
術

は
全
身
麻
酔
の
必
要
も
な
く
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
観
察
し
な
が
ら
直
接
治
療
が
で

き
る
た
め
、
年
々
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

厚
生
病
院
で
も
、
こ
の
新
し
い
治
療
法

を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
患
者
さ
ん
の

治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

男

部

方
に
は
食
べ
や
す
い
食
肉
と
い
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
食
肉
は
と
て
も
す

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
是
非
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
う
す
切
り
肉
を
毎
日

食
し
た
い
も
の
で
す
。

六
回
シ
リ
ー
ズ
の
ま
と
め
と
し
て
、

三
食
は
き
ち
ん
と
食
べ
、
み
そ
汁
は
味

だ
く
さ
ん
で
一
日
一
杯
ま
で
、
牛
乳
は

少
な
く
と
も
一
日
一
本
以
上
、
卵
も
一

日
一
個
、
そ
し
て
魚
も
肉
も
少
し
で
も

い
い
か
ら
毎
H

食
べ
る
こ
と
が
、
健
康

で
豊
か
な
毎
日
へ
の
第
一
歩
と
な
る
こ

国
と
で
し
ょ
う
。

゜゚

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
「
カ

チ
ッ
と
ね
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
安
全

確
認
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防

止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
な
ど

を
中
心
に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

九
月
は
「
ガ
ン
征
圧
月
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
は
全
国
で
「
家
族
愛

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ガ
ン
検
診
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
各
種
の
啓
発
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

ガ
ン
で
死
亡
す
る
人
の
数
は
年
々
増

え
て
お
り
、
本
県
で
は
昭
和
六
十
年
か

ら
死
因
の
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
の
ガ
ン
死
亡
者
は
、
三
、
三
九
二
人

で
全
死
亡
者
の
ほ
ほ
四
分
の
一
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
位
別
に
見
る
と
、
胃
ガ
ン

が
八
十
二
人
で
最
も
多
く
、
ガ
ン
に
よ

る
死
亡
者
の
四
人
に
一
人
の
割
合
で
す
。

し
か
し
、
胃
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
は
、

生
活
習
慣
の
改
善
や
検
診
体
制
の
充
実

な
ど
に
よ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

反
対
に
肺
ガ
ン
、
肝
臓
ガ
ン
、
大
腸

ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
は
、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

征九

月
は
ガ

圧
月
間

で

すン

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (12) 



1
0
月
3
1日⑪

利
根
川
総
合
運
動
場

村
内
事
業
所
単
独
で
編
成
し

た
チ
ー
ム

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
5
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

0
期
日

0
会
場

0
対
象

1
0
月

第
1
3回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
—
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

④
期
H
1
0
月
3
H

⑪

④
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

④
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

2
6
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

9
月

第
4
回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

....... 
:·:；・1..忍．：．．’．•'.

.’ 
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第38回村民体育祭

玄日時 10月10 日（日）

午前8時30分開会式

玄会場ふるさとの広場

優勝した「江口子ども会 A 」チーム

第
2
回
村
子
と
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

江
口
子
と
も
会
A
チ
ー
ム
が
二
連
覇

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
地

区
子
ど
も
会
の
交
流
お
よ
び
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

八
月
一
日
、
社
会
体
育
館
で
村

子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
第
2

回
村
子
ど

も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
二
十
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し

こ
。t
 なお

、
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

④
優
勝
江
口
子
ど
も
会

A

④
準
優
勝
中
谷
子
ど
も
会

Q
二
位
千
津
井
子
ど
も
会

A
・
新
里
子
ど
も
会
A

昨年の体育祭

11 17 

大
輪

A

須
賀

B

大
佐
貫
c

矢
島

B

南
大
島
B

千
津
井
c

江
口

A

江
口
B

南
大
島
A

新
里

上
江
黒
A

④
優
勝
南
大
島

B

④
準
優
勝
江
口

A

④
三
位
新
里

第
1

回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
_
ル
大
会

優勝した「南大島 B 」チーム

第
5
回
村
野
球

協
会
長
杯
争
奪

野
球
大
会

④
優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

①
準
優
勝
新
里

＇
新
里

—
大
佐
貫

キ
ケ
ン

1
0

日
興
リ
カ
昧

内
ト
ラ
イ
ブ
ス

｀
特
殊
電
装
昧

キ
ケ
ノ

レ
ッ
ド
ス
タ
ー

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

(13) 広報めし＼わ 平成 5 年 9 月 10 日



福祉入門ふれあい教室

参 加 者 募 集

福祉の仕組みや仕事などを、

見学や体験学習等を通じて、

方に理解していただくため、

の日程で開催されます。

0期 B =11 月 25 日（木） （ 1 日目）

④時間＝午前10時～午後 2 時

④会場＝館林市総合福祉センター

④内容＝福祉についての講義と体験

学習、ビデオ学習、介護学習

0期日＝ 12 月 1 日（水） （ 2 日目）

④時間＝午前 9 時20分～午後 3 時

④内容＝福祉施設見学…館林市内お

よび邑楽町内の施設見学

〇募集人員＝ 35人（定員になり次第

締め切ります）

〇募集期限＝ 10 月 28 日（木）

0参加費＝無料（昼食は主催者が用

意します）

※申し込み・問い合わせ先＝電話で

施設

一般の

2 日間

邑楽郡社会福祉協議会（邑楽福祉事

務所内）合（73)2141へお問い合わせ

ください。

東毛少年自然の家

親と子のつとい
蒼期日＝ 10月 16 B~17 日 1 泊 2 B 

0会場＝東毛少年自然の家

0対象者＝小・中・養護学校の児童

生徒とその保護者

〇募集人員＝ 100人

0参加費＝ 1 人2,500円

0内容＝キャンドルファイヤーなど

〇申し込み方法＝住所、氏名、年齢、

学年、性別、電話番号を明らかに

して、電話かファックスで申し込

んでください。

＊申し込み期間＝ 9 月 1 日～ 10 月 9

H （定員になり次第締め切ります）

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666、 FAX0277 (78) 7322 

へお問い合わせください。

医
療
助
成
制
度
に
は
、
乳
児
等
福

祉
医
療
、
老
人
医
療
制
度
が
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
通
り

で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
で
受
給

者
証
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
役
場

住
民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
適
用
を
受
け
て
い
る
方
で
、

会
社
に
就
職
、
退
職
な
ど
で
医
療
保

険
が
替
わ
っ
た
と
き
は
必
ず
新
し
い

保
険
証
と
印
鑑
、
受
給
者
証
を
持
参

し
住
民
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
を
し
ま
せ
ん
と
、
医
療

費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

医
療
助
成
制
度
を

存
じ
で
す
か

福祉医療制度該当者一覧表

ご

種i 類 対象になる人 手続きに持参するもの

乳児（出生から 1 歳になる誕生月の末日まで） 〇印鑑・医療保険証
乳 児 〇転入者は、市町村民税

の課税証明書

幼児入院
1 歳から 3 歳になる誕生月の末日まで入院治 〇印鑑・医療保険証・医
療を必要とする幼児 師の診断書

0 国民年金法施行令 1 級の障害に該当する人 〇印鑑・医療保険証・各年

重度心身
0特別児童扶養手当 1 級の障害に該当する人 金証書•特別児童扶養手

障害（児）者
〇身体障害者手帳 1 、 2 級の障害に該当する 当証書・身1栢章害者手帳·
人 療育手帳などの障害の程
〇療育手帳の交付を受け、判定が「A」の人 度を証明するもの

〇母子家庭で18歳に満たない児童を扶養して 〇印鑑・医療保険証・母

母子家庭等
いる母とその児童 子年金証書・児童扶養

0 父母のいない18歳未満の児童 手当証明書
〇転入者は、所得証明書

®
満
7
0歳
以
上
の
人

〇
携
行
品
1
1

印
鑑
、
医
療
保
険
証

0
満
6
5ー
6
9
歳
ま
で
の
ね
た
き
り
老
人

で
、
次
に
該
当
す
る
人

④
国
民
年
金
法
障
害
年
金
1
.
2

級
の

人
④
厚
生
年
金
保
険
法
等
障
害
年
金

1
.

2
級
の
人

④
身
体
障
害
者
手
帳
ー
ー
3
級
の
人

④
身
体
障
害
者
手
帳
4

級
で
次
の
人

①
音
声
・
言
語
・
機
能
障
害

②
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
障

害③
一
下
肢
を
下
腿
の
二
分
の
一
以
上

欠
く
障
害

④
一
下
肢
の
著
し
い
障
害

④
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
障
害
補

償
年
金
1
\
4

級
の
人

〇
携
行
品
I
I

い
ず
れ
も
、
印
鑑
、
医
療

保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
各
年

金
証
胄
、
転
入
者
は
障
害
認
定
証
明

書
老
人
医
療
の
対
象
と
な
る
人
は
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◇日時＝ 10月 12 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 10 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 10月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

所＝保健センター◇場

=-——

,a,

————-0-

__ 

0-————,o=-———,o 
=
-
―
O
-
―
―
―
―
,
o
ニ
ー
ー
ー

0
-
―
ニ
―
,
o
,
―
―
―
―
-
0

-
=
―
1
0
ニ
ー
―
―
I
O
I
―
―

0-—-=-—01————10 ——101————IOI—-=-

疇
談
°
一
一
付

0
"
1
1
1
1
0
―
1
1
1
1
1
。
受

ニ
ー
0
1
1
1
1
―
1
0
1
1
1
1
1

0
"
1
1
―
I
O
I
―

-
m

゜
＋
守
n
n
 

—11"0—————101—— 

輝
』0閃
『
←

ニ
ー
l
-
O
S
1
1
1
1
1
0
1
=
-

0
1
―
ー
ニ
ー
0
ー
ニ
ー
ー
ー
。
日
寺
ン

二
―
O
-
―
―
―
―
1
0
1
1
1
1
1
H
ド

0-————IOI———-io 

―
―
―
―
1
0
―
―
―
―
―
―
詮

5
1

セ

『
画
芦
月
後
健

閏
詞
犀
1
0午
保

器
詰
蒻
詰
―
-
=

]
『
鍵
〖
時
―
所

——IOI—-=-—01———— 
0
―
-
=
-
―
1
0
ー
ニ
ニ
ー
。

ー
ー
ニ
ー
0
=
1
1
1
1
1
0
1
―

-
B

0—-=-—10=-———10 

彗
話
彗
g
◇
◇場

ヤ―-"

=1101111—,o—-==­

雷
鵞
[

g
一
己
日
誌

竺
話
序
誌
寺

―
―
―
―
,
o
,
―
―
ー
ニ
o
,
―

-
n
n
L

皇
と
i
-
―
[
3

巽
稽
吾
g
後午

素
宅
言

冒
配
『
『
⑧
～
室

尋
心
臣
日
時
議

言
竺
詞
1
5
1
0会

薮
言
月
前
場

詞
〇
午
役

雷
石
言
―
―

二
―
0
―
1
1

i
,
o
,
―
―
―
―

閏
耀
『
『
時
所

戊
』0
O
B
◇場

=o二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 0 二 o=o=o=o----------------------------------------------------

喜芯：蓬藁雙故傭恥霞
=o=o=o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o 二 o=o=o=o=o=o

◇日時＝ 10 月 14 日（木）
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V サインをしている茉里ちゃん

た
ぐ
ち
ま
り

田
日
茉
里
ち
ゃ
ん

(
3歳
2

カ
月
）

□
汀
の
長
女□

「カラオケ（特に演歌）が好きで、

って歌っている元気な女の子です。

思いやりのある、優しい人になってほしい」

とお母さん。

なりき

--‘‘‘‘`‘”‘‘‘`‘‘‘` ‘““` `‘‘‘`‘‘“‘‘`‘`‘`’‘”‘‘、‘‘‘`‘```’‘‘‘‘'“‘‘‘‘、‘`‘‘`‘`‘”‘`”‘、`‘‘‘‘`J

県
教
育
委
員
会
で
は
、
群
馬
県
人
日

2
0
0

万
人
記
念
「
ふ
る
さ
と
お
く
に

自
慢
こ
ど
も
弁
論
大
会
」
を
、
平
成
6

年
1
月
9
日
⑪
、
県
民
会
館
に
て
開
催

す
る
に
あ
た
り
次
の
と
お
り
原
稿
を
募

集
し
ま
す
。

唖
対
象
1
1

小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

昼
発
表
内
容
1
1

お
く
に
自
慢
の
「
お
く

に
」
に
つ
い
て
は
、
県
全
域
的
な
も

の
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
「
ま
ち
」
や
「
む
ら
」
の
意
味

ふ
る
さ
と
あ
く
に
自
慢

こ
と
も
弁
論
大
会

原
稿
募
集

で
と
ら
え
て
も
よ
く
、
ユ
ニ
ー
ク
で

明
る
＜
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
子
ど

も
ら
し
い
夢
と
希
望
に
満
ち
た
も
の

〇
応
募
作
品
1
1

小
学
生
は
原
稿
用
紙
(
B

判
4
0
0

字
詰
）
3
枚
程
度
、
中
学

生
、
高
校
生
は
5
枚
程
度
に
ま
と
め
、

在
籍
す
る
学
校
の
先
生
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
応
募
期
限
1
1

小
・
中
学
生
は
1
0
月
1

日
、
高
校
生
は
1
0
月
1
5
日

圏
原
稿
用
紙
の
記
入
方
法1
1
原
稿
用
紙

1

行
目
に
テ
ー
マ
（
標
題
）
、
2
行
目

に
学
校
名
、
学
年
、
3
行
目
に
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会

6
0
2

7
2

闘
1
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(. 

家族のだめに

遺言は公正証書で

圏利点が多い

(1)国の機関である公証人が作るの

で、内容が正確で安心です。

(2)原本が公証役場に保存されるの

で紛失、破棄、偽造の心配があり

ません。

(3)裁判所の検認不要のため、相続

人が裁判所に行く手間、時間、費

用が省けるほか、相続人間の争い

の種になりません。

(4)名義書替えが、他の相続人の印

鑑を必要としないので、簡単にで

き、相続人間の争いを防止できま

す。

(5)内容が他に漏れる心配がありま

せん。

(6)節税効果があるほか、手数料も

安く、経済的です。

(7)センターに集中登録され、作成

公証役場、日付、番号等が簡単に

分かります。

0手続きは簡単

あらかじめ次の書類（各ー通）を

提出し（郵送可）、公証役場で証書を

作った後、遺言者と証人二人が公証

役場に出向いて、内容を確認、押印

します（病気で出向けないときは、

公証人が出張します）

①遺言者の印鑑証明書、②遺言者

の固定資産評価証明書、③遺産をも

らう人の戸籍謄本と住民票写し、④

証人二人の住民票写し

※詳しくは、太田公証役場太田市

飯田町1245-1 清水ビル 1 階 ff (45) 

8469へお問い合わせください。

弓 I 揚者の皆さんへ

東京税関前橋出張所

税関では、終戦後の混乱期に引き

揚げてきた方々が、当時国内に持ち

込むことができなくて税関などに預

けられた通貨や証券などをお返しし

ています。

お返しする通貨・証券などは次の

ものです。

④終戦後、外地から引き揚げてこら

れた方々が、上陸地の税関・海運

局に預けた通貨・証券など

④外地の集結地において、総領事館

などに預けた証券などのうち、そ

の後日本に返還されたもの

これは、昭和28年から実施してい

るもので、お心当たりの方は、本人

だけでなく、家族の方も電話・郵便

などでお問い合わせください。

※詳しくは、〒371 前橋市大手町2-

10-5 東京税関前橋出張所合0272

(21) 5284 までお問い合わせください。

両毛交流スタンプラリ

ーに参加しませんか
両毛広域都市圏総合整備推進協議

会では、皆様に圏域のことを理解し

ていただくため、 20市町村にまたが

(15) 広報めいわ

るスタンプラリーを行うことになり

ました。行楽の秋、新たな都市圏を

実感してみませんか。

0スタンプラリー実施期間＝ 10月 1

日（鉗～ 11 月 14 日（日）

圏内容＝事前に配布されるガイドマ

ップ、スタンプブックを頼りに、

圏域内20市町村に設置されたスタ

ンプ (45カ所）を集めて歩く

0ガイドマップ・スタンプブックの

配布先＝ 9 月 20 日から役場企画開

発課で配布します。

圏景品の提供＝ 5 カ所以上スタンプ

を集めた人には参加賞、 20市町村

を回った人には20市町村賞、全て

を回った人にはパーフェクト賞を

差し上げます。

※詳しくは、役場企画開発課へお問
い合わせください。

「障害者雇用促進会」

が開かれます
9 月は「障害者雇用促進月間」で

す。館林公共職業安定所では、この

月間行事の一環として「障害者雇用

促進会」を下記のとおり開催します。

圏日時＝10月 13 日（水） 午後 1 時3(Y分～

0会場＝邑楽共同福祉施設

邑楽町中野3197

※詳しくは、館林公共職業安定所合

(72)4365へお問い合わせください。

なお、 10 月 1 日から電話番号が、合

(75) 8609 （ハローワーク）に変更とな

ります。

郵便局は9月から土曜日の窓口業務はすべてあ休みです 平成 5 年 9 月 10 日

( 



村の人口
9月 1 日現在

世帯数 3,026戸

人口総数 I I, 266人

男5,662人・女5,604人

(8 月中の動き）

出生 4 人・死亡 5 人

転入 50人・転出 20人

8月の救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 6 件

●その他 5 件

●計 16 件

地区

休］二，：言（：：口6``1巳王□□［冒
あ時院

番三星喜冒言冒□］
日

当

医

館林邑楽地区

産婦人科 1 耳畠科

9 月 15 日 l

9 月 19 日1:~言：名豆苓立 1 巨召只芦芸 I::::oe I ::::。と
9 月 23 日 l

館林地区

内科 1 外科

合(72)3855 I 合 (72)3163

板倉地区 千代田 ：畠産畠
明和地区更鼻婦日

10 月 11 日＇
記念病院記念病院

合(72) 3155 合 (72)3155
し‘
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だ
ば
し
ゅ
ん
ば
こ
ら
は

r

ぴ
ま
と
、

駄
馬
駿
馬
子
等
と
飾
り
て
盆
送
る
納
涼
や
若
き
法
被
の
纏
振
る

荒
井
み
ね
子
山
下
ふ
で

香
水
に
ド
ラ
マ
な
き
ま
ま
古
稀
迎
う
納
涼
祭
村
の
み
こ
し
の
新
し
き

野
沢
芳
子
山
下

富
治

は

r
ぴ

終
戦
日
十
九
の
兵
の
星
増
え
ず
納
涼
祭
法
被
姿
の
板
に
つ
き

松
本
夜
詩
夫
江
原
さ
い

か
お

神
殿
に
座
し
て
祭
の
貌
と
な
る高

橋
三
重
子

か
た
し
ろ

形
代
に
託
す
老
化
と
云
う
病日

名
子
春
実

私
の
テ
ニ
ス
が
熟
し
た
の
は
、
今
か

ら
十
一
年
余
り
前
に
夢
に
ま
で
見
た
県

ア
マ
チ
ュ
ア
で
は
最
上
級
の
A
級
ラ
イ

セ
ン
ス
認
定
選
手
に
な
っ
た
こ
ろ
で
し

こ
。t
 明

和
俳
句
会

代表

駐

現
在
は
当
時
私
が
信
念
を
持
っ
て
成

し
遂
げ
た
事
を
肥
や
し
に
、
初
心
者
テ

ニ
ス
教
室
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
と
し
て

四
月
初
旬
か
ら
十
一
月
下
旬
ま
で
、
毎

週
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
・
祭
日
の

午
前
中
に
大
輪
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

主
会
場
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い

る
人
や
ア
フ
タ
ー
テ
ニ
ス
を
し
て
い
る

人
、
ま
た
、
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
人

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
違
う
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ふ

り
か
け
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
ク
ラ
ブ
員
は
二
十
六
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
ま
で
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
あ
な
た
も
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

村鯉鈴茂蘭
田沼木木田氏

フ
さーぎミ順名
く二んエー

氏
名ゆき
こ

大
津
由
祈
子

大
木
翔
太

橋
本
叩

古
屋
如
印

—
あ
く
や
み
I
I

年
齢
世
帯
主

7
0
正
幸

5
1
徳
一
郎

8
2
貞
雄

8
2
秀
夫

7
3
政
一

父
母
名
続
柄

9
応
長
女

"
宗
亡
二
男

隆

．
久
美
子

政
則
仁
子

長
男

長
男

（
会
月
の
納
め
）

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入

月
で
す
。
納
期
限
は

3
0日
で
す
。

▽
今
年
の
納
涼
祭
は
、
昨
年
と
比
べ
て
人
出

も
多
く
、
雰
囲
気
も
最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
、
抽
選
会
も

行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
納
涼
祭
を
継
続
的
に
実
施
す
る
に
は
、
住

民
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
住
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に

育
て
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

▽
こ
の
夏
、
伊
豆
七
島
の
一
っ
三
宅
島
に
行

＜
船
の
中
で
、
三
宅
島
に
五
十
年
も
住
ん
で
い

る
人
に
話
し
を
聞
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
話
し

の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
高
校
を
卒

業
す
る
生
徒
の
九
割
以
上
が
島
を
出
て
行
き
、

島
に
は
若
者
が
少
な
く
、
高
齢
者
ば
か
り
残
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
島
に
は
働

く
場
所
も
少
な
い
か
ら
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
⑱

敬南
大

区ば島島賀谷区
脇％％％％り喜一 % ％肘％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出て下さい。

大大新矢大地
佐佐

輪貫里島貫

矢須 中 j:也

1
1

あ
め
で
だ
ー

（
敬
称
略
）

平成 5 年 9 月 10 日 広報めいわ (16) 
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